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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　あらいずみるい
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魔の海のほとりにて［前編］







　無む限げんにひろがる大おお海原うなばら。


　それは、人にとっての未み知ちの領りよう域いき。


　船員たちの動きがあわただしさを増まし、やがて船が停とまったのは、出発した陸地が遠くかすむあたりまで来た時のことだった。


　風の中にはただ潮しおのかおり。


　陸地と船との間には、小さな島がいくつか見えるが、むろんいずれも無む人じん島とう。


　当とう然ぜんである。


　誰だれがこんな、魔ま海かい間ま際ぎわの島に住みたがるというのか。


　……ま、その島さえ越こえてやって来た、あたしたちもあたしたちなのだが。


「ここなの？」


　船べりで海を眺ながめていた女──タニアがふり向いて声を上げる。


　としはあたしよりやや上だろう。短い赤毛に陽ひに焼けた肌。身につけているのは、胸むねと腰こしに巻いた布ぬのきれくらいのものだが、これから海に潜もぐることを考えれば、それほどおかしな格かつ好こうでもない。


「ああ。ここだ」


　こつこつと靴くつ音おと鳴ならしてやって来たのは、白い髭ひげをたくわえた船長だった。


　その左手──義ぎ手しゆのかぎ爪づめが、陽よう光こうを受けてぎらりとかがやく。


「この下に、おたからが眠っている」


　言われてのぞき込んでみた昼の海は、ただ陽の光を照てり返し、ぎらぎらとかがやいているだけだった。





　ことの起こりは昨日きのうにさかのぼる。


「旅の魔ま道どう士しが来ていると聞いたんだが」


　昼過すぎのメシ屋に轟とどろいたのは、客たち全員が一いつ瞬しゆん静しずまり返るほどの大声だった。


「──ひょっとして──あたしのこと？」


　声を上げたのは、窓まどぎわの席で海を眺ながめながら食事をしていたこのあたし──リナ＝インバースだった。


　黒いバンダナ黒マント。あちこち身につけた宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト。


　いかにも魔道士然ぜんとした、こんなかっこうをした奴やつは、少なくとも今現げん在ざい、店の中にはあたししかいない。


　気まま気楽な一人旅。最近暑あつくなってきて、唐とう突とつに海が眺めたくなり、この海辺の町、カリーンに立ち寄よったのである。


　それなりにちゃんとした港みなともあり、漁と沿えん岸がん貿ぼう易えきでそこそこにぎわってはいるが、逆に言えば、それくらいしか特とく徴ちようのない町である。


　とはいえさすがに魚介類るいのおいしさは特とく筆ひつモノで、ついつい一いつ泊ぱくしてあれやこれやと食べまくり──


　どこから話が伝わったのか、お客さんのご訪ほう問もん、ということになったようである。


「あんたか」


　船長服キヤプテン・スーツに身を包つつんだ五十がらみのその男は、歳としを感じさせないしっかりとした歩みで、ずかずかこちらに寄って来た。


「話がある」


　問もん答どう無む用ようでテーブルの向かいに腰こしを下ろすと、眼がん光こう鋭するどくこちらを一いち瞥べつし、


「あんた、水の中に潜もぐる呪じゆ文もんは使えるか？」


　あいさつも抜きで問いかけて来る。


　礼れい儀ぎ正しい態たい度どとは言えないが、ストレートなのは嫌きらいではない。


「まあ、ね」


　答えてあたしは、白しろ身み魚ざかなフライのあんかけをひと切れ口に頰ほおばった。


　そのテの術じゆつなら、二つばかり心当たりはあった。


「十分だ。なら──」


　彼は、ずいっ、と身を乗り出して、声をひそめて、


「あんた……おたからに興きよう味みはあるか？」


　あたしは口の中のものを、はむはむこくんっ、と飲み下し、やはり声をひそめて、


「おたからに興味ない奴なんているの？」


「なら決まり、だな」


　彼は、にやりっ、と笑みを浮かべて、


「場所を変えて話をしよう。


　そうそう。自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな。


　わしはビルゴ＝フォトフ。おんぼろ商しよう船せんの船長さ」


「あたしはリナよ。リナ＝インバース。


　──ちょっと待ってね。話の前に──」


　言うと。


　あたしは、テーブルに並んだ七皿ほどのお料理たちを、一気に片づけにかかった。





「──沈ちん没ぼつ船せん!?」


「シッ。声がでけぇ」


　思わず上げたあたしの声に、ビルゴ船長の叱しつ咤たが飛ぶ。


「誰だれかに聞かれたらどうする」


「カモメくらいしか聞いてないわよ」


　あたりを見回し、あたしは言った。


　食事を終えて場所を変え、ビルゴ船長があたしを連れてきたのは、波は止と場ばから少し離はなれた海辺だった。


　あたりには船もなく視し界かいもひらけ、こちらの声も波なみ音おとに消される。盗ぬすみ聞きを防ふせいでないしょ話をするのには、もってこいの場所である。


　あたしと船長は、あたりをぶらぶら散さん歩ぽしながら、


「──ひょんなことから、ある航こう海かい士しが研けん究きゆうした海かい図ずを手に入れてな。


　潮ちよう流りゆうまでがこと細かに記されていたんだが……それで気づいた」


　言って、遠く海の彼方かなたに目をやった。


　おだやかな陽ひざしに水面みなもはかがやき、遠くにいくつもの小さな島しま影かげが見える。


　平和そのものの光こう景けいだが、その水平線の向こうにあるのは──


「そう。魔ま海かいだ」


　船長の声が重く沈しずんだ。
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　魔海。


　それは、あたしたちの住んでいるこの場所と、外の世界とを隔へだてる死の領りよう域いき。魔ま族ぞくによって呪のろわれた海。そこへと向かう船には、等ひとしく破は滅めつが訪おとずれる──


　と、いうのがもっぱらの噂うわさ。


　魔族うんぬんの真しん偽ぎはともかく、とりあえずここ何百年──あるいはもっと長くの間、陸を離はなれて外洋を目指した幾いく多たの船は、結けつ局きよく一いつ隻せきたりとも帰ってはこなかった──そのことだけは、まぎれもない真実だった。


「魔海で沈んだ船のほとんどは、潮流の関係で、ここの沖おきへと流れ着く。


　満まん載さいした積つみ荷にともども、な。


　海図はそのことを示していた。


　それを引き揚げることができれば大金持ちってわけだ。


　悪い話じゃないだろう？」


「──なのに、なかなか誰も話に乗ってくれなくて困ってた、と？」


「……っ……」


　すかさず入れたあたしのツッコミに、船長は一いつ瞬しゆんことばを失なくした。


「このくらいの規き模ぼの町なら、魔道士くらいいるでしょーに。


　にもかかわらず、あなたはわざわざ、旅の魔道士のあたしを探し出してやって来た。


　つまり、今までさんざん断ことわられて来た、ってことでしょ？


　……ま、無む理りもない話だけど」


　あたしは小さく肩かたをすくめ、


「沖、ということは魔海の近く。何が起こるかわからない。


　そんなところまで出向いて行って、『たぶん』ある『はず』のおたからを探す──


　見返りは大きいかもしれないけど、リスクは確実に大きい。


　それじゃあ、たとえそれなりの条じよう件けんを出しても受けてくれるわけないわよねー」


　あたしの指し摘てきに、船長は不ふ機き嫌げんに沈ちん黙もくした。


「あなただって。


　そもそも、なんでおたから探しなんてやろうと思ったの？


　商船の船長って言ってたし、食いっぱぐれて困こまってるようにも見えないし」


「……ふっ……」


　問われて船長は、寂さびしげなまなざしを、自分の左手──義ぎ手しゆに落として、


「復ふく讐しゆう……かもしれんな……」


「その左手の？」


　あたしは彼に問いかける。


　以い前ぜんに海で、サメだかでっかい白クジラだかに左手を奪うばわれた復讐──とか？


　だがそれで、おたから探し、というのは意い味みがわからない。


　船長は深いため息をついて、


「人間、長く生きれば、いろいろなものと戦うことになる……わしもあれとの長い戦いで、この左手をはじめ……他にもいろいろなものを失った……」


「あれ、って？」


「……関係のない話だ。ともあれ、受ける気はないのだろう」


　言って船長はきびすを返し──


「誰がそんなこと言ったの？」


　その背にかけたあたしの声に、彼の足が、ぴたりっ、と止まる。


「並なみの魔道士にそれなりの条件を出しただけじゃあ、そりゃあ断られるでしょうね」


　船長は、ゆっくりこちらに向きなおり、


「ほう？　では、並ならぬ魔道士は、どういう条件なら受けてくれるのかな？」


　瞳ひとみを輝かがやかせる船長に、あたしは小さく笑えみを浮かべて、


「契けい約やくは期き間かん限げん定てい。契約金の半分は前金で。


　食しよく費ひなんかの生活費はそっち持ち。これは、おたからが見つかろうと見つかるまいと関係なし。


　おたからが見つかった場合、通つう常じようの分け前に加くわえて──


　魔道関係のモノがあれば、あたしを通して魔道士協会に売ること。これで、だまされて安く買い叩たたかれるようなことは防ふせげるはず。


　かわりに、その売り上げの一割わりは仲ちゆう介かい料りようとしてあたしがもらう。残った九割からも、もちろんちゃんと分け前はもらうけど。


　……ってことでどう？」


　これならば、もしおたからが見つからなくても、こづかいをもらってしばらく船遊びをするようなもの。決して悪い話ではない。


　まあそれで、魔海そばという危き険けんが消えてなくなるわけでもないのだが。


「──しっかりしてやがる。いいだろう」


　あたしの提てい案あんに船長は苦く笑しようし──


　それで、話は決まった。





「まずはこのあたりから探たん索さくをはじめてもらう」


　甲かん板ぱんに仁に王おう立だちになった、ビルゴ船長のだみ声が海原うなばらに響ひびく。


　船長はおんぼろ船、と言っていたが、船の手入れはよく行き届とどいている。


　とはいえ商船としては決して大きな方ではなく、あたしや船長を含ふくめた全乗のり組くみ員いん七名が集まると、それだけで前甲板は埋うまってしまう。


　船長の後ろにその部下四人がきっちりと並び、向かい合う形で佇たたずむのは、水みず着ぎ姿すがたのあたしとタニア。
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　本当は、おーぜいで潜もぐって探せば早いのだが、こうなったのにはわけがある。


　あたしの知っている、水中で活かつ動どうするための呪文は二つ。


　しかしその両方に共きよう通つうする欠けつ点てんがあった。


　すなわち。


　他人にその術をかけることはできない、ということである。


　そこであたしが選えらんだのは、水気術アクア・ブリーズという、単たん純じゆんに水中で呼こ吸きゆうできるようになるだけの簡かん単たんな術だった。


　魔道としては初しよ歩ほのお手て軽がる呪文。丸まる暗あん記きして唱となえさえすれば、魔道のことなど全く知らない人間であっても使えるのだ。


　この呪文を船長の部下たちに丸暗記してもらい、潜らせよう、という寸すん法ぽうである。


　しかし、魔道をかじったこともない者にとっては、呪文は意い味み不ふ明めいな文字の羅ら列れつでしかない。


　簡単な呪も文のとはいえ、それを丸暗記するためには、なかなか苦く労ろうするようで──


　結けつ局きよく、昨日の今日の一いち夜や漬づけで、呪文が発はつ動どうする程てい度どに暗記ができたのは、タニアしかいなかったのだ。


　……まあ、二日目三日目になれば、呪文をおぼえてくれる者も増ふえるだろうが……それまでの人員不足を補おぎなうために、あたしも潜ることになったのだった。


「ではまず、明りの用意を頼たのむ」


　事じ前ぜんの打ち合わせ通り、船長は、言ってあたしに木の棒ぼうを渡す。ショートソードサイズで計三本。


「オッケー」


　あたしはそれを受け取ると、口の中で呪文を唱え、それぞれの先に『明りライテイング』の呪文をかけてゆく。これで、水中でも使えるたいまつのでき上がり。


　一本を甲かん板ぱんの上に立て、一本をタニアに渡して、


「打ち合わせ通りだけど……念ねんのためもう一回説せつ明めいするわ！」


　残り一本は自分で持って、あたしは声を上げた。


「潜る方は、この船の下からあまり離はなれないこと！


　海の中ではこのたいまつを離さず持っていること！


　明りが薄うすくなりかけたと思ったら、迷まよわず船に戻もどること！　消えはじめるとあとは早いし、この明りが消える頃ころには、水中呼こ吸きゆうの術の効きき目も消えるはずよ！


　海の中じゃあ何が起こるかわからないから、少しでも変なことがあったらすぐ船に戻ること！


　上で待たい機きする方は──」


　と、甲板の上に置いたたいまつを指し、


「潜ったものが帰ってくるまでの時間はこれでチェック！


　上で何かあった場合は、このたいまつに重りをつけて沈しずめ、合あい図ずにすること！


　その合図があった場合、潜っている方は、何があろうとすぐさま船に帰ること！


　──質問は？」


　言ってぐるりとあたりを見回すあたしに、一同は沈黙し──


「──なあ──」


　口を開いたのは、待たい機き組の一人だった。


「何？」


「その……気を悪くしないでほしいんだが……万一の時のためというか……」


　妙みように歯は切ぎれが悪い。


「いいから言って」


「もしも……もしも、だよ……そのたいまつの明りが消えて……」


　彼は、甲板の上のたいまつに、ちらりと目をやって、


「万一……万一その時……


　誰も戻もどって来なかったら……？」


　し……ん……


　一いつ瞬しゆん、甲板に沈黙が落ちる。


　決してありえない話ではない。


　ここは──もはや魔海のすぐそばなのだから。


「──そんなの決まってるでしょ」


　あたしは、ふっ、と小さく笑うと断だん言げんした。


「かまわずに回れ右して陸へと帰り、もう二度とこんなところには近づかない。それしかないでしょ」


「……了りよう解かい……」


　あたしの答えに船員は、白い顔で口をつぐんだのだった。





　水は思ったよりもあたたかく全身を包つつみ込んだ。


　ふりあおげば頭上には、光揺ゆれる水面と船の影かげ。


　下に目をやれば──底は見えず、暗い虚きよ無むがあるばかり。聞こえるのは、自身が水をかき進む音だけ。


　ときおりあたりを小魚が泳いでゆくが、それで気分が明るくなるはずもなし。


　目をやれば、タニアの姿はただの黒い人ひと影かげと化かし、手にした明りだけが水の向こうにぼうっと見える。


　潜もぐれば潜るだけ、上からの光は届とどきにくくなり、あたりの闇やみは濃こさを増まし、そのぶん水の温おん度どは徐じよ々じよに低くなってゆき──


　それでもやがて。


　たいまつの明りは、ごつりごつりとした海底をぼんやりと照らし出した。


　妙みような形をした岩だか何だかがささくれ立ったウロコのようにあたりを覆おおい、見たこともない面めん妖ような形の、植物だか何だかもよくわからないものがあちらこちらから生はえている。


　視し界かいの端はしを何かがよぎり──目をやれど、もはやそこには何もいない。


　たぶん魚なのだろうが……あまり気き味みのいいものではない。


　底そこに足をついてみると、ざらりとした感かん触しよくとともに砂だか何だかがかなり盛せい大だいに舞まい上がり、水を濁にごらせた。あわてて足を上げ、泳いで進むことに決定。


　水の透とう明めい度どは、それほど低いわけでもないのだが……圧あつ倒とう的てきな昏くらさの前に、手にした明りはあまりにも心もとなかった。


　何かの拍ひよう子しにタニアが持った明りが見えなくなると、とてつもない心細さが押おし寄せて来る。


　まるでこの海の中──いや、この世界に、あたし一人だけしかいないような、妄もう想そうじみた錯さつ覚かくさえわき起こる。


　と。


「──!?」


　あたしはびくんっ！　と、跳はねるように左を向いた。


　今。


　たしかに、巨大な何かがそちらに見えた。


　気のせいではないはずだ。とてつもなく大きな、生白い……


　だが少なくとも今、そこにあるのは、他と変わらぬ闇やみの底。


　不安が見せた幻げん覚かくかもしれない。あるいは、船長の推すい測そくが正しいのだとすると、沈没船の一部なのかもしれなかった。


　しかし──


　なぜかどうしてもそちらに行ってみる気にはなれず、あたしは別の方に向かって進んだのだった。





　結局、初日の収しゆう穫かくはなかった。


　潜っては上がり、船を移い動どうさせてポイントを変え、また潜っては上がり。


　何度かそんなことをくり返すうちに日は暮くれて、初日の探たん索さくは終わった。


　空には星が満ちている。


　彼方かなたにあるはずの陸の灯あかりは、遠く、見えない。


　その気になれば、船を本土に戻もどすこともできなくはないのだが、行き来のタイムロスをなくすため、一番近い小さな無む人じん島とうの沖に停てい泊はくし、夜を明かすことになった。


「こんなところにいたのかい」


　タニアが声をかけてきたのは夕食後、あたしが甲板であたりを眺ながめていた時のことだった。


「海の上での夜ってはじめてなんで」


「──ま、普ふ通つうの人はそうだろうね」


　彼女はあたしのそばに歩み来て、


「商船だって航こう路ろはほとんど海岸沿ぞい。漁りよう師しだって、朝早く出て昼か夕方には港に帰るのが普通。


　魔海近くのこんなところに来るだけでも冒ぼう険けん、ってところだからね。


　よくあんた、こんな依い頼らい受けたね」


「知らなかったことを知るのって、面おも白しろいでしょ」


　言ってあたしは星を眺める。


「それに、あなたたちだって、『こんな依頼』につき合ってるわけだし」


「……ま、あたしたちはおやじさんを信用してるからね」


「おやじさん、って──」


「船長だよ。みんなそう呼んでる」


　彼女はあたしと肩を並べて夜空を見上げ、


「あたしが生まれるずっと前から、海の上で暮らしてる人だ。経けい験けんもあるし修しゆ羅ら場ばだっていくつも潜くぐってる。


　魔海そばでの作さ業ぎようなんて、どうってことないさ」


「──修羅場っていえば──」


　ふと思い出し、あたしは声をやや低くして問いかける。


「船長の左手もそれで？　あれにやられた、としか聞いてないんだけど──」


「──ああ──」


　彼女は視し線せんを海へと落とし、


「……なんでも……ものすごい奥さんだったらしいよ……」


「うわぁ。」


　……そ……そんな戦いで……


「あたしも当人は知らないんだけどね。


　実は船長が、ここにおたからがある、って言い出したのは二、三年前からだったんだけど……


　奥さんに、そんなものがあるわけない、ってさんざんバカにされたあげくきつく止められたせいで、動けなかったらしいよ。


　おやじさん、よく酒を呑のんじゃあグチってたから……


　ま、その奥さんもちょっと前に、他の男つくって行方ゆくえ不ふ明めいになったんで、おやじさん、絶ぜつ対たい宝を見つけて見返してやる、って息いき巻まいちゃって……」


　それで……復讐とかぬかしてたのかあのじーさんは……


「……な……なんだかなー……」


「まあ……あたしもさすがにどぉかと思うけど……」


　あたしとタニアは苦くつぶやき、ビミョーに気まずい空気が流れる。


　船せん腹ぷくを叩たたく水の音だけがしばし続く。


「ま……まあとにかく、明日は早いんだ。


　そろそろ休みな。


　それと──


　あたしが奥さんの話をした、ってのは内ない緒しよでね」


　言えるわけねえ。


「わかってる」


　答えてあたしは彼女とともに、船室へと引き返したのだった。





　変化があったのは、翌よく日じつのことだった。


　やはり朝から何度か潜り、もうすぐ昼という頃ころである。


「船長おやじさん！」


　響ひびいたタニアの声には、ただならぬものが混まじっていた。


　ビルゴ船長が、そして先に上がっていたあたしが船べりに駆かけ寄る。


　水面から顔を出したタニアは、こちらを見上げてひとこと、


「船が沈しずんでます」


　ざわりっ、と船上がざわめいた。


　彼女は船から垂たらした縄なわ梯子ばしごを伝って上がって来ると、水着の端はしにはさんだ何かを船長に手渡す。


「……こいつは……！」


　つぶやく彼の手の上には、サビと水ゴケのついた大ぶりの金きん貨かが一枚、乗っていた。


「船のマストらしいものを見つけて」


　体をタオルでざっと拭ふきながら、タニアが言う。


「あたりを調べたら……それがあった」


「ふむ」


　船長は、左の義手で、金貨のサビや汚よごれをがりがり削けずり、


「見かけん金貨だな……彫ほられているのは……サメ、か？」


「それなら、心当たりがあるわ」


　あたしが横から口をはさむ。


　実じつ物ぶつを見たことはないが、かつてどこかの魔道士協会で、図ず解かい入りの解かい説せつを読んだことはあった。


「マヘル金貨。百六十年ほど前に滅ほろびた王国のお金よ」


　ふたたび甲板がどよめく。


　船長はいきおい込んで、


「と、いうことは!?」


「その時代の船が沈んでる、ってことね」


　あたしは小さくうなずいた。


「しかもその王国があった場所は、このあたりからは離れてる。


　そんなものがここに沈んでる、ってことは、海流に流された、ってこと。


　つまり──船長、あなたの読みは当たってた、ってことよ」


「スゲェ！」「やりましたねおやっさん！」


　そんな彼らに、あたしはウインク送りつつ、


「──ま、あとはこれで、あんたたちがしっかり呪文を覚えて手つだってくれれば、ずいぶん楽になるんだけど」


『[image: ]っ。』


　言われて彼らは一いつ斉せいに呻うめく。


　結局、二日目の今日になっても、呪文の丸暗記ができた人はナシ。どこかでトチったり、なまって呪文の意味が変わってしまったり。


　おかげで今日も、実じつ作さ業ぎようはあたしとタニアの二人だけ、である。


「引き揚げは大変だと思うよ」


　と、横からタニア。


「ちょいと調べてみたんだけど、船はだいぶボロボロになってる。慎しん重ちようにいかないと、いつ崩くずれるか」


「ま、近くにほかの船も沈んでるかもしれないし──ひと休みしたらすぐに行くわよ。タニア」


「言うまでもない」


　あたしとタニアは、ぱんっ、と手と手を打ち鳴らした。





　二つの光が並ならんで闇へと降おりてゆく。


　あたしとタニアが手にした、魔法のたいまつが放つ光。


　彼女に導みちびかれるままに、底へ底へとついてゆき──


　────


　地上なら、あたしは声を上げていただろう。


　海の奈な落らくの昏くらき底、それでもわずかに地上の光が届くのか、ぼんやりと見える黒こく影えいは、海底にかしいで屹きつ立りつした巨大な十字。


　大きな船のマストである。


　むろん帆ほはとうの昔に朽くち果てて、帆柱だけが墓ぼ標ひようのごとく、こうして今も残っているのだ。
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　タニアがしぐさで指すそのあたりに目をやれば、海底にはさまざまなものが散ちらかっている。


　二人はさっそく、あたりのものをあさりはじめた。


　今回あたしたちは、網あみの袋ふくろを持ってきている。目ぼしいものがあればそこにほうり込んで、船へと持ち帰る。


　船う上えでそれを分ぶん析せきし、目ぼしいものがなければ別の沈没船を探す──そういう手はずになっていた。


　朽くちた木ぎれや土ど器きだか陶とう器きだかの破は片へん。あるいはさびた金属やらコインやら。


　木ぎれの中には、指でつまんだそのとたん、ぼろりと崩れるものもある。


　いろいろ転がってはいるが、魔道書のたぐいの発見は望み薄うすだろう。さすがにこれだけ長い間水に浸つかっていれば、羊よう皮ひ紙しやら何やらはぼろぼろになっているはず。


　コインもほとんどが銅どう貨かで、ごくまれに、サビの塊かたまりと化かした──たぶん銀貨だったのだろうとおぼしきものがある程度。金貨はなかなか見つからない。


　目ぼしいものが見当たらず、きょろきょろうろうろしているうちに。


　ぞくりっ。


　妙な悪お寒かんが背中を駆かけた。


　跳はねるように視し線せんを疾はしらせ──しかしあたりに見えるのは、変わらぬ沈黙の海底。


　何なのだ。これは。


　昨日も似にたようなことがあったが……果たしてこれは、ただの気のせいなのだろうか？　などと思い佇たたずんでいると。


　とんっ、と急に肩を叩かれ、あわててそちらをふり向けば、そばにやって来たタニアの姿。


　彼女が指さすその方向に目をやれば──


　上から下へ、降り来る灯あかりが一つ。


　あれは──魔力の光？


　おそらくは、船上に残したたいまつ。つまりは、今すぐ上がれ、の合あい図ず。


　顔を合わせうなずいて、あたしとタニアは上へと向かう。


　水面の光に船せん影えいが浮うかび、それは視界の中でどんどん大きさを増し──


「何があったの!?」


　海の上に顔を出すと同時に、あたしは声を上げた。


「──お客さんだ！」


　姿も見せず、船長の声。


　……客……って……


　あたしは船の縄なわばしごにとりついて上る。あとにタニアもついて来る。


　甲板に上がり──あたしはようやく、お客、の意味を理り解かいした。


　縄ばしごが下がっているのとは逆ぎやく──陸の方に面した舷げん側そくに、船長が、他の船員たちがかたまっている。


　その向こうからこちらへと近づきつつあるのは一隻の帆はん船せん。


「無人島しまの陰かげから出てきやがった」


　ビルゴ船長はそうとだけ言った。


　それ以上の説明は必要ない。見れば相手の素す性じようはわかった。


　こちらよりひと回り大きい船の甲板には、乗組員が二十人ばかり。まだ距きよ離りはあるが、彼らの姿はじゅーぶんに見て取れる。


　むやみに凶きよう悪あくなつらがまえ。それぞれの手には剣けんやら槍やりやら弓ゆみ矢ややら。


　これがあの、伝説に聞く──


「海かい賊ぞくなんて、まだいたんだ」


　そばでタニアが感心したようにつぶやく。


「のん気なことを言っとる場合か！　逃げるぞ！　全員配はい置ちに──」


　船長のことばをさえぎって。あたしは唱となえた呪文を解とき放はなつ。


「竜破斬ドラグ・スレイブ。」





　ぼくばじゅんっ。





　こっちの船のはるか前方に炸さく裂れつさせた一いち撃げきは、海水をえぐり気き化かさせて、大きな波を引き起こす。


　船体が大きく揺ゆれ──波を腹はらに受けた海賊船は、さらに大きく翻ほん弄ろうされる。


　その揺れがおさまるのを待って、


「そこの海賊船！　命が惜おしけりゃあ停てい船せんして白しろ旗はた上げなさい！　そうすれば海の藻も屑くずにするのだけはかんべんしたげる！」


　あたしの呼びかけに、ほどなく海賊船の帆柱には、まっ白い旗がひるがえったのだった。





「……やっとはじめての獲え物ものだと思ったんですよぅ」


　こっちのマストにしばりつけられた海賊船の船長は、遠いまなざしで誰に言うともなくつぶやいた。


　あたしとビルゴ船長は、それにはかまわず、甲板に仁に王おう立ちのまま、ずっと水面みなもを眺めている。


「……最初は山さん賊ぞくをやってましてね……役人の取り締しまりがキツくなって……それで、海に目をつけたんですよ……


　最初は、これだっ、て思ったんですよ……魔海に近い無人島を基き地ちにすれば、役人の手入れもない、って……」


　海賊船長の嘆なげきは続く。


「ええ手入れなんてありませんでしたとも。そもそもそんなところを通る船がないんですから……


　たいていの船は海岸にへばりつくみたいに進んでますし。


　無人島のあたりで、木の実や魚や海草やらをとって食いつないでいたんですが……


　はじめて獲物らしい獲物を見つけたと思ったらこれですよ……


　何も悪いことなんてしていないのに……」


　自じ覚かく皆かい無むのつぶやきを漏もらす。


　むろん同どう情じようの余よ地ちなどないが、おかげで人手ができたことだけは事じ実じつだった。


　あたしは、とっ捕つかまえた海賊たちに水中呼吸の呪文を丸暗記させて、何班はんかに分け、交代で水中探たん索さくを手つだわせることにしたのである。


　おかげで効こう率りつは格かく段だんにアップ！


　……よく海賊連中が、あっさり呪文の暗記をできたものだ、とお考えの向きもあるだろうが──


　あたしが花のほほえみ浮かべ、呪文がおぼえられなくても、同じ時間だけ潜っていてもらうから[image: ]　と宣せん言げんしただけで、なんと海賊全員が、必ひつ死しで呪文を丸暗記してしまったのである。
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　んーむ。人間、死ぬ気になれば何でもできるという実じつ例れいのよーなもんである。


　待たい機き組ぐみの海賊たちは、海賊船の上で待機。海賊船長は人ひと質じちを兼かねてこちらのマストにぐるぐる巻き。でもってあたしは船上に待機して、海賊たちがおかしな動きをしないよう、にらみをきかせる、という役やく割わりである。


「まあそうしょげるな」


　マストの方を肩越ごしに見やり、ビルゴ船長は言う。


「もしも思った以上の宝が見つかって、お前たちが海賊稼か業ぎようから足を洗うと誓ちかうのなら、役人に突き出すのは勘かん弁べんしてやるし、少しだけなら分け前もやろう。


　引き上げに時間がかかるようなら、雇やとってやってもいい」


「ほ、本当か!?」


　海賊船長の顔がかがやく。


「ああ。海の男に噓うそはない」


「そ……そうかっ……すまねえっ……すまねえっ……」


　気前のいいそのことばに、思わずむせび泣く海賊船長。


　などと船の上でやっていると。


　ばしゃりっ、と水が跳はね、潜っていた男が一人、頭を出す。


　……交代の時間までは、まだ時間があるはずだが──


「──どうした!?」


　ビルゴ船長の呼びかけに、男が答えるより先に、二人目、三人目の潜水員が浮かんで来る。


「何かいます！」


　答えた一人目の声には、あきらかに、おびえの色が混まじっていた。


「何か、だと？」


　船長が憮ぶ然ぜんとつぶやくそのうちにも、潜水員は次から次へと浮かび、こちらの船や海賊船を目ざしてあわてて泳ぎ来る。


「船長おやじさん！　船を動かす用意を！　早く！」


　顔を見せるなり叫さけんだのはタニアだった。


　やはり、いるというのか。何かが。


「出しゆつ航こう用意！」


　わけもわからぬながら──それでも何かを感じてビルゴ船長が声を上げる。


　船員たちはあわただしく動きはじめた。


　錨いかりを上げて帆ほを下ろし──


「何かいる。見たこともない、でっかい奴やつだった！」


　甲板に上がってきたタニアの声は、かすかにふるえていた。


　あたしは思い出す。水中でたしかに見たと思った何か。感じた悪お寒かん。


　あれは──気のせいではなかったのだ。


「二隻目が沈しずんでいるのを見つけた。そっちへ向かっていて……あいつに出会った」


「海蛇竜シーサーペントとかじゃないの!?」


　あたしの問いに、彼女は左右に首を振り、


「わからない。けどたぶん、そういうものじゃないと思う」


「──出航用意できました！」


　船員の声が響いたのは、ちょうど、浮かび上がってきた潜水員たち全員が、こちらの船と海賊船とにはい上がった頃ころのことだった。


「よし！　取り舵かじ一いつ杯ぱい！　間ま近ぢかの島を目指して──」


　船ふな縁べりの船員たちがどよめいたのはその時だった。


　目をやれば──


　海中の一部が、影かげに染そまっていた。


　いるのだ。そこに。


　長細く巨大な何かが。


　それは迷わずまっすぐに──こちらを目ざしてやって来ていた──！







（魔の海のほとりにて：つづく）
















　次回予告





　一体何があった作者!?　今回は変にマジメな雰ふん囲い気きだぞ！


　まあこれを書いてる時点で、季き節せつの割には暑かったから！


　けどこれで巨大な影の正体が、巨大な細長いナーガだったりした日には、それはそれで読者は怒おこるだろーな！


　ともあれ次回『魔の海のほとりにて』後編


　水風ぶ呂ろに浸つかりながら待て！




魔の海のほとりにて［後編］













　あらすじ





　場所はとある港町。


　沈ちん没ぼつ船せんのおたから引き上げの協きよう力りよく依い頼らいを受けたリナは、ビルゴ船長や船員のタニアともども、魔ま海かい近くの沖おきへと乗り出したのだった。


　沈没船やら沈んだ金貨やらが見つかる中、やって来た海かい賊ぞくたちをおどしつけ、作業員として確かく保ほするリナたち。


　しかし探たん索さくが進むうち、長く巨大な正しよう体たい不ふ明めいの黒こく影えいが、一同の船に迫せまり来る！


　ちなみに、今回なんだか真ま面じ目めっぽい話なのは、エルニーニョとかの影えい響きようです。たぶん。







　向かい来る。


　海中の影が！


「なんだありゃ!?」


　ビルゴ船長の声を聞きながら、あたしは呪じゆ文もんを唱となえていた。


　水面みなもが波立つ。影が濃こさを増ます。──いや、影ではなく黒く巨大な──何かが。


　だがこちらとしては、招まねかれざる客には早そう々そう退たい散さん願うのみ！


　あたしは完かん成せいした呪文を、影に向かって解とき放はなつ！


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　ぐがぅんっ！





　一いち撃げきに、海がはじけた。
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　爆ばく光こうが影をかき消し波を起こして船をゆさぶる。


　船員たちは悲ひ鳴めいや悪あく態たい吐つきながら、それでもなんとか荒あらぶる風と波に船を乗せ──


　やがて水面が静まった頃ころ、二隻せきの船は、もといた場所からかなり陸地側へと流されていた。


　あの波なみ風かぜと衝しよう撃げきにも、なんとか船が無ぶ事じだったのも、船員たちのウデあってこその話である。


　苦く情じようを言われても仕し方かたないところだが、彼らはただ、じっと見ていた。


　海を。


　さきほど黒い影が走ったあたり。今やそこには何もない。


「……やったのか……？」


　ビルゴ船長がつぶやいた。不安と、期き待たいとを半分ずつ詰つめ込んで。


　だが。


「たぶん──答えはノーよ」


　言ったのは他ほかでもない。一撃を放ったあたし自身だった。


「あれだけの爆ばく発はつで、か!?」


「直ちよく撃げきさせることはできなかった。水がクッションになってるわ」


　あたしは海を見すえたままでことばを紡つむぐ。


「ひょっとしたら、衝撃で気き絶ぜつくらいはしたかもしんないけど……


　仕し留とめてはいないわね」


「しかし──」


　なおも楽らつ観かん論ろんにすがろうとする船長に、あたしは小さく左右に首を振ふり、


「聞くけど。


　もしあれだけの大きさの生き物が、ばらばらに吹っ飛んだとしたら、もっと海が濁にごると思わない？」


「……………………確たしかに……」


　船長は海を見つめて、苦い口ぶりでうなずくと、


「なら……奴やつが生きているとして──また戻もどって来ると思うか……？」


　むろんそう問とわれても、正しよう体たいも不ふ明めいな生き物の習しゆう性せいなど、わかるはずもない。


　だが。


「たぶん」


　あたしはそう答えていた。


　ただのカンではあるのだが──なぜか、確かく信しんめいたものはあった。


　船長は重ねて問いかける。


「もしまた奴がやって来たら……倒たおす自信はあるか？」


「わからない」


　と、あたし。


「今の術じゆつを直撃させることができれば倒せると思うけど……


　そのためには、相手に水から出てもらうか何かしなきゃあね。


　けど、頼たのんだところで出てきてくれるとは思えないし。


　ついでに言うと──


　あんなのが、もしも二匹ひき以上いたとしたら、それこそどーしよーもないわね」


　ビルゴ船長はあたしの方を向いて口を開き──結けつ局きよく何も言わずに口を閉とざすと、海を見つめて、


「……わかった……」


　つぶやくと、きびすを返し、船員たちに向かって高らかに宣せん言げんした。


「──陸おかに戻る！」


　と。





　かくて、一つの依い頼らいは終わった。


　結局ビルゴ船長は、船員たちの安全を考えて引き揚げ作さ業ぎようを中止し、船を陸へと戻したのだった。


　船が港に帰ったのは夕ゆう刻こく。海かい賊ぞくたちは全員ふん縛じばり、あとでビルゴ船長がどうにかしておく、ということになった。


　あたしはとりあえずもらった前金だけでよしとして、適てき当とうに宿を取ったのだった。


　──だが。


　確かに依頼は終わったが、話はここで終わりにはならなかった。


「よかった！　まだいた！」


　宿の一階にある食堂に、女の声が響ひびいたのは、窓まどからさし込む朝日の中で、あたしが朝食セット全ぜん種しゆ完かん全ぜん制せい覇はにとりかかった、そんな時のことだった。


　聞き覚えのある声に目をやれば、そこにはやはり──タニアの姿すがた。


　さすがに今は水着ではなく、ふつーの服を着ているが。


　その瞬しゆん間かん──何が起こったのか、なんとなく想そう像ぞうがついた。


　彼女は焦あせりのにじむ顔で、あたしのいるテーブルに駆かけ来ると、


「おやじさんが沖おきに出た！」


　言ったのは、予よ想そう通りのことばだった。


「おたからの引き揚げはおやじさんの夢だったんだ。


　けど、あんなものがいるなら安全に作業することなんてできっこない。


　あたしたちの安全を考えて、船を陸に戻して……


　今け朝さ早く……


　海賊たちの船で出て行った……」


「海賊の!?」


　さすがにそこまでは予想外。あたしは声を上げていた。


　確かに相手は、いちかばちかの人生送ってる海賊連れん中ちゆう。怪かい物ぶつのいる海でおたから探し、などというバクチ話にも乗せやすいだろう。


　海賊たちの大半は、あたしのスパルタ教育のおかげで、水中で息をする術をマスターしているわけで、作業員としては最さい適てきである。


　さらに言うなら、もともと海賊──すなわち悪人。一人や二人、正しよう体たい不ふ明めいの生き物に食べられたところで、あんまし心も痛まない。


　考えてみれば、実に合ごう理り的てきな人材運うん用よう。おそらくは昨日きのうのうちからすでに考えていたのだろうが──


「うぅみゅ……やるわね。ビルゴ船長」


　思わず腕うで組ぐみしてつぶやくあたし。


「変な感かん心しんしてる場合じゃないよ！


　お願いだ。おやじさんを連つれ帰る手助けをしてほしい。こっちの船は港にあるし、乗組員たちほかのみんなも揃そろってる。


　けど、もしものことを考えたら、あんたの力は必要だ。


　だから──頼む！


　たいした礼は出せないけど……」


　彼女はふところから、一枚の金貨を取り出し、テーブルに置いた。


「……これは……」


「この前あたしが、海の中で見つけた奴やつさ。


　不足なら──」


「──いえ。十分よ」


　言ってあたしは、テーブルに並ならんだ料理もそのままに席を立ち、置かれた金貨を手に取った。


　さすがにここで断ことわるのは、いくらなんでも寝ね覚ざめが悪い。あたしは食堂のひとに向かって声をはり上げる。


「すいませーん。おかんじょー。でもってこの料理、持ち帰るんで包つつんでくださーい」


　かくてあたしたちは。


　再び、魔まの海のほとりへと赴おもむくことになったのだった。





　きらめく波なみ間まに見える影。それは間ま違ちがいなく、昨日きのう目にした海賊船の姿だった。


　タニアと船員たちは帆ほを舵かじを操あやつり、船をそちらに向かわせる。


　あたりの海で。船上で。作業をする海賊たちの姿が見て取れる。やがて海賊船の甲かん板ぱんに現あらわれ、こちらをにらみつけたのは──


「おやじさん！」


　タニアが声をはり上げる。が。


「──何をしに来た！　帰れ！」


　彼女が次のことばを口にするより早く、海風に乗って届いたのは、船長のだみ声。


　タニアは一いつ瞬しゆんひるんで、


「何をって……おやじさんを連れ戻しに来たに決まってるじゃあありませんかっ！」


　むろん彼女とてわかってはいるのだろう。


　ただ帰ろうと言ったところで、船長が、ハイそーですかとうなずくわけもない、ということは。


　でなければそもそも、みんなを置いて海賊たちといっしょに出かけたりはしない。


「わしは帰らんっ！」


　答えは予想通り。


「ここは危き険けんですっ！」


「知らいでかっ！


　ここにいるのはわしの勝かつ手てだ！　いいからお前たちは港に帰れ！」


「帰りません！」


　と、タニアも負けじと、


「ここにいるのがおやじさんの勝手なら、おやじさんといっしょにここにいるのも、あたしたちの勝手ですよね!?」


　相手の言ったことをそのまま返す。


　普ふ通つうの相手と状じよう況きようなら、これでぐうの音ねも出なくなるところだが──


「勝手なものか！　その船は誰の船だ？」


「……[image: ]っ……！」


　反はん撃げきに、タニアは小さく呻うめいた。


　たしかに──あたしたちが今乗っているこれは、ビルゴ船長のものである。


「勝手にわしの船を乗り回すな！　もとの港に置いて来い！　その上で別の船に乗って来るのなら、確かにとどまるのはお前らの勝手だがな！」


　なるほど。そーいうりくつで来たか。


　確かに正せい論ろんと言えば正論。タニアは身を引いて沈ちん黙もくする。


　だが。それでタニアは言い負かせても、あたしを沈黙させることは不ふ可か能のう。


　あたしはあさっての方を向き、


「わー。たいへんだー！


　ビルゴ船長が海賊たちにおどかされて、あんなことを言わされてるー！」


　棒ぼう読よみで声をはり上げた。


「こうなったらなんとしてでも助けて連れて帰らなくちゃー！


　そーだ、いっそ攻こう撃げき呪文であっちの船を沈しずめちゃえば、こっちの船に乗ってくるしかないわよねー！」


「ちょっ……！　ちょっと待てぃっ！」


　あたしの力ずく宣言に、さすがにビルゴ船長も顔色を変え、


「わしは別に脅おどされてなどおらん！」


「あー。またビルゴ船長がおどされてあんなことを言わされてるー！　急いで攻撃しなくちゃー！」


　と、またまた棒読み。


　あわてふためく船長と海賊たち。


　横にいるタニアは笑いをこらえつつ、小さな声であたしに向かって、


「……あわててるよみんな……なるほど、ハッタリってのはそういうふうに使うもんなんだね」


　言うのに、あたしは口の端はを、にやり。と小さくゆがめて、


「ハッタリ？」


「…………………………………………」


　タニアはわずかに身を引いてから、海賊船に向かって、


「おやじさーんッ！　このひとマジでヤル気ですーッ！」
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「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」


　彼女の警けい告こくにあわてる船長。


「ま……待てっ！　引き返すにしても、まだ潜もぐっている者もいるっ！　とりあえず話し合いの場を持とう！」


　相手をあざむくにはまず味み方かたから。かくてあたしのハッタリは効こうを奏そうし、話し合いの場をもうける運びとなったのだった。





「しっかし……無む茶ちやなことを思いつくな。あんたは……


　船を沈めるなどと……」


　海賊船のその上で。はじまった話し合いの開かい口こう一番、ビルゴ船長はあたしに向かって、あきれた口く調ちようでそう言った。


　話し合いの最さ中なかも、海賊たちによる引き揚げ作業は続いているが、今のところ、大きな収しゆう穫かくはないようである。


　言われてあたしは笑顔でぱたぱた手を振って、


「あー。あんなのハッタリよハッタリ。あーでも言わないと、話し合いも何もなしで、ただ『帰れ』『帰らない』の言い合いにしかならなかったでしょ」


　そんなあたしに、タニアは疑うたがいのまなざしで、


「でももしおやじさんが『そんなハッタリには乗らない』って言ってたら、どうするつもりだったんだい？」


「んー……そりゃあまあ……


　とりあえず脅しに、船に攻撃呪文の二、三発もぶち込んで──」


「あの。それ、実じつ際さいにやっちゃうと、ハッタリとか脅しとか言わない」


「……………………」


　タニアの指し摘てきにあたしはしばし考えて──


「さて、本題に入りましょ」


「うわ。さらりと話題変えましたね」


　横でつぶやいた相手に、あたしはじろりっ、と視し線せんを向けて、


「……で、その前に。この話し合いの場に、なんであんたが混まじってるわけ？」


　言った相手は、海賊船の船長。


　──いや、ビルゴ船長が指し揮きを取る今となっては、もと船長とでも呼ぶべきか。


「こいつらにもあながち、関係ないことではないからな」


　と、ビルゴ船長。


「取り引きをしたのだ。こいつらと」


「取り引き？」


　タニアが小首をかしげる。


「うむ。


　危き険けんは承しよう知ちだろうが、宝を探して引き揚げるのを手伝え。見つかれば分け前はやる。


　そのかわり、十分な分け前にありつけたなら、海賊からは足を洗え。


　手を貸かして約やく束そくを守るなら、役人に突き出すのは勘かん弁べんしてやる、とな」


　……はぁぁぁぁぁぁ……


「……あのねぇ……せんちょー……」


　あたしは深いため息ついて、


「そりゃあこいつらも今は、役人につき出されるのがイヤで、ハイハイ言ってるかもしんないけど……


　ンな約束をこいつらが守ると思う？　いち段だん落らくついたら、どーせまたもとの稼か業ぎように逆ぎやく戻もどり、よ」


「誤ご解かいです姉あね御ご！」


　身を乗り出してもと海賊船長が言う。


「誰だれがアネゴよ誰がっ！　あんたの方が倍は年上でしょーがっ！」


「ああっ！　すいませんっ！


　いや、その、つまり、俺おれたちだって、好きで海賊なんてやってるわけじゃあない、ってことですよ！」


「──というと、何か事じ情じようでも？」


　問といかけるタニア。


「いや。ないってきっと。もともと山さん賊ぞくやってたって話だったし」


　ぱたぱた手を振ふるあたしに、


「ありますっ！」


　と、力強く言うもと船長。


「俺たちは……俺たちはただ……


　コツコツ真ま面じ目めに働くのが嫌いやだったっていう、ただそれだけのことなんですっ！」


「いばんな」


　ごっす。


　あたしのブーツのかかとが彼の頭にめり込んだ。


「……け……けどー……」


　と、涙なみだ目めで、


「攻撃呪文で万ばん事じ解かい決けつのトンデモ魔ま道どう士しだって、コツコツ働かないって点じゃあ似にたような……


　ごめんなさい噓うそです今のナシです前言撤てつ回かいその目はやめて殺さないで。


　つ……つまり、どうせいちかばちかの生き方なら、おたから探しをやる方がいいんじゃないか、って思ったわけです。


　ひとさまに迷めい惑わくかけるわけじゃあありませんし、役人に追いかけられることもなくなるわけで」


「つまりはまあ、こいつらは、真人間になるよう努力してみる、と言っておるわけだ」


　と、ビルゴ船長。


「わしは、たとえ危険を冒おかしてでも自分の夢に決着をつけたい。


　だがそんなわがままに、もともとの部下たちを巻き込みたくない。


　そしてこいつらは、少々危険であっても、人として多少はマシな道を進みたい。


　ならば、こうするのが一番いい。そう思っただけだ」


「なるほどなるほど」


　あたしは頭をぽりぽり搔かくと、


「──ま、言いたいことはわかんなくもないけど──


　それは、船長と海賊たちの希き望ぼうと都つ合ごう。


　で──」


　と、タニアと船員さんご一同の方を振り向き、


「みんなの意見は？」


　問われてタニアは、きっぱりと、


「おやじさんがあたしたちのことを心配してくれるのはうれしいよ。


　けど、あたしたちだっておやじさんのことが心配なんだ。


　……でも……自分の夢にけりをつけたいっていうおやじさんの気持ちもわかる。


　なら──あたしは、その夢の結果を見み届とどけたい」


　俺も、俺も、と他の船員たち。


「……お前たち……」


　感かん極きわまってつぶやく船長に、タニアは続けて、


「でもっておたからの分け前は多め」


　俺も、俺も、と他の船員たち。


「……お前たち……」


　一発当てて楽して暮らす。それは全人類共通の夢。……とはいえ……どーだろーかこの連れん中ちゆうは。


　ま。とにかく。


「──と、いうことよ」


　あたしはビルゴ船長に、


「あなたは、みんなの安全を考えて、それでも自分の夢を追いかけようとして、海賊たちの生き方を変える手助けもしようとして──


　けど、みんなの気持ちだけは考えてなかった。


　で、今、みんなの気持ちを知って。


　どうするのが一番だと思う？」


「……む……」


　船長はしばし黙もつ考こうしてから──大きく息を吐はき、


「……わかった……


　なら、みんな──


　わしのわがままにつき合ってくれるか？」


『おうっ！』


　船員たちの声がハモった。
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　甲かん板ぱんにいるもと海賊たちも、なんだか一いつ緒しよに盛もり上がっていたりする。ま、もともとノリやすいタイプの連中なのだろーが。


　うむうむ。めでたしめでたし。


　あたしはこくこくうなずいて、タニアの方に歩み寄り、


「結局、『船長を連れ帰る』って依い頼らいとは違っちゃったけど……


　これでいいの？」


「いや。十分だよ。というか、ひょっとしたらこっちの方が、結果的によかったのかもしれないよ。


　おやじさんの夢をあきらめさせずに済すんだんだから。


　あんたがこうして、少々強ごう引いんにでも話し合いの場を作ってくれてなかったら、うまく行ってなかったはずだからね。


　礼を言わせてもらうよ」


　ほほえむ彼女に、あたしもにっこりほほえみ返し、


「お礼なんていいわよ。もらうものはもらったんだし。


　じゃ、あたしは空飛ぶ呪文使って陸まで帰るから。


　あとはみんな、死なないよーにがんばってね[image: ]」


　したっ！　と手を上げきびすを返し、あたしは呪文を──


「ちょっと待ったぁぁぁぁぁぁっ！」


　唱となえようとしたあたしを、後ろからいきなしタニアがはがい絞じめ。


「な、何!?」


「『なに』じゃなくて！　一人で帰る、ってそんな！」


「だいじょーぶだって。心配しなくても、ちゃんと一人で帰れるから」


「いやそっちの心配じゃなくて！　あんたがいなくなっちまったら、もしまたあいつが出てきた時、どうすりゃいいのさ!?」


　問とわれてあたしは、迷まよわず拳こぶしをにぎって親指立てて、


「がんばれ。」


「がんばれないって無む理りだって！」


　あたしをはがい絞めにしたまま、じたばたしながらタニアが言う。


　あたしも負けじとじたばたしながら、


「ちょっとタニアあんたたった今『これで十分』とか言ったじゃない！」


「おやじさんを説せつ得とくする件はたしかにそれで十分だけどっ！」


「だったら依頼終了でしょーがっ！　なら帰るすぐ帰るっ！」


「はくじょーもんっ！」


「はくじょーだろーと依頼は終了っ！」


「もーちょっとつきあいなって！」


「じょーだんっ！　なんで金貨一枚で正しよう体たい不ふ明めいの大だい海かい獣じゆうと戦わなきゃなんないのよっ!?」


　じたばたすれども、単たん純じゆんな力比くらべでは、タニアの方に分ぶがあった。


　そんな中。


「──とりこみ中悪いが、いいか？」


　割って入ったのはビルゴ船長だった。


『何!?』


　ハモるあたしとタニアに向かい、彼はいたって冷静な口調で、


「もう遅い。出たらしい」


　言う視し線せんが向いた先──あたりの海面には、潜もぐっていた元海賊たちが次々と、あわててざぶざぶ浮かんで来る。


　そのはるか向こう──水底深く。巨大な長く黒い影が、ゆらりゆらりとこちらに近づきつつあった──





「全員急いで上がれ！　船を出すぞ！」


　ビルゴ船長の命令に、二隻せきの船は一気にあわただしくなった。


「どうするの!?」


　問うあたしに船長は、ふり向きもせず、


「陸の方に逃げてやりすごし、ほとぼりがさめるのを待つ！　それだけだ！」


「それだけ……って……」


　あたしは彼方かなたの影に目をやる。


　答えは見えていた。無理だと。


　船よりも影の方が早い。どう考えても、船が近くの島にたどり着くより、あれが船に追いつく方が先だろう。


　こうなっては手を貸かすより仕し方かたない。文字通り乗りかかった船である。


「全員乗ったら合あい図ずして！　デカいの一発いくわよっ！」


「頼むぞ嬢じようちゃん！」


　吠ほえて船長はみんなにあれこれと指し示じを下す。


　やがて作業員全員が船にとりつき、黒い影が船へと迫せまり──


「やってくれ！　嬢ちゃん！」


　ビルゴ船長の声が響いた。


　あたしは口の中で呪文を唱え──迫り来る影に向かって──


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　ごパァンっ！





　しぶきがはじけ海がはぜ、波と風とが船を揺ゆらす。


　そのいきおいで、前の時と同じく、船は陸の方へといくぶん流されて──


「奴は!?」


　船長の声に──タニアが続ける。


「まだ──来るっ！」


　見れば、いまだ波おさまらぬ海の中、ゆらりと揺れる黒影が、ふたたびこちらを目ざし、進み来る！


　──うそっ!?


　のどもとまで出かかった声をあたしはかみ殺した。


　倒せるとは思っていなかったが、気き絶ぜつくらいはさせられると思っていたのだ。


　水というのは実のところ、空気よりもずっと振しん動どうや衝しよう撃げきを伝えやすい。竜破斬ドラグ・スレイブほどの大きな術が至し近きん距きよ離りで炸さく裂れつした場合、たとえ死ななかったとしても、衝撃で脳のうが揺れ、気絶くらいはするはずなのだ。


　すぐさま平気で追いかけて来ることなど、まずありえない。


　むろん──相手が普ふ通つうの生き物ならば、の話ではあるのだが。


　だが。ありえない、などと主しゆ張ちようしてみてもはじまらない。それは確かく実じつに、こちらに向かって来ているのだから。


　……竜破斬ドラグ・スレイブを直撃させることができたなら、仕し留とめることはできるだろうが、今の状じよう況きようでは難むずかしい。


　ならば。


　とりあえずあたしは呪文を唱え──


「魔結球フリーズ・レイン！」


　唱となえた呪文を水中で発はつ動どうさせた。


　もともとは、あたしの自じ称しようライバルを名乗る人間失しつ格かく魔道士が使っていた術である。


　生み出された氷の球が、四方八方にツララの矢を放ち続けるという、普通に使えば本人もいっしょに大ピンチ間違いなしのおもしろ迷めい惑わく呪文なのだが──


　あたしは呪文をちょっといじくり、球の出現地点を海の中にしたのだ。


　海中の影がうかつに近づけば、ツララの洗せん礼れいを受けまくる、という寸すん法ぽうである。


　むろん相手の大きさを考えれば、倒すことなどどだい無む理り。トゲに刺さされた程てい度どの痛いた手ででしかないだろうが、牽けん制せいと足止めになればそれでよし。その間に逃げ切ることができれば御おんの字じである。


　これならば、竜破斬ドラグ・スレイブのような大技と違い、呪文の詠えい唱しよう時間もそう長くはなく、連れん続ぞく使用も可か能のうである。


　今できるのはせいぜいこんなことくらい。


　船は陸の方へとひた走り、あたしは呪文を唱え続け、影はこちらを追い続ける。


　牽制が多少なりとも効きいているのか、影の速そく度どは若じやつ干かん遅おそくはなったものの、追つい撃げきをあきらめるそぶりはない。


　水中で放たれたツララはぽこぽこ浮ういて来て、陽ひざしを浴あびてきらきら輝かがやく。状況が状況でなければけっこぉ綺き麗れいなのだが──


　……と……待てよ……


　あたしはふと思い立ち、別の呪文を唱えると──


「氷結弾フリーズ・ブリツトっ！」


　冷れい気き呪文を海面に向かって叩たたきつける。


　放たれた光こう弾だんは水面にはじけ、海水の一部を、一いつ瞬しゆんで氷山と化した。


　そして。


　あたしは再び、同じ呪文を唱えはじめた。





　影が船へと迫り来る。


　速度が落ちて、遅おくれはじめた海賊船の方に向かって。


　水を透すかして見える黒が濃こさを増まし、それは海水を押し上げて──


　ごりっ。


　船底に何かが当たる音。そして。


　めじゃばぁぁぁぁぁん！


　けたたましい音を立て、海水と、海賊船が砕くだけ散ちる。


　水と船とを粉ふん砕さいし、水面から姿を見せたのは──異い形ぎよう、としか表現しようのないものだった。


　サイズは大海蛇シーサーペントクラス。巨大な黒こく蛇じやのようにうねるそれの先せん端たんには、ひとかかえほどもある、人間の顔がいくつもいくつもはりついていた。


　その目玉のない無む数すうの目が、あたしを見たような気がした。
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　浮かぶ氷の上に立つあたしを。


　あたしが待っていたのは、そのタイミングだった。


　確かく実じつに攻撃を当てることができる瞬しゆん間かん。すなわち──それが船を襲おそい、海面に身を晒さらす時。


　むろん、おとりにした海賊船はこの時すでに無む人じん。あたしと乗組員一同は、冷気呪文でつくった氷山に乗り移うつっている。


　その氷山の上で、あたしは唱えておいた呪文を解とき放つ！


「──竜破斬ドラグ・スレイブっ！」


　光が。


　黒蛇の頭を砕くだいた。


　頭を失った巨体のうねりが、爆発が、荒々しい波を生み、不安定な氷山を翻ほん弄ろうする。


　あたしも海へとほうり出される。覚かく悟ごはしていたが、思っていたより衝撃がキツい。口の中に海水の味。


　暗い水の中、一瞬、あたしの目は確かに捉とらえていた。


　頭を失い、奈な落らくの闇やみへと沈みゆく、黒く長い巨体を。


　もがく手を、誰かが摑つかんだ。


　そのまま上に引き揚げられる。


　誰かは泳いで手近な氷山にたどりつき、あたしを引き揚げ──


「無ぶ事じか」


　誰か──ビルゴ船長の問いかけに、あたしはなんとかうなずいた。


「こっちは全員いるよ！」


　と、別の氷山にとりついたタニア。


「こっちも！」


　と、もと海賊ボス。


「あいつは……やったのか……？」


　ビルゴ船長の問いかけに、今度こそ、あたしは力強くうなずいて、


「間違いなく──」


　ことばを遮さえぎり。


　海が鳴なった。


　遠い。遠いどこかから。低い獣けものの唸うなりのような。苦く痛つうに耐たえるかのような──鳴き声が聞こえた。


「……なんだ……？　あの声は……？」


　船長がつぶやき──ある想そう像ぞうが、あたしの胸の裡うちに浮かんだ。


　全身にはりつく水が、急に冷たさを増したような気がする。


　氷山にはい上がりながら、


「……これは単なる……あたしの想像なんだけど……」


　言わなくていいことのような気はする。だが、もしこの想像が当たっていたら──


「──何だ？」


　ためらうあたしを促うながす船長。


「……本当に……ただの想像なんだけど……」


　黙だまって一人で胸の中にしまっておくのはイヤすぎる。あたしは濡ぬれた髪かみをかき上げ、それを口にした。


「あいつって……実はただの触しよく手しゆの一本とかにしかすぎなくて……本体は、もっともっとずっと沖の方にいて……今のはそれの……苦痛の声だったりするとヤだな、って……」


「────」


　船長は氷山の上で、しばし、沖を見すえたままで動きを止めて──


「……帰るぞ。陸おかへ」


　つぶやく。


「ここは……この海は……人間がいるべき場所じゃない……」


　その声がわずかにかすれていたのは、氷が醸かもす寒さだけのせいだったのだろうか──





　無む限げんにひろがる大おお海原うなばら。


　それは、人にとっての未み知ちの領りよう域いき。


　だが未知のその先に存そん在ざいするのが希望であるとは限かぎらない──





「──ふーん。


　で、みんなで港に戻ってきた、と。


　……そうすると、海賊たちって、結局どうなったの？」


　蒸むし鶏どりのピーナッツソースを口へと運びつつ、自じ称しようあたしのライバルこと白蛇サーペントのナーガは、お気き楽らくな口く調ちようで問いかけた。


　とある港町でばったり出くわし、いっしょに食事の最さい中ちゆうである。


　料理が来るまでのひまつぶしに、港町といえば前にこんなこともあった、と、この話をはじめた次し第だいである。


「さあね」


　あたしはポテトサラダを飲み下し、小さく肩かたをすくめて、


「今となっちゃあ思い出話。こーやってへーきで話せるけど、体たい験けんした時にはシャレにもなんにもなってなかったから。


　もと海賊たちがそのあとどーなったか、とか、ビルゴ船長はおたから引き揚げを完全にあきらめたのか、とか……


　正直、そんなところまで気を回す余よ裕ゆうなかったわねー。


　つか、そのあと一、二回、海の上で、黒い触手がいっぱい生えた正体不明の生き物に襲おそわれる夢とかまで見たし」


「ふっ。その程てい度どの見た目の生き物でおびえるなんて、あなたもずいぶん小しよう心しん者ものね。リナ＝インバース」


　ナーガはなぜか勝ち誇ほこり、フォークをぴこぴこ揺ゆらしつつ、


「このわたしもずいぶん前、趣しゆ味みで合キ成メ獣ラの研究をしてた時、触手の先に顔のついた黒いくらげっていうのを作ってみたことがあるんだけど、あれはあれでなかなかかわいかったわよ」


　──そんなもんと一いつ緒しよにされても──


　言いかけたことばが喉のどの奥で凍こおりつく。


　触手の先に顔がついた黒いクラゲ？


　……ひ……ひょっとして……


「……で、ナーガ……そのクラゲ、どーしたの……？」


　感情を殺して問うあたしに、彼女は胸を張はりながら、


「ふっ。思ったよりもめきめき大きく育ったんで、自然保ほ護ごの見けん地ちから海に帰したわ」


「……自然保護じゃないし……それ」


　半なかば無む意い識しきにツッコむあたし。


　しかしまさか……まさかとは思うが……それがめきめき育ちすぎて……なんてことはないとは思いたいけど……


　──とりあえず。


　それ以上追つい及きゆうするのが怖こわくなり、あたしはただ、無む言ごんのままでナーガを殴なぐり倒たおしたのだった。







（魔の海のほとりにて：おわり）





ゴースト・ライフ［前編］







　闇やみに足音だけが響ひびいている。


　石いし壁かべに四角く開いた窓まどからは、瘦やせた月の明りが漏もれ入っている。


　床ゆかには朽くちた材木や吹き込んできた枯かれ葉が埃ほこりとともに散ちらばり、しめったにおいを漂ただよわせていた。


　大きな街まちから少し山の中へと分け入った、そんな場所にこの建たて物ものはあった。


　しっかりとした石造りの三階建だて。手入れがよければお屋や敷しきと呼んでもいいほどのものである。


　しかし、荒れて朽ちた今となっては、廃はい屋おくと呼ぶのがふさわしいだろう。


　外にいた時にはあった虫たちの声が、なぜかここでは聞こえない。


　ただあたしたちの足音のみが──


「──ストップ」


　ささやいてあたしは足を止めた。


「──どうしたのよ？　リナ」


　つられたように小さな声で言うと、彼女もその場に足を止めた。


　剣の先に灯ともしかかげた魔ま力りよくの明りが、その姿すがたを照てらし出す。


　長い黒髪黒マント。無む意い味みに露ろ出しゆつ度どの高い服、首にはドクロのネックレス。


　自じ称しようあたしのライバルこと、存そん在ざい自体が限げん界かいぎりぎり、歩く無む分ふん別べつ白蛇サーペントのナーガ！


　あたしと同じ旅の魔ま道どう士しで、全然姿を見せなかったかと思えば、脈みやく絡らくもなく現あらわれたりする──ま、くされ縁えんという奴やつである。


　実は今回のしごと──廃屋の幽霊ゴースト退たい治じという依い頼らいを取ってきたのは、ほかでもない彼女だったりする。


　依頼料がさほど多いわけでもなく──あたしとしては、こんなことにつき合う義ぎ理りもないのだが、ナーガがまともっぽい依頼を受けて来ることなど、五年に一度あるかないかのことである。


　なんとかしごとを成せい功こうさせて、これを機きにナーガに真人間の道を歩ませたいところである。ムリだろうけど。


　気分としてはボランティア？


　つか、つき合わない、って言って文もん句く言われるのもうっとぉしいし。


　ともあれそんなこんなで、問題の廃屋に入ってあちこち探たん索そくすることしばし──


「聞こえない？」


　あたしの問いにナーガは黙だまって耳をすませて──


「……聞こえるわね」


　無む表ひよう情じようにつぶやいた。


　窓の外を吹き過すぐ風は、破やぶれた窓から忍しのび込み、遠いかすかな音を運ぶ。


　女の──すすり泣く声を。


　ゆっくりと歩みを進める。声が聞こえて来る方に。


　長い長い廊ろう下かを進み、湿しつ気けでぬめりを帯おびた木の階かい段だんをきしませて上のぼる。


　あたりの壁かべには、一体だれのしわざか、赤い塗と料りようで、


『ゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるしてゆるし』


　……シュミの悪いらくがきは無む視しして二階に上がる。


　すすり泣きは、少しずつ大きくなりつつあった。


　短い廊下の先にドア。半開きになったその向こうから──声は聞こえた。


　いる。その先に。


　足音を消して近づき、ドアのすき間から、あたしはそっと中をのぞき込んだ。


　暗い、部屋。


　かつては家具があり、シーツがかけてあったのだろう。しかし今、白い布は剝はがされ家具は荒らされ、雑ざつ然ぜんとあたりに散さん乱らんし──


　その向こう。


　部屋の隅すみに、女がうずくまっていた。


　闇やみの中、ぼんやりと光る白い服。


　長い黒髪はざんばらに乱みだれ、こちらに背を向けうずくまったまま、女はただ、すすり泣いている。


　そこに──


「めそめそするなぁぁぁぁぁぁっ！」


　ずごしっ！


　あたしのハイパーフライングキックが炸さく裂れつした！


「んぐぇっ!?」




[image: ]


　思ったよりもたしかな手ごたえ。白い女はひと声呻うめいて突つっ伏ぷすと、床に顔面こすりつけ、こちらをふり向き、


「何するんですかぁっ!?」


　言う顔には目も鼻も口もない、のっぺりとした──マスク。


　今のでこすったのだろう。マスクの一部が破やぶれて、下から口の端はしがのぞいている。黒髪のカツラも半分ずれて、地毛の金髪ブロンドがわずかに見えていた。


　多少ひいき目に見たところで、ゴーストのようには見えない。


「……つーか。あんたこそ、こんなところで何してんのよ？　ん？」


「……[image: ]っ……！」


　冷え切ったまなざしを向けるあたしに、彼女はひらきなおった態たい度どで腕うでを組んで座すわり込み、


「……どうでもいいけど……


　ゴーストにいきなり跳とび蹴げり食らわせる、って、どういう神しん経けいしてるのよ？」


　なげやりに言い放ち、カツラとマスクをむしり取った。


　としはあたしより少し上。ショートの金髪ブロンドが魔力の明りに晒さらされてる。


「ゴーストだって思ったら跳び蹴りなんてしないわよ」


　と、あたし。


「こっちはゴーストなんて今までに何度も見てるんだから、見分けくらいはつくわよ。


　その服もどーせ、夜光草の汁しるか何かを塗ぬったくったものなんでしょ」


「ぐっ……」


　ふたたび彼女は小さく呻く。


　夜光草。


　名前のまんま、光で夜行性の虫をおびき寄せて捕とらえる食虫植物である。


　このあたりの山の中などに生えており、あたしもつい昨日の夜、山で盗とう賊ぞくたちをぼてくり回している時にけっこう多く見かけた。


　それで、ひょっとすると……と思ったのだが──どうやら図ず星ぼしだったらしい。


「ま、ゴーストを見たこともない相手なら、だませたかもしんないけどね」


「……もう一人の方はだまされてるみたいだけど」


「……え。」


　言われてふり向いてみれば、半開きになったドアから顔を半分だけ覗のぞかせて、こちらの様よう子すをうかがうナーガ。


　……あの……こーいう場所で顔半分覗かせてると、めちゃめちゃ見た目がコワいんですけど。


　あたしはぱたぱたそちらに手を振り、


「あー。ナーガ、こいつ、ゴーストじゃなくて、ゴーストのふりをしてるただの人間だから」


「……ほ……


　ほーっほっほっほ！　そんなことはわかっているわよっ！　リナ＝インバースっ！


　そもそもこの白蛇サーペントのナーガが……」


　何やら強がり言いながら、近づいて来るそちらは無視して、あたしはエセゴーストの女の子へと向きなおり、


「──じゃ、まずは名前でも聞かせてもらいましょーか」


「……イアラ。


　イアラ＝ファーガソン」


　と、そっぽを向いたまま。


「で、イアラ。


　なんだってこんなところでゴーストのまねなんてやってるわけ？」


　……ま、たぶん、面おも白しろ半分のいたずらなんだろーけど。


　しかしあたしのその問いに、彼女は、きっ、とこちらをにらみつけ、


「あんたたち……どうせフレビッツの犬なんでしょ!?


　だったらわかるでしょ!?　あたしの名前聞けば！」


『……はぁ？』


　あたしとナーガは声ハモらせて顔を見合わせ、


「ナーガ、フレビッツって……たしか、依い頼らい人にんよね？」


「ふっ！　さすがリナ＝インバース、よくおぼえていたわねっ！　わたしなんて半分忘れかけていたところよっ！」


「依頼人忘れんなっ！　あんたが受けてきたしごとでしょーがっ！


　ンなこともしも忘れたら、後金の受け取りとかどぉするのよっ!?」


　あたしがナーガから聞いたのは、そのフレビッツとかいう人の依頼で、廃屋の幽霊を退治すること。依頼料は前金と後金の二度払ばらいで、あまりパッとしない額がくだということ、くらいである。


　まあ、ゴースト退治など、本来はちょっとした攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発でカタがつく話である。妥だ当とうと言えば妥当な金額ではあるのだが。


　そんなあたしとナーガのやりとりを眺ながめつつ、イアラは眉まゆをひそめて、


「ひょっとしてあんたたち──臨りん時じ雇やとい？」


「ま、そんなところね」


「じゃあ知らないか……


　ここはもともとあたしの家で、フレビッツにだまし取られたんだ、ってことを」


　──!?


　彼女のことばに、あたしとナーガは思わず顔を見合わせた。


「ちょっと。どういうことよそれ？」


「ただの、よくある話」


　問うナーガに、彼女は視し線せんを落とし、


「父さんが金を借りた、フレビッツって男が悪党だった。それだけのこと」


　指ゆび先さきで無む意い味みに床をなぞりながら、彼女は沈しずんだ声で、


「……借しやつ金きんの証しよう文もんにね、数字が書き足してあったらしいの。


　で、借金がふたけた増えた」


「ふたけたっ!?」


　思わずあたしは声を上げる。


　それまた……ダイナミックな。


「ちょっと！　それってサギじゃない！」


　憤ふん慨がいするナーガに、しかしイアラは小さく肩かたをすくめて、


「まあね。


　でも、サギだ、って証しよう明めいできなけりゃあ正式書類ってことになっちゃう。


　それで結けつ局きよく、この家もぶん取られることになったの。


　うっかりしてた父さんも悪い、って言う人もいるだろうけど……そうだとしても、フレビッツの方が悪党だってことは間ま違ちがいないわけで。


　で、そのせめてもの仕返しに、ここでゴーストのふりをしてる、ってわけ。


　幽霊屋敷って話になれば、フレビッツも、ここを高たか値ねで誰だれかに売りつける、ってわけにはいかなくなるでしょ？


　……ま、あんたたちも仕事なんだろうから、フレビッツには本当のことを言ってくれていいよ。


　……けどあんたたちも、あんな奴やつとつきあってると、そのうち痛い目見るよ」


「……ふぅむ……」


　あたしはあごに手を当て、考える。


　むろん今、彼女が語ったのが、実は全部作り話だという可か能のう性せいもある。


　いずれにしても──


　いろいろと確たしかめてみる必要はありそうだった。





「全っ然解かい決けつしておらんぞっ！」


　あたしたちの顔を見るなり、その男──コーマス＝フレビッツは問もん答どう無む用ようの罵ば声せいを上げた。


　四十を過ぎた瘦やせ男。薄うすくなりかけた黒髪と神しん経けい質しつそうなまなざし。着ている物は仕立てがいいが、体格がやたら貧ひん相そうなせいで、着ているというよりも、服にくるまれているように見える。


　二日前──あたしとナーガは彼のもとを訪おとずれて、ゴーストを退治したと報ほう告こくし、残金を請せい求きゆうした。


　その時には彼も紳しん士しの顔で、確かく認にんするから数日待ってくれ、などと言っていたが──


　今日また訪れ、顔を合わせたとたんにこれである。


「うちの者を泊とまらせてみたが、やはりゴーストが出たと言っておったぞ！　魔道士とはいっても所しよ詮せん口先だけの小娘か!?」


　たぶんガードマンだろう。ごつい大男二人を自分の左右に置いて、こちらに口をはさませず、激はげしい口く調ちようでまくし立てる。


　なるほど。大体わかりました。


「──全まつたく、こんなことなら頼たのむのではなかった！　涼すずしい顔で自信満々『倒しました』などとほざきおって！　そのあげくがこのていたらくだ！　いずれにしても、失敗した以上、当とう然ぜん前金も返──」


「烈閃槍エルメキアランス」


　ばしゅっ！……ばたり。
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　あたしが放った呪文の一撃が、フレビッツのそばに佇たたずむボディーガードの片方をうち倒し──


　ようやく、彼は口をつぐんだ。


　もう片方のボディーガードが動こうとするのを、ナーガが視線で制せい止しする。


「これと同じ術をゴーストに叩たたき込んだのよ」


　あたしは言う。静かな口調で。噓うそ八百を。


「精神にダメージを与える術よ。


　人間なら寝込むくらいで済すむけど、普通のゴーストなら一発消しよう滅めつ」


「……お……脅おどす気か……!?」


　言うフレビッツの顔色はさすがに変わっていた。


　あたしは左右に首を振り、


「いーえ。


　あなたがあたしたちをうそつき呼ばわりしてくれたから、うそじゃないことを証明しなくちゃならない──って思っただけ。


　ところが。


　そっちには、こっちに話をさせてくれる気もありゃしないし。


　なら一いつ石せき二に鳥ちようとゆーことで、てっとり早く実じつ演えんしただけよ。


　ま、当人が食らうっていうのが、一番威い力りよくがよくわかるんだろーけど……」


「ま……待てっ！　わかったわかったっ！」


　フレビッツは、時間をかせぐかのように、しばし『わかった』をくり返し、


「わかった！　よくわかった！


　疑うたがって悪かった。噓だと言ったことに関しては謝あやまろう。


　たしかにあんたはその術をゴーストに食らわせたんだろう。


　だから……わかった。前金を返せ、とはもう言わん。


　だがな。だが、だ。怒らずに聞いてくれ。


　様子を見に行かせた部下が、ゴーストを見た、と言っておることは事じ実じつだ。


　部下に、そんな噓をつく理由はない。


　ならどういうことなのか──


　理由はわからん。


　並のゴーストじゃなかったのかもしれんし、ゴーストが二匹以上いたのかもしれん。


　しかしともかく、あんたらの仕事が不完全だったことは事実だ。


　わかってくれているとは思うが、こちらの依頼したゴースト退治というのは、ゴーストの完全駆く逐ちくという意味だ。


　それができなかった以上、依頼は中止。残金も払うことはできん。


　それで納なつ得とくしてくれ。


　納得できんというなら、それこそ役人に間に入ってもらうしかなくなるが」


「……ふむ……」


　しばし静かににらみあう、あたしとフレビッツ。


　やがて。


「──まあいいわ」


　言って息を吐はいたのはあたしの方だった。


　ナーガがおどろいたようにこちらを見るが、それは無視。


　小さく肩をすくめて、


「手を抜いたつもりはなかったけど、取りこぼしがあったことも事実だし。


　お互たがい合わないタイプみたいだし──ここでサヨナラ、っていうのが一番よさそうね。


　じゃあ。


　行くわよ。ナーガ」


　きびすを返すあたしに、無む言ごんでついて来るナーガ。


　──結局のところ、フレビッツは、それ以上何も言ってこなかった。





「ふっ。なかなかやるわねリナ！


　あなたが言ってた通りの反はん応のうじゃない！」


「まーねー」


　フレビッツの家を辞じして、取った宿へと帰る道すがら。二人はそんなことばを交かわしていた。


　あらかじめ、あたしはナーガに言っておいたのだ。


　こっちがうそをつくこと。フレビッツが文句をつけて依頼料を払わないようにするかもしれないこと。それでも、考えがあるから黙だまって見ておくように──と。


　……でないと腹はら芸げいの通じないこいつのことである。大事なところで『ちょっとリナ、何そんな噓を言ってるのよ？』などといらぬツッコミかまして、いろんなものを台だい無なしにしかねない。


　ちなみに、フレビッツが言っていた、部下に確かめさせたらゴーストが出た、という話は当然うそである。


　怒ったふりをしてどなりちらしていたが、青スジも立っておらず顔も紅こう潮ちようせず──つまりは怒ったフリである。


　それに、うそだという何よりの証しよう拠こがある。


　屋敷に出るわけはないのだ。


　ゴーストは今、宿にいるのだから。


「で、どうだった？」


　宿に取ったその部屋で、柱はしらにくくりつけられたまま、不ふ機き嫌げんな顔であたしとナーガにそう尋たずねたのは、当のゴースト──イアラだった。


　フレビッツの人となりを確かめるために、ここ二日ほどはあたしたちといっしょに行動をしてもらっているのだ。


　……強きよう制せい連れん行こうとか監かん禁きんとかいう言い回しは使わない方向で。


　ともあれ、ゴーストのまねをしていた彼女がここにいるのに、屋敷にゴーストが出るはずもない。


　フレビッツがうそをついていると判はん断だんするには、じゅーぶんな材料である。


　……ま、うそはおたがい様ではあるのだが──もしフレビッツがうそなどつかず、依頼料の残りを支払ったなら、あたしも正直にイアラのことを話すつもりではあった。


　しかしこうなると、彼女の話の信しん憑ぴよう性せいが高くなってくる。


　あたしは小さく肩をすくめ、彼女の縄なわをほどきつつ、


「いやぁ。セコいセコい。


　ゴーストが出た、なんてうそをついて、だから依頼料は払わない、って言ってきたわ。


　黙って話を聞いてたら、前金まで返せとか言い出す始し末まつよ。


　きっとあのままさらに黙ってたら、違い約やく金きんを払えとかまで言い出したかもね。


　……ま、ある程てい度ど予想してた反応ではあるんだけどね」


「そういう奴なの。あいつは。


　ともかくこれで、あたしが言ったことが本当だってわかったでしょ？」


　ぐるぐる巻きのしうちを怒ったふうもなく、得とく意いげに胸を張はるイアラ。


「まあ、ね」


　あたしはあいまいに答えた。


　実際のところ──これでわかったのは、フレビッツが金に汚きたない根性悪だということくらいのものである。


　本当に借金の証文に数字を書き足したかどうかなど、今さら確かめる術すべはない。


　たとえばの話、金を借りた人間が、身内には額を少なく言っていた、などということは多々あるだろーし。


「ま、とにかく。


　これで、あたしたちがあんたを止める理由はなくなったわけで。


　ゴーストのマネでも何でも、好きにして」


「──ね、それなら──」


　彼女は意味ありげなまなざしをあたしたちに送り、こう言った。


「ちょっとしたイタズラ、やってみない？」





　あたりには薄うすい靄もやが立ちこめている。


　大きな街から少し山へと入った場所にあるその屋敷は、しばし手入れを忘れられ、面白半分のきもだめしにやって来た連中に荒らされて、廃屋の様よう相そうを呈ていしていた。


　まわりに生えた山の木々が影かげを生む中、雑ざつ草そう茂る庭があり、その先には、ツタの這はい回る石造りの壁かべ。


　陽ひがある時じ刻こくとはいえ、あまり気持ちのいい場所ではあるまい。


　ましてそこが、街でもちょっとした噂うわさになっている幽霊屋敷ホーンテツド・ハウスとくればなおのこと。


　二人の男がその敷しき地ちへと入り込み、びくつきながらも雑草の刈かり取りをはじめたのは、まだ朝あさ靄もやも消えぬ頃ころのことだった。


　年ねん輩ぱいと若いのと──フレビッツに、もうゴーストは退治したと聞かされ雇やとわれた庭師、といったところだろう。


　ゴーストがいなくなったところで屋敷を手入れし、幽霊屋敷としてのレッテルをはがして誰かに売りつける。


　ま、向こうとしてはごく当たり前の反応だが──


　突とつ然ぜん。


　しゃがんで草刈りをしていた若い方が、びくんっ！　と身を起こし、あたりをきょろきょろと見回した。


　見えるのは当然、靄に白く煙けむった廃屋と荒れた庭てい園えんだけ。


「……おやじさん……聞こえましたか？」


　問いかける声がふるえていた。


「何が？」


　しゃがみ込み、作業の手も止めぬまま年輩が問う。


「今……女の声が──」


「馬ば鹿か野や郎ろう！」


　年輩は、若い方を一いつ喝かつし、


「くだらねえ冗じよう談だん言うヒマがあんなら手ぇ動かせ！」


「け……けど……」


「黙だまって働け！」


「……は……はい……」


『……ワカリマシタ……』


　びくんっ！　とふるえて、今度は二人同時に硬こう直ちよくした。


　今度こそ、はっきりと聞こえたのだろう。


　第三の──女の声が。


　年輩は視線も上げず、固まったまま、


「……ば……馬鹿野郎、女みてえな声出すんじゃねえっ……」


「……オ……オレじゃないっスよ……


　ひょっとして──」


　言いかけたことばを遮さえぎって、年輩が、跳はねるように立ち上がり、


「馬鹿野郎！　フレビッツの旦那だんなは、カタはついた、って言ってたんだ！


　ならもう──」


　そこで、声はとぎれた。


　風に揺ゆられて草が鳴る。


　年輩は、両目と口を大きく開いたまま立ちつくしていた。


　若い方──いや、さらにその向こうに視線をやったまま。


「ち……ちょっと！　おやじさんの方こそ、そういう冗談やめてくださいよ」


　若い方が言うが年輩は無む反はん応のう。


「……おやじさん？」


　無言。


「あの……」


　無言。


「……………………………………」


　ゆっくりと。


　ゆっくりとゆっくりと。


　若い方はふり向いた。


　自分の後ろ──年輩が視線を送っている方へと。


　庭の片かた隅すみ。


　伸のびるままに任せた雑草に半なかば埋うもれ、石柱の上に屋根を置いただけの小さな白い東あずま屋やがあった。


　そこに女が立っていた。


　全身が微び妙みように歪ゆがんで見える。


　もとはまっ白だったのだろうが、汚よごれてあちこちに赤茶けた染しみのある、ぞろりとしたワンピース。長い黒髪が前に垂たれ下がり、うつむいたままの顔は見えない。


　時間が、空気が凍こおりつく。


　どれくらい、そうしていただろうか。


「……な……」


　かすれた声を漏もらしたのは、年輩の方だった。


「何……してるんだ……？　あんた……こんなところで……？」


　呼びかけに──


　ゆっくりと。


　ゆっくりとゆっくりと。


　女は顔を上げはじめた。


　髪の下から、白いあごが覗のぞき、紅あかい唇くちびるが覗き──


　唇の両端が、笑みの形につり上がる。


　同時に。


　ふ、と、女の姿はかき消えた。


　落ちた沈ちん黙もくはわずか一いつ瞬しゆん。


　そして。


『のんぎゃろげわぁぁひぁぁぁぁぁぁっ!?』


　二人は同時に絶ぜつ叫きようを上げると、半ば腰こしを抜ぬかしながらも、ほうほうのていで逃げてゆく。


　そんな様子をこっそり眺め。


　あたしたちは屋敷の中で腹をかかえてのたうち回りつつ、漏れそうになる笑い声を必ひつ死しで嚙かみ殺していた。


「……ち……ちょっとリナ……やりすぎ……」


　ゴースト役の、白い服を着たナーガは、腹をおさえて声をしぼり出す。


　むろんいつものトゲつきショルダーガードやマントなどのユカイアイテムは身につけていない。


「……つ……つーか……ナーガっ……あんたハマりすぎっ……」
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　かくいうあたしも、ほんのちょっと気を抜けば爆ばく笑しようしそう。


　イアラに至いたっては、腹をおさえたままうつぶせになってぴくぴくケーレンしていたりする。


　うーみゅ。しかし、ゴーストのフリとゆーのが、こんなに面白いものだとは。


　そう。


　フレビッツとの縁を切ったあたしたちに、イアラが持ちかけてきたのは──一度ゴーストのふりをしてみないか？　という提てい案あんだった。


　依頼料が出るわけではないのだが──このまま屋敷が手入れされ、誰かに高値で売り飛ばされて、あのフレビッツが大もうけ、というのは、なんか腹が立つ。


　──まあ、あたしたちには関係ない話だといえばそうなのだが。


　で、結局、あたしとナーガは面白半分腹いせ半分というところで、イアラの話に乗ってみたのだが──


　こりは、予想以上におもしろひ。


　風の呪じゆ文もんを使ってあらぬ所から声を送り、クリスタル・レンズや鏡かがみを組み合わせたしかけを使い、離はなれた場所にいる、ゴーストに扮ふんしたナーガの姿を朝靄に映し出す。


　しかけを外してやれば、見ている者の目の前で、ナーガの姿はかき消える、という寸すん法ぽうである。


　小こ細ざい工くにしか過すぎないが、知らない者にとっては、ちゃんとゴーストに見えたようである。


　でもってナーガの格かつ好こうがハマりまくったことも大きい。


　悪いと知りつつ……けど、庭師さんたちの逃げっぷりは、腹を抱かかえずにはいられない。


「ふっ……けどイアラ、あなたもよくこんな服を調ちよう達たつできたわね」


　まだ肩を小さくふるわせながら、それでもようやく笑いの発ほつ作さもおさまったらしく、ナーガはイアラに声をかける。


　イアラは腹を抱えて倒れたまま、視線をあたしたちに向けて、


「……まあ……寺院付きの病院の裏手にいっぱい落ちてましたから」





　ぶゥッ！





　笑いの余よ韻いんは瞬しゆん時じに消えて、同時に吹き出すあたしとナーガ。


「ちょっと待てえええぇぇぇっ!?」


「こ……これって本物っ!?」


　うろたえるあたしたちに、イアラはばしばし床を手のひらで叩いて、転げまわる。


　……その反応は……


「──ってことは噓うそ？」


　あたしの気の抜けたつぶやきに、彼女はとうとう笑い出した。


「りゃははははははははは！……おなか痛……おなっ……おなかっ……！」


「ちょっと！　そういう冗談はなしよっ！


　この白蛇サーペントのナーガともあろうものが、一瞬本気でお祓はらいに行こうかとか思ったじゃないのっ！」


　足を小きざみにふるわせながら、まなじりつり上げ言うナーガ。


　お祓いって……おまいも浄じよう化か呪文使えるだろーが。


　イアラは笑いすぎで、肩で息すらつきながら、


「ご……ごめっ……大だい丈じよう夫ぶ……安物の服に……香こう茶ちやの染みつけただけだから……」


　なるほど。言われてみれば、そんな感じの色である。


　彼女はようやく半身を起こし、


「で？　どうだった？　ゴーストのフリをしてみた感想？」


「ふっ。高こう尚しような趣しゆ味みとはいえないけれど……悪くないわね」


「いやー、思ってた以上におもしろいし。ま、さっきの庭師さんたちにはごめんなさい、って感じだけど」


　答えるあたしたちに、イアラは身を乗り出してささやきかける。悪魔のように。


「なら、これからもちょくちょくやってみない？」


『────』


　言われて、あたしとナーガは顔を見合わせたのだった。





　悪シュミだとはわかっていた。


　しかしそういうものの方が、ハマってしまうと面白い、ということはあるもので。


　つまり早い話──


　あたしとナーガとイアラとの、ゴーストごっこは今も続いていたりするのだ。


　一度やったら面白かった、というのも無む論ろんあるのだが、やめる理由がなかった、というのも大きな理由。


　あたしもナーガも、これといって明めい確かくな旅の目的があるわけでもなし。


　でもって、あたしの方はこの街に来る前に盗賊団二つばかりを潰つぶして金品没ぼつ収しゆうし、ふところの方はあたたかかった。つまりは、当面しごとをせずとも大丈夫。


　なおかつ屋敷の所しよ有ゆう者しやは、イアラの親から屋敷をだまし取ったというヤな性格のフレビッツ。ここに幽霊屋敷としての悪あく評ひようが立っても心も痛まない。


　それでついつい──という奴である。


　しかし、それではじめて知ったのだが、世の中に、きもだめしに来る人間というのは、思ったよりも多かったりするのだ。


　もしも、驚おどろかす相手が二日も三日も来なければ、あたしもナーガも待つのに飽あきてゴーストごっこなどやめていただろう。


　ところがところが。


　雨が降ったりしない限りはほとんど毎日、多い時にはひと晩ばんのうちに三組四組ときもだめしにやって来る。


　……ま、怪かい談だんなどにもよく出てくる、『幽霊が出ると言われてる場所にきもだめしに行ったら本当に出ました。あんな怖こわいことはもうこりごりです。』などとのたまうタイプの方かた々がたである。


　なら行くなおまいら最初から。とか思ったりはするのだが。


　これなら、最初に驚かせた庭師さんたちとは違って、怖がらせるのをためらう理由は何もない。


　明るいうちは宿で休んで、次はどんなテで驚かそうかと盛もり上がり、夜は屋敷に行ってわくわくしながらきもだめし野や郎ろうどもを待ちわびる。


　そんな、ダメな人ロードまっしぐらの日々を十日ほど過すごした頃。


「──来た来た来たーッ！」


　待たい機きしていた奥の部屋に、イアラが声と足音殺しつつやって来たのは、陽ひが沈しずんでほどなくのことだった。


　部屋にある明りがランタンだけなので、顔色まではわからないが、その表情はしんそこうれしそうである。


　びっ！　と二本指を立て、おどけた調子で、


「お二人様お越こし～」


「どれどれ」


「ふっ。どんな連れん中ちゆうかしら」


　あたしと、すでにゴーストの扮ふん装そうをしたナーガが控ひかえていたのは三階の奥の部屋。二人ともども廊下に出て、板戸が抜け落ちた窓からそっと外を見る。


　部屋に置いたランタンの明りも届とどかず──つまり、明るさの関係で外からは見えず、なおかつ正面の門が見て取れる、絶ぜつ好こうの見み張はり場所である。


　西の空には、かすかな陽光ひかりの残ざん滓しがあるが、天てんを支配するのはいまや月と星。


　入るかどうかをためらってでもいるのか、門のすぐ内側で、じっと佇たたずんでいるのは人影二つ……


「……ありゃ？」


　目にしてあたしは、小さく声を上げていた。


「片方の奴やつ……鎧よろい、つけてるように見えない？」


　ナーガに向けてささやき問う。


「言われてみれば……そんな気がするわね」


　目をこらしながらナーガがつぶやいた。


　月と星との明りでは、細かなところは見えないが、片方のシルエットが、変にごつごつしていることははっきりわかる。


　佇む二人をしばし眺ながめていると──突とつ然ぜん。


　閃せん光こうが闇やみを灼やいた。


　二人が立っているそのそばに、魔力の明りが生まれ出たのだ。


　光が照てらし出したのは、かたや鱗鎧スケイル・メイルと兜かぶとに身を包つつんだ戦士ふう。かたや緑のローブに帽ぼう子しの神官プリーストふう。
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　戦士の方は兜のせいでよくわからないが、神官の方は二十代半ばといったところだろうか。おそらく、魔力の明りを放ったのはそっちだろう。


「……うっわぁ……なんかものものしい格かつ好こうのきもだめし」


　のんきにつぶやくイアラに、あたしは声をひそめつつ、


「あのねえ。


　……あいつらたぶん、きもだめしに来た物好きじゃなくて、フレビッツが雇やとったプロの幽霊退治屋よ」


「えぇぇぇぇぇぇっ!?」


「──ばかっ！　しーっ！」


　思わず声を上げた彼女の口を、あたしはあわてて手で塞ふさぐが──むろんもう遅おそい。


　今の声が聞こえたのだろう。佇む二人が視線を上げる。


　こっちの姿が見えることはないだろうが、あたしたちは窓から離はなれて身を隠し──


「……聞いたか……今の声……」


「ああ……待ってろゴーストども……すぐにこの世から追い払ってやる……！」


　イアラの悲鳴をゴーストの声と思ったか、言い交かわす男たちの声が、風に乗って聞こえて来る。


　そして男たちは、屋敷に向かって歩きはじめたのだった──







（ゴースト・ライフ：つづく）
















　次回予告





　とうとうやって来たプロの退治屋！


　どう迎むかえ撃うつリナ＝インバースっ！


　リナたちは果たして無ぶ事じにゴーストとしての日々を送り続けることができるのか!?


　それとも退治屋たちの浄化呪文を受けて真人間になってしまうのか!?


　つうかそもそもこいつら今回一体何やってるのか!?


　ともあれ次回、『ゴースト・ライフ』後編！


　きもだめしに行って心しん霊れい体験したあげく、『あんなことはもうこりごりです』とか言いながら待て！




ゴースト・ライフ［後編］













　あらすじ





　とある大きな街まち近く。屋や敷しきの幽霊ゴースト退たい治じを頼たのまれたリナとナーガが出向いてみると、そこにはゴーストのフリをする、イアラ＝ファーガソンと名乗る少女が。


　リナたちに依い頼らいを持ち込んだフレビッツにこの屋敷をだましとられ、しかえしにゴーストのフリをしているという話。


　ことの真しん偽ぎはわからぬまま、しかしフレビッツのセコさを目まの当たりにしたリナとナーガは、彼とたもとを分かち、イアラの誘さそいでいっしょにゴーストごっこをすることに。


　だがそこに。フレビッツが新たに雇やとった神官と戦士が『ゴースト退治』にやって来たのだった！







　重い扉とびらのきしみが響ひびく。


　足音は、遠くしずかにこだまする。


「──どどどどうするどうするのっ!?」


「ふっ！　愚ぐ問もんよイアラ！　そんなの決まってるじゃないっ！」


　あわてふためくイアラに向かって、ナーガは堂どう々どう胸を張はり、


「悪意を持った侵しん入にゆう者しやなんて実力排はい除じよあるのみよっ！」


「いや待てナーガれーせーになれ。


　悪意を持った侵入者って、この場合こっちのことだから。」


『………………………………』


　あたしの指し摘てきに、ナーガとイアラはしばし沈ちん黙もく・硬こう直ちよくし──


　ぽんっ、と同時に手を叩たたくと、


『──そう言えば』


　いや。あの。おまいら。


　……まあ……確かに……人というのは時として、自分の立場をタナに上げ、ひとさまに腹を立てたりすることもあるのだが。


　いろんな事情はあるものの、他人の家に勝手に入ってゴーストごっこをやっているのはこっちなのである。


「じゃあ……おとなしく逃げるぅ？」


　なにゆえそんなに不満そうか。イアラ。


「んー……」


　あたしはしばし小首をかしげ──


「ま、確かに、ただ逃げるってゆーのも芸がないわね[image: ]」


　言って二人にウインクを送った。





　カンテラの揺ゆれる灯あかりがあたりを照てらす。


　石の床ゆかを踏ふみしめて、男二人は屋や敷しきの奥を目ざして進んでいた。


『……結けつ構こう荒れてるな』


　片方がこぼし、


『ああ』


　先をゆく、カンテラを下げたもう片方──神官らしき一人がそっけなく答えた。


　彼らのそんな様子を、あたしは三階の奥の部屋に陣じん取どったままチェックしていた。
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　廊ろう下かや部屋、あたりに散ちらばるゴミに混まぜ、鏡かがみやらクリスタルレンズやらを組み合わせたものをしかけ、この部屋で、ざっとした状じよう況きようが見て取れるようにしておいたのである。


　前に庭師たちにニセゴーストを見せたのとりくつはほとんど一いつ緒しよである。


　……むろん、すべてがはっきり見て取れるわけではない。わかるのは相手のおーざっぱな動き程てい度どのもの。


　しかしそれでじゅーぶんである。


　基本的には、ゴーストの格かつ好こうをしたナーガとイアラが『客』を驚おどろかせ、何かあればあたしが合あい図ずを送る、というしかけである。


　でもって風系の呪じゆ文もんを使い、相手の声もあたしのところまで届とどくようにしてある。


　風が、戦士らしき男の声を運んでくる。


『なあ。


　カンテラじゃなくて、さっきみたいに魔法の明りをあちこちにかけようって気にはならねえのか？


　そこいらじゅうにゴミがいろいろ転がってて、どうにも歩きにくいんだが』


『がまんしろ』


　と、神官はそっけない。


『ゴーストは、暗い所に出やすいという性せい質しつがあるからな。


　あたりじゅう明るくしたらゴーストが出なくて、結局退たい治じできなかった、というのでは話にならんだろ』


『……そりゃあそうだけどよ……』


　ぐちりつつ──たぶん戦士はあたりを見回したのだろう。


　そして。


『出タぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！』


『うひゃうわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　戦士が叫さけび神官が叫び、


『驚かすな馬ば鹿かっ！』


　神官の叱しつ咤たに戦士はうろたえた声で、


『いっ！　今っ！　窓の外っ！　女の首がさかさまに横切っていったッ！　スーって！』


『お前なあ！　それゴーストだろ!?　ゴースト退治に来てゴーストに驚くなよ！』


『ゴーストは平気だけど不ふ意いをうたれるのは嫌きらいなんだよっ！』


　……ま、確かに、ゴーストは別に平気だが、怪かい談だんチックな展開や驚かされるのは嫌い、という人間は意外と多い。


　かくいうあたしもそのクチなのだが……


『ともかく、間違いなく見たんだな？』


　神官が窓の方に歩み寄る。


『ああ。


　今のがゴーストじゃないってぇのなら、このあたりには逆さ向きに空飛ぶ女がいるってことになるな』


　戦士くん大だい正せい解かい。


　実は今の、外にいたナーガが浮遊レビテーシヨンの術で逆さに浮いて、窓の前を横切ったのだ。


　今はあたしたち全員が、白い服に長い黒髪というゴースト・スタイル。


　しかし逆さ吊づりという荒あら技わざは、カツラのあたしやイアラにはできない、ナーガのみ使用可能な必ひつ殺さつ技わざである。


　むろん神官が窓から外を見回した時には、ナーガはとっくに見えないところに移い動どうしている。


『……もういないな……どこかに行ったか。


　屋や敷しき内だけではなく庭も行動半はん径けいなのか……それとも窓の外を通ったように見せただけか……』


『で、どうするんだよ？』


　つぶやく神官に問う戦士。


『どうもこうも。探すしかない。


　直接浄じよう化かしてやらないことには終わらないんだからな。


　私より先に見かけたら教えてくれ。


　ただし今度は、大声抜きでな』


『……わかったよ……』


　神官の皮ひ肉にくに戦士は苦くつぶやいて──


『……今……廊ろう下かの先……通った……』


　ほとんど間を置かずに言った。


　たぶんこっちはイアラだろう。


『本当か!?』


『噓うそなんて言ってどうする』


『だな……行くぞ』


　二人は廊下を先へと進み──


　その時。


『上に移うつったぞ！』


　足音は上から聞こえて来たらしい。ナーガかイアラか知らないが、はりきりまくりである。


　引き返し、階かい段だんを駆かけ上がる二人の後ろで、ひそやかな女の笑い声。


『どういうことだ？　まさか……いるのは一匹だけじゃないのか!?』


『わからん。二匹以上がいるのかもしれんし、一匹があちこちに始し終じゆう移動しているのかもしれん。


　とにかく、探そう』


　言ってふたたび動き出す二人。


　だが。


　向こうはこちらをゴーストだと思い込み、こちらは相手がプロだと知っている。


　本来ゴーストというのは、理り不ふ尽じんな動きをしているように見えても、ある特定のパターンに則のつとって動いているものなのである。


　それさえ見切ってしまえば、ゴーストの先回りをすることも可能。


　当とう然ぜんそのことを知っているプロならば、ゆえにこそ、通つう常じようのゴーストの行動を先取りする、という移動パターンになってしまうのである。


　ならば裏をかくことは造ぞう作さもない。


　先読みしたつもりで上に行こうとした二人の後ろをすすり泣きの声を漏もらしてイアラが通り過すぎ、二階から見下ろした一階の玄げん関かんホールで、ナーガが無む言ごんで手て招まねきをする。


　階段を駆け下りる二人の背中に、風の呪じゆ文もんに載のせて届とどけた『ソッチジャナイヨ』とのあたしの声。
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　こちらの声に動きにつられ引かれて、上へ下へ前へ後ろへ。戦士と神官はあちらこちらを動き回り──


　二人が屋敷じゅうを踏とう破はした頃ころには、あたしたち三人は、屋根の上から飛行呪文を使い、とっとと屋敷からとんずらこいていたのだった。





　計算違いはいろいろあった。


　いや、今回のことでは、あり過ぎた、と言っていいだろう。


　フレビッツがあたしとナーガへの依い頼らい料りようをケチろうとするのは予想のうち。


　イアラがゴーストのフリを続けて、それがフレビッツへのしっぺ返しになることも考えのうち。


　だが。


　いっしょにゴーストのフリをしないか、と彼女が誘さそって来るのは計算外だったし、あたしたちがそんな遊びにハマってしまうというのも、さらに計算外だった。


　でもってまたまた計算外のことが一つ。


　つまり──


　フレビッツはどうやら、あたしが予想していた以上にムキになったようなのである。


「どうだ？　もう一度屋敷のゴースト退たい治じをしてみんか？」


　テーブルの空いている席に断ことわりもなく腰こしを下ろし、コーマス＝フレビッツはくそえらそーな態たい度どでそう言った。


　宿の一階にある食堂に、彼とそのボディーガード二人がやって来たのは、神官と戦士のペアがはじめて屋敷を訪おとずれてから四日目の昼のことだった。


　ちなみにイアラは食堂にはおらず、あたしとナーガが取った部屋で待たい機き中ちゆう。


　たまたま、ではない。なるべく彼女には表に出ないでもらっているのだ。


　屋敷のゴースト騒さわぎが街で噂うわさになっている時に、その屋敷をだまし取られたイアラがこのへんをうろついていれば、あれが彼女（とあたしたち）のイタズラだと気づく者も出てくるだろうから。


　そういったじみちな工作の甲か斐いあって。


　フレビッツは、あたしとナーガがゴースト騒ぎの片かた棒ぼうをかついでいるとは気づいていないようだった。


　しかし──いったんはケンカ別れしたあたしたちのところにまで話を持ってくるとは、よほどあそこの「ゴースト」をなんとかしたいようである。


「悪い話ではないと思うが？　そっちにとっては前に失敗した汚お名めいを返上するチャンスだろう？


　前の依頼の続きという扱あつかいで、仕事が終われば約束していた半金もちゃんと払はらってやるぞ。文もん句くはないだろう？」


　勝手な寝ね言ごとを並べまくる彼に、あたしは口の中の蒸むし鳥を飲み込んでから、


「大あり。」


「何だと？」


　言うフレビッツを、じろりっ、とひとにらみで沈ちん黙もくさせ、


「まず一つ。ひとが食事してるテーブルにやって来て勝手に座すわって勝手にしゃべりはじめたこと。


　もう一つ。失敗したから依頼中止、って言い出したのはそっちから。


　でもってこっちはそれを呑のんだ。


　つまりあの契けい約やくは終わってるのよ。


　そっちから終わらせた契約を、そっちの都つ合ごうで復ふつ活かつさせて、半金払ってやるから働け……なんて、ンな都合がいい上に恩おん着きせがましい言い方されて、文句がないわけないでしょーが」


「し……しかし、実際にお前たちが仕事をしくじったことは事じ実じつだろうがっ!?」


　否ひ定ていしたいところだが、さすがにそうは口にできない。


　フレビッツがいわれのないなんくせをつけて料金を値切ろうとした──そう説明するためには、どうしても、イアラのことを話さざるを得ないのだが、むろんそれは墓ぼ穴けつ以外の何でもない。


　あたしはすまし顔で、


「そーね。


　でも依頼が一いつ旦たん終わってる、ってのも事実なのよね」


「……っ！」


　フレビッツは奥おく歯ばをかみしめて、


「……こっちがあのゴーストに手を焼いていると知って足あし下もとを見る気か……？」


「ふーん。手、焼いてるんだー」


　ヤル気なくキャベツをかじりながら、あたし。


「今雇やとっている奴やつらも努力はしているようだが、相手があちこち動き回るせいで、どうにも追い詰つめきれんらしい。


　人手がいるが、ゴーストに対して何もできん奴を増ふやしても仕方ない。


　増ぞう援えんという形になるから、前の時よりは楽なはずだ」


「……ところでナーガ、注文したアヒルの香こう草そう蒸むしってまだ来てないわよね」


「ふっ。そういえばそうね。時間がかかるんじゃない？」


　彼の寝言はそっとしておいて料理の心配をするあたしたち。


　フレビッツは額ひたいに青スジ立てながら、


「……わかった。ならば改あらためて契約しよう。


　前と同じ額がくを半金ずつ、前払いと後払いとでどうだ」


「うわナーガ、この牛肉のやわらか煮に込こみぜんっぜんおいしくないから食べちゃだめ。あたしがみんな処しよ分ぶんしたげる」


「ちょっ……！　待ちなさいリナ！　そんな噓うそでひとりじめしようったってそうはいかないわよっ！」


「……くっ……！」


　フレビッツは怒いかりに顔を赤く染そめ、


「わかった！　倍、出そう！」


「倍っ!?」


　こらこらナーガ反はん応のうするな。


「そりゃあまたずいぶん思い切ったんだろうけど……


　金額の問題じゃないのよねー」


　と、視し線せんすら向けずにあたし。


「……まだ足りんと？」


「だーかーらー」


　あたしは手にした木のフォークをぴこぴこ振って、


「文句大あり、って言った時点で気づいてよね。


　金額じゃなく、信用とかの問題。


　もうあなたからの依頼を受けるつもりはさらさらない。そういうこと」


「ぶっ……！　無ぶ礼れいなっ！」


「無礼な態たい度どを返されるのがヤなら、まず自分が礼れい儀ぎをわきまえなきゃね」


　フレビッツはしばし顔を真っ赤にしていたが──あたしが以前、彼のボディーガードをあっさり倒たおしたことは忘れていなかったのだろう。


「帰るぞ！」


　不ふ機き嫌げんにそう宣せん言げんすると、それきりもうあたしたちには一いち瞥べつもくれず、づかづかと店を出て行った。


「……ちょっとリナ、逆さかナデしすぎなんじゃない？」


　ナーガが小声で言ったのは、フレビッツが去った玄げん関かんドアの揺ゆれもおさまりきらぬうちのことだった。


「だって。


　こっちのやってること考えたら、さすがにンなしごと受けるわけにはいかないでしょ。


　形だけしごとを受けて、実じつ際さいには内側からひっかき回す……ってテも一いつ瞬しゆんは考えたんだけど……


　さすがにそこまでやるのはちょっと……」


　相手が言ごん語ご道どう断だんの大悪党ならそういうのもアリかもしれないが、今のところフレビッツは、ただのセコい人である。


　まあ、イアラの言っていた借しやく用よう書しよの書き換かえという話に裏付けがあれば中悪党くらいの扱あつかいにはなるのだが。


「ともあれ、フレビッツがかなり本気になってきたことは確かよ。


　こっちも対応を考えなくちゃーね」


　あたしのつぶやきに、ナーガはただ無む言ごんでエビを頰ほおばっていた。





　また、夜がやって来る。


　ゴーストたちの時間が。


　西の山に陽ひは落ちて、闇やみ色いろが世界すべてに染しみ込む頃。


　玄関の先に佇たたずんだのは、合計六つの影だった。


『増えたぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　三階の窓からこっそり見下ろして。あたしとイアラはおさえた声をハモらせた。


　門のあたりに佇むのは、見み慣なれてきたシルエット二つにくわえてあと四つ。


　どういう相手なのかは暗くてよくはわからないが──いずれにしろ、シロウトでないことだけは確かである。


「ど……どういうことどういうこと？」


「落ち着いてイアラ。


　話したでしょ。フレビッツがいろんなひとを探してた、って」


「それは聞いてたけどっ！


　いきなり六人ですよ六人！


　しかもこんな時に限ってナーガさんはどこかに行っちゃってるし……！」


　と、その時。


「明りよライテイング！」


　朗ろう々ろうたるナーガの声は、門の方から聞こえてきた。


　神官と戦士がはじめて訪れた夜。その時と同じように──あの時以上にまばゆい魔力の明りが門に灯ともる。


　光に照らし出されたのは、まだ若い神官と戦士、それにフレビッツ自身とボディーガード二人。


　でもって──いつもの変な服を着た白蛇サーペントのナーガ！


「……って、あっちにいるぅぅぅぅぅっ!?」


「……あー……」


　うろたえるイアラと脱だつ力りよくするあたし。


「『あー』じゃなくてどぉいうことアレ!?」


「いや。あたしに聞かれても」


「友達なんでしょ!?」


「ちっがぁうわよっ！」


　それだけは力の限り否ひ定ていして、


「フレビッツの仲間になったフリをして、依頼料ぶん取ったあげくに内部からひっかき回すつもりかもしれないし──


　最初はそのつもりだったんだけど、それをすっかり忘れて完全に寝ね返がえったのかもしれないし」


「……どっちにしてもダメな人じゃないですか……」


「……あんた、ナーガのこと一体何だと思ってたのよ？　いつもの格かつ好こう見ればわかるでしょーが」


　ほとほとあきれてあたしはつぶやき──


「──ほーっほっほっほ！


　安心するのねコーマス＝フレビッツ！


　たとえリナなどいなくても、この白蛇サーペントのナーガの力をもってすれば、ゴーストごときひとひねりよっ！」


　風に乗り、ナーガの声が届とどいて来る。


　それに対してフレビッツが何かを言っているようだったが、そちらの方は聞こえない。


「油ゆ断だんはできないけど……そう心配しなくてもいいわよ」


　あたしはイアラに向かって言う。


「ナーガが相手の内部攪かく乱らんを狙ねらってるにせよ本気で裏切ったにせよ、あたしたちのことをフレビッツに話してはいないはずよ。


　話せば、ナーガも知ってて止めなかった、ってことになるし、そーなれば依頼も取り消しになってるはずだから。


　相手は六人──って言っても、フレビッツと護ご衛えい二人はナーガたちのしごとっぷりを見に来ただけだろうから、数には入んないのも同じ。


　それに──


　正直、こーなる可か能のう性せいもちょっと考えて、テは打っといたから」


「そういえば、なんかいろいろやってたみたいだけど……」


　そう。


　あたしはフレビッツが訪たずねて来て、ナーガの態度がどこかおかしくなったあの時から、こうなることも視し野やに入れ、いろいろと手を打っておいたのだ。


　そんなことなどつゆ知らず。


　ナーガとフレビッツたち一行は、屋敷の中へと歩みを進めたのだった──





　玄げん関かんホールを通り抜け、荒れ散ちらかった廊ろう下かへと。


　ナーガを先頭に、六人の侵入者たちは屋敷の中に踏み入った。


　明りは、おのおのが手にした六つのカンテラ。


　むろんナーガは知っている。ゴーストの正体があたしたちだということも、鏡とクリスタルを組み合わせた監かん視しの目が、自分たちを捉とらえていることも。


　その上で、魔力の明りではなくカンテラを使っているのは──


　あたしたちに手を貸かすというしるしなのか。あるいは単に、フレビッツたちに合わせているだけなのか。


　どちらにしろ、こちらは予定通りいかせてもらう。


『ふっ。ここのゴーストがどれほどのものかは知らないけれど──』


　風の呪文が届けてくれる、ナーガのじまんのそのことばは──





　ごがんっ。





　いきなり上から降ふってきた木のタライに、あっさりと押しつぶされた。
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『タライっ!?』『盥たらいですね』『ああ。たらいだ』『けどなんで』『知るか』


　他の五人は口々に言い──


『……ぽ……』


　ナーガはしばしぴくぴくしてから、がばあっ！　とタライをはねのけ起きあがり、


『騒霊ポルターガイストよっ！』


『おおっ！』


　ナーガの分ぶん析せきに、五人は感かん嘆たんの声を上げた。


　ポルターガイスト。霊れい魂こんが家具などの物体を移い動どうさせる現げん象しようである。が。


　ンなわけあるかい。


　正解は、あたしがしかけた罠トラツプである。


　散ちらかったゴミやら何やらにまぎれさせた数々の罠。


　ナーガもたぶん、これがあたしの仕掛け罠ブービートラツプだと気づいただろうが、すぐにそう口走るわけにもいくまい。


『俺おれたちの時にはなかったよな』


『よほど霊が怒っているということか』


　と、戦士と神官。


『だ……大だい丈じよう夫ぶなのか……？』


　すでに腰が引けているフレビッツ。


　そこに。


　──カエレ──


　風の呪文であたしが声を送る。


『こっちか！』


　飛び出した戦士が、声が聞こえた部屋のドアをはね開け──


　どごしゃじゃじゃしゃぁぁぁっ！


　半開きのドアの上に、砂利じやりの詰つまったバケツとゆー、ごく古典的な『ポルターガイスト』の直ちよく撃げきを食らって倒れ伏ふす。


『お……おのれポルターガイストっ！　許ゆるすまじっ！』


　憤ふん怒ぬの呻うなりを上げ身を起こす。


『……ふっ……


　よぉぉぉぉぉくわかったわポルターガイスト！


　そっちがその気なら、こっちもその気でやらせてもらうわよっ！』


　おそらくもはや、演えん技ぎではなくて本気だろう。ナーガは高らかに宣せん戦せん布ふ告こくをすると、フレビッツたちをふり向いて、


『さあ、いつまでもおびえていないで、行くわよっ！　三階にっ！』


　この控ひかえ部屋を直撃する気かっ!?


『三階……？　なぜだ？』


　と、フレビッツ。


『そこが本当のゴースト出現場所スポツトだとでもいうのか!?』


『だとしたら、なぜそんなことがわかる!?』


　戦士と神官とに訊きかれ、ナーガは自信たっぷりいけしゃあしゃあと、


『ほーっほっほっほ！　わたしくらいになると、ゴーストが二、三度行動すれば、その本ほん拠きよ地ちくらいはわかるのよっ！


　さあ行くわよっ！』


　一方的に言い放ち、返事も待たずに進みはじめる。


　むろん半はん信しん半はん疑ぎではあろうが、とりあえず、あとをついてゆく他五人。


　それを耳にして取り乱したのはイアラ。


「ちょ……ちょっと、ヤバいって！　まっすぐここに来るよっ！」


「おちついて。


　そりゃあいつかは来るだろーけど、罠はあちこちにしかけといたわ。


　連中が『ポルターガイスト』の歓かん迎げいを受けてるスキに──」


　そんなあたしのことばを遮さえぎって。


『振動弾ダム・ブラスっ！』


　ごっ！　どかどカがしゃごちごつっ！


　呪じゆ文もんを放つナーガの声と、一いつ拍ぱく遅れて響ひびくけたたましい音。


「──ちっ。やられた！」


　思わず舌した打うちするあたし。


「ど……どうしたの？」


「罠を破られたのよ。全部じゃないけど」


「ええっ!?」


　罠とはいっても、屋内にしかけたにわかづくりのものばかり。足もとに張はられた細い糸に引っかかると作動する、というのが大半だった。


　つまり。


　ナーガの方もそう読んで、床の上を撫なでるように攻こう撃げき呪文を放ち、罠の多くを強制作動させたのだ。


　あたしは自分のカツラをむしり取り、そのあたりに置いておいたゴースト用品をわしづかみにして、手早く布でくるんでひとまとめにした。


「すぐに来るわよっ！　こっち来てっ！」


　声をひそめてイアラに言うと、控えの部屋を飛び出した。


　階段を上る音。そして二階でふたたび、ナーガが呪文を放つ声と罠の作動音。


「……派は手でなポルターガイストだなぁ」


　風の呪文で聞くまでもなく、戦士のそんな声さえ聞こえて来る。近い。


　あたしはとりあえず呪文を唱となえ、下につながる階段の方に向かって、


「魔風デイム・ウインっ！（こっそり）」


　ごぅっ！


　生まれた風は階段を、廊下を進み、こちらに向かって来ていたナーガ一行を正面から直撃した──はずだった。


　その間にあたしは身をひるがえし、次の呪文をとなえつつ、イアラといっしょに窓ぎわへ。


「──な、何だ今の風はっ!?」


「霊がこっちへ近づかれるのをいやがってるのよっ！」


　思った以上に近い場所から、フレビッツとナーガの声。


　あたしは呪文を唱えつつ、さして大きくもない窓に上半身を突っ込ませる。


　いつものショルダーガードを宿に置いてきたのは正せい解かいだった。もし身につけていたらくぐれなかっただろう。そんなサイズの窓である。


　窓の外は夜の空。森のにおいのする風の中、どこかでふくろうが鳴いている。


「浮遊レビテーシヨン！」


　あたしは空中浮遊の術を発動させてから、腰から下を窓から引き抜き、ふわりと虚こ空くうに佇んだ。


「イアラ！　まず荷に物もつ！　でもって次にあなた！」


　あたしの指し示じに無む言ごんで従い、彼女はまずゴーストセットの包つつみを窓まどから押し出し、あたしが受け取ったのをたしかめてから、彼女も窓から身を乗り出す。


　片手で包み、片手で彼女を抱きかかえ、あたしは一階下の窓を目め指ざした。




[image: ]


　このまま飛んで逃げようかとも思ったが、いつもの部屋にあたしもイアラもいないと知れば、ナーガたちが窓から外を探す可か能のう性せいは高い。そうなれば、あとは攻撃呪文で狙ねらい撃うちになる。


　とりあえず二階の窓から中へと入り込む。


　いつもあたしたちがいた部屋の、ちょうど真下にある部屋だろう。あたしは一いつ旦たん術じゆつを解とき、イアラに向かってこのあとの指示を──


　話そうとした、まさにその時！





　がごヮぁぁぁんっ！





　頭上で盛せい大だいな爆ばく音おんがはじけ、天てん井じようがガレキとなって落ちてくる！


　降ふり来たのはガレキだけではない。人影と──そして耳をつんざくバカ笑い！


「ほーっほっほっほ！　こっちの裏をかいたつもりでしょうけど、甘いわねっ！　ゴーストたちっ！」


　高らかな勝利宣せん言げんは──言うまでもない。両腕組んで胸を張はり、部屋のどまん中にすっくと立った白蛇サーペントのナーガが上げたもの！


　こいつっ……！　あたしたちが下に逃げたことを察さつして、近道するために、自分たちが立っている床ゆかを攻撃呪文でぶち抜きやがったのである。


　ムチャをする。へたをすれば誰だれかの持っているカンテラが砕くだけて燃もえて一大事である。


　ともあれどうやらそうはならず、何人かが尻しり餅もちをついたが、それでもなんとか無ぶ事じに起きあがる。


　そして、彼らの持つカンテラの明りに照てらし出されたのは──


「お……お前はっ!?」


　ゴースト扮ふん装そう用ようの白い服を来たあたしと、ほどけた包みの中からこぼれた長い黒くろ髪かみのカツラ。


「ほーっほっほっほ！　そういうことだったのねっ！　リナ＝インバースっ！　イアラ＝ファーガソンっ！」


「……なにっ……？」


　やや棒ぼう読み気ぎ味みに勝ちほこるナーガに、フレビッツとそのボディーガード二人が動どう揺ようする。


　かまわず先を続けるナーガ。


「あなたたちがゴーストのふりをして、来るひとたちを驚おどろかせていたということねっ！


　しかぁしっ！


　シロウトの目はごまかせても、この……」


「ちょっ──ちょっと待てっ！」


　そのじまんに待ったをかけたのは──なぜかフレビッツ。


「イアラ……誰、だって……？」


「ふっ。だから──」


　ナーガは髪をかき上げて、


「そこにいるイアラ＝ファーガソン……って、あれ？」


　気がつけば。


　今までそこにいたはずのイアラの姿すがたはどこにもない。


「──ちょっとリナ、イアラは？」


「何の話だ!?」


　フレビッツがまたヒステリックな声を上げる。引け目がある相手の名前が急に出てきて動揺しているのだろう。


　ならばそこを突ついて、なんとかこの場をしのぐしかない。


　あたしは観かん念ねんしたふりで、頭の後ろをぽりぽり搔かきつつ、


「……あーもー。


　だから、前にここに住んでたイアラって子に誘さそわれて、ゴーストごっこをしてた、って話よ」


「噓うそだ！」


「いや……ンな噓ついたって……」


「噓に決まっているだろうがっ！


　第一……イアラは……イアラ＝ファーガソンは……


　とっくに死んでるんだぞ……」


『[image: ]っ……』


　思わず呻うめくあたしとナーガ。


　部屋の空気が凍こおりつく。


　──どこかでフクロウが鳴いていた──





　屋敷を追われたイアラ＝ファーガソンとその一家は、年老いた馬が牽ひくおんぼろ荷に車ぐるまに年ねん季きの入った家具とともに乗り──つまり、金になりそうにないものだけを持って、街を離はなれたという。


　だが途と中ちゆうの崖がけに面した山道で、荷車の車しや輪りんが壊こわれ、一家は全員──


　ふた月ほど前のことだったという。


　街でほんの少し聞き込めば、それくらいの話はすぐに知れた。


　屋敷でのできごとから数日後。


　あたしは街の北がわに足を運んだ。


　山の緑と田畑の緑が溶とけ合って、中心街に比くらべると、家はずいぶんまばらになっている。


　うち一いつ軒けんの裏庭では、一人の女の人が洗せん濯たく物ものを干ほしていた。


「メラニー」


　呼びかけに、彼女は視線をこちらに向けて、


「──リナさん──！」


　引きつった声で言ったのは、あたしよりやや歳とし上うえの金髪ブロンドの女性。


　イアラ＝ファーガソンと名乗り、あたしとナーガをゴーストごっこにつき合わせた彼女だった。


　むろんゴーストなどではない。本当の名前はメラニー＝サイモン。ちゃんと生きているひとである。


　ナーガが攻撃呪文で天井をぶち抜いたあの時、どさくさにまぎれて一人でこっそり逃げ出すのは、さして難むずかしくもなかっただろう。


「……わかっちゃったんだ。あたしのこと」


　干しかけの洗濯物を洗い物のカゴに戻し、彼女は肩を落としてこちらに向きなおる。


　あたしはぽりぽり頭を搔きながら、


「そりゃあね。


　あたしたちといっしょに行動していたイアラって人はとっくに死んでいた──


　屋敷でそういう話になった時には、さすがにおどろいたけど──」


　そのおかげでフレビッツたちも、あたしに文句を言うことさえ忘れて帰って行ったし、ナーガもショックで宿で倒れている。


　ナーガもどうやら、ゴーストは平気でも怪談っぽい展開に弱かったようである。


「けど、時間が経たって冷静になれば、あれはイアラの名前をかたった誰かのしわざじゃないか、ってくらいは思いつくし──


　そう考えて街のひとたちに聞いてみれば、イアラが長い黒くろ髪かみだったことも、時々屋敷に手つだいに来ていた女の人のことも聞けたわ。


　イアラと同年代で金髪ブロンドの──つまり、あなたのこともね。


　あなたがカツラをかぶってた理由……


　単に、こっちの方が見た目にコワそうだから、だとばっかし思ってたけど──


　本当のところは、髪の色も長さも違うあなたがイアラのゴーストを装よそおうには、カツラをかぶるしかなかった──ってことね」


「まあ、ね」


　言ってメラニーは苦笑した。


「イアラの家がああなる前は、時々いろんなことの手つだいに行ってて……


　あたしは少なくとも、イアラのこと、友だちだと思ってた。


　けどイアラから、家をだまし取られた、って聞いて、そのあとあんなことになって……


　だから……


　イアラのふりをしてちょっとおどせば、フレビッツも少しは反省するかな、なーんて思ったんだけど……


　このぶんだとフレビッツの方も、噓に気づいてるだろうなぁ」


　あたしは小さく肩をすくめ、


「まーね。


　聞いたところによると、どーやら同じこと考えたらしく、『誰かがイアラの名前を騙かたっただけ。ゴーストなんてもともといなかったんだ。それを証しよう明めいしてやる』って言い出して、自分で屋敷に泊とまり込んで──


　今は寝込んじゃってるらしいわよ」


「……寝込んでる？」


「翌日になっても帰ってこないんで、使用人が屋敷に行ってみると、ボディーガードの二人といっしょにアワ吹いて倒れてて、それからずっと」


「……どういうこと？」


「さあ」


　あたしはまたまた肩をすくめ、


「ひょっとしたらフレビッツは、あたしたちが思ってたよりずっと神しん経けいが細かったのかもしんないし──


　ひょっとしたらあの屋敷には、本当にイアラがいたのかもしれないし──」


　今にして考えてみれば。


　あたしたちが屋敷でゴーストのふりをしていた時、三人ではちょっと難むずかしいタイミングで、やって来た客たちをおどかしている時がたまにあったのだ。


　その時はただ単たん純じゆんに、『ナーガかイアラかどっちか知らないけど、はりきってるなぁ』としか思わなかったのだが。


　むろん、あたしの考えすぎ、本当にどっちかががんばっていただけかもしれないが。


　そこらへんのことを今さら確かめるつもりは全くない。


「……そうか……」


　メラニーは遠くの空に目をやった。イアラの屋敷があった方に。


「ずっと……いてくれたんだ……」





　後日、噂うわさを聞いた。


　ある大きな街から少し離れた山の中に、一いつ軒けんの幽霊屋敷ホーンテツド・ハウスが建っていると。


　街の人たちもほとんど近づかぬ場所だが、そんな中、一人の金髪ブロンドの女性だけが時々屋敷を訪おとずれ、手入れをしてゆくのだという。


　街の名は──伏せておくことにする。







（ゴースト・ライフ：おわり）





地底王国の脅威［前編］







　やたらファンシーなその店は、人ひと里ざと離はなれた山やま奥おくにあった。


　あてなき旅の道すがら。レアな珍ちん味みキノコを求めて、山に分け入り道を外れて。谷があったら飛行の術で飛び越こえて、どれだけ奥に進んだことか。


　獣けもの道みちすら外れて藪やぶをかき分けた先、それは突とつ然ぜんあたしの目の前に姿すがたを現あらわしたのだ。


　店全体がパステルカラーに彩いろどられ、かかげた大きな看かん板ばんには、あたしの知らない読めぬ丸文字。


　山里にでも出たのかと思ってあたりを見回せど──店の他ほかには、集落はおろか掘ほっ建たて小屋の一つも見当たらない。


　建物もちゃんと手入れされていて、廃はい屋おくのたぐいでないことは確たしか。


　大きな扉とびらと大きな窓まどは閉ざされたまま。中は見えないが、つくりからして何かの店なのだろう。


　しかし……こんな客が来そうにもない場所で、何の商売をやっているというのか。


　あたしはしばし迷まよったあと──結けつ局きよく好こう奇き心しんには勝てず、店の扉にそっと手をかけた。


　かろんかろんっ。


　涼すずしいドアベルの音を立て、扉は何の抵てい抗こうもなく開いた。


　そこであたしを出で迎むかえたのは──


「いらっしゃいませーっ[image: ]」


　はつらつあいさつ明るい笑え顔がお。エプロンドレスに身を包み、長い黒くろ髪かみをピンクのカチューシャでまとめた──ナーガ。
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　……………………………………


　沈ちん黙もくが。


　のしかかるのをふりはらい。


　あたしはぱたんっと扉を閉しめて、くるりとその場できびすを返し、そのままダッシュで一いち目もく散さんに──


　駆かけ出そうとした後ろえり首を、ぐいっ、と誰だれかの手がひっ摑つかむ。


　背後で開いた扉の奥から、声があたしに語りかける。


「ほーっほっほっほ……見たからには逃がさないわよリナ＝インバース……」


「うどひゃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　彼女は暴あばれるあたしを、ずるずると店の中へと引きずって──


　ぱたんっ、と店の扉が閉まった。





　人がこの世に生き続ける限り、避さけては通れぬものがいくつかある。


　たとえば──ロクでもない知り合い。


　無む意い味みに露ろ出しゆつ度どが高い服、トゲトゲつきのショルダーガードやドクロのネックレスを始し終じゆう身につけ、ことあるごとにバカ笑い。ひとのライバルを勝かつ手てに名な乗のり、メシはたかるわ事件は起こすわ。


　そんな生き物いるわけないと思ったそこのあなたは、人生経けい験けんまだまだ浅い。


　いるのだ。それは。確かく実じつに。


　白蛇サーペントのナーガ──それがその生き物の名前である。


「……っていうか……なんでそんなかっこうしてんのよ……あんたは……」


　引きずり込まれた店の中。あたしは、おかしな格かつ好こう──もとい。いつもと違ちがう普ふ通つうの格好をしたナーガに向かってそう問いかけていた。


　こちらが逃げるのを防ふせぐつもりか、向かい合ってなおもナーガは肩かた越ごしに、あたしの後ろえり首を摑んでいる。


「ふっ。このわたしがこの格好をすることに、何か問題でもあるのかしら？」


　へーぜんと言い放つ彼女のことばに、あたしの正義の怒いかりが爆ばく発はつした！


「あるに決まってるでしょっ！


　もしも罪つみもない人がその姿を見て、あんたのことをふつーの人だって誤ご解かいしたらどうすんのよっ!?」


「ちょっとリナどういう意味よっ!?」


「ナーガはナーガらしくしてるのが一番だって言ってんのよっ！　ヘビだって毒持ってる奴やつはカラフルなシマシマ模も様ようとかついてるでしょーがっ！」


「何か腹はら立つわねそのたとえ」


「とにかくっ！


　なんでこういうことになってるのよ？


　……って……」


　言いつつあたしは店内を見回し──眉まゆをひそめた。


　店内は、窓を閉め切っているせいで、陽ひの光こそ入って来ないが、あちこちに組み込まれた光石フロウストーンのおかげで十分に明るい。


　外がい装そうと同じ、ファンシーな内ない装そうにファンシーな家具。陳ちん列れつしてある商品がぬいぐるみとかならぴったりなのだろうが──


　レモンイエローのテーブル上には十字クロスに組んだ大ぶりのオノ。ピンクの棚たなには小ぶりな鎧よろいやヘルメット。どれもこれもが古び朽くちかけ、サビと土と草の色に染そまっている。


「……何？　この店……」


　置いてあるのは、サイズもまちまちな古びた武ぶ器き防ぼう具ぐの数々。


「ふっ。見てわからないの？」


　言われてあたしはふたたび店内を見回すと、少し考えてから、


「……死体から漁あさった装そう備び専せん門もん店てん？」


「ないわよそんな店っ！　ここは──」


　ナーガがことばを切った理り由ゆうは、言われるまでもなくわかった。


　店の外。こちらへと近づいてくる気け配はいと足音が一つ。


　ナーガが動いた。


　摑んだままだったあたしのえり首引っぱると、カウンターの裏うらまでひとっとび。そこの戸と棚だなにあたしをほうり込み戸を閉める。


　一いつ瞬しゆんでそれだけの行こう動どうを取ると、ナーガはカウンターの中でくるりときびすを返す。


　店の玄げん関かんに向かって。


　ドアベルが鳴る。


「いらっしゃいませー[image: ]」


　ナーガのやたら陽よう気きなあいさつ。


　棚の戸には、通つう気きのためか細いスリットがいくつも開いている。そのすき間から──あたしは見た。


　でっかい袋ふくろを背せ中なかにかつぎ、店に踏ふみ込んで来たオークの姿すがたを。


　オークの名を聞いたことのない人はまずいないだろう。ゴブリンやコボルトと並ならび称しようされるヒト型ヒユーマノイドの一種で、ある程てい度どの知ち能のうや文化はあるものの、基き本ほん的てきには害がい獣じゆう扱あつかい。


　ベテラン戦士や、あたしのよーな場ば数かずを踏ふんだ魔道士にとってはザコでしかない。


　オークはしばし店内をうろうろしてから、ナタを一ふり手にとって、ナーガに向かって鳴き声を上げる。


　ヴッ。グゴッゴッグブブ。


　おそらくそれは彼らのことばなのだろう。だがあたしにその意い味みはわからない。


　対するナーガは腰こしに手を当て、


「ほーっほっほっほ」


　グゴッヴ？


「ほーっほっほ」


　ヴッグ。ゴッグブグ。


　オークはナタをもとに戻すと、今度は大ぶりの短剣ダカーを手に取り、


　ゴッブブグゥ？


「ほーっほっほっほっほ」


　ヴ。


　ナーガのバカ笑いに、オークは満足そうにひとつうなずくと、ダガーをカウンターに持って来た。


　……通じてる……


　会話通じちゃってますよこの連れん中ちゆう！


　ナーガがバカ笑いで人外モンスターと会話していることもさることながら──この状じよう況きようは──


　あたしが胸のうちで理り不ふ尽じんさをかみしめている最中にも、ナーガがダガーを白いレースで包つつんでピンクのリボンでラッピング。オークが背せ中なかの袋ふくろをカウンターに置く。


　袋の口からちらりと見えたのは何かの動物の毛皮だった。よく見えないが、ちょっと小ぶりのイノシシといったところだろうか。


　おそらくそれが、ダガーの代金。


　ゴッゴッグブブグ。


「ありがとうございましたー[image: ]」


『買い物』を無ぶ事じに済すましてドアベル鳴らし、オークはなにごともなかったかのように店を出ていった。


『客』が帰ったところで、ナーガはくるりときびすを返し、あたしが隠かくれていた棚の戸を開けると、


「と、いうことよ」


　言われて──


「……まさか……ここって……」


　あたしは愕がく然ぜんと言った。


「モンスター用武ぶ・防ぼう具ぐ店っ!?」





　みなさんは、疑ぎ問もんに感じたことがないだろうか。


　ミノタウロスが時々持っているでっかいオノとかは一体どこから生えて来たのか。ゴブリン、オーク、コボルトたちの装そう備びは誰だれが作っているのか。


　もちろん──


　戦せん死しした人間のものを拾ひろったり、彼らで自作したりしている──というのが答え。


　だが。考えてみれば、である。


　多少なりとも知恵のある生き物の世界でならば、需じゆ要ようがあれば、供きよう給きゆうを考えるものが出てきても不ふ思し議ぎではない。


「ふっ。そういうことよ」


　ナーガは無む意い味みに髪かみをかき上げて、


「人間にはその存そん在ざいすら絶ぜつ対たい秘ひ密みつ！


　モンスター装そう備び品ひん専せん門もん店てん『頭蓋砕きスカルマツシヤー』！」


「……サツバツとした店名ねー……っていうかむしろこの場合、ファンシーな建物の方が間違ってるんだろーけど……


　けどちょっと待って。


　人間には秘密って言ってるけど、どう考えてもこの店建てたり、売り物調ちよう達たつしてるのって──」


「ふっ！　甘いわねリナ＝インバースっ！」


　ナーガは、びしぃっ！　とあたしを指さして、


「人工物すなわち人間の手によるもの、なんて考え方は、驕おごり以外の何でもないわっ！」


「……ってことは……」


「そのとーりっ！」


　ナーガはいつものクセで、着てもいないマントをひるがえすしぐさで、


「この店のオーナーはほかでもない、ドワーフなのよっ！」


「うそっ!?」


　あたしは思わず声を上げていた。


　ドワーフという種しゆ族ぞくは誰でも知っているはずだが、現げん物ぶつに出会ったことのある人はまずいないだろう。


　かくいうあたしも今まで出会ったことはなく、魔道士協会で読んだ本や、伝でん聞ぶんでの知ち識しきがある程てい度ど。


　小こ柄がらでがっしりしたひげもじゃの人、という外見で、頭のよさも人間と同じ程度。


　稀き少しよう種族というわけではないのだが、人と彼らがあまり出会わぬ最大の理由は、ドワーフたちが暮くらしているのが、もっぱら地中だからである。


　彼らは地中に穴あなを掘ほり、そこで生まれて暮らして死んでゆく。人より長い寿じゆ命みようを持ちながら、一生地上の空気を吸すったことのない者も多い。


　彼らにとって、新たな大地を拓ひらくというのは地下の拡かく張ちようと同どう義ぎ語ごで、あたしたち人間が地下遺い跡せきだと思っているものの何割かは、実は彼らの住じゆう居きよ跡あとだったのではないか、という説せつさえある。


　そして忘れてはならないのが──彼らの多くが、超ちよう一いつ級きゆうの鍛か冶じ師しにして工芸師だということである。


　人間こつちの社会では、ドワーフ製せいだというだけで武・防具や工芸品に高たか値ねがつくことも珍しくはなく、それらは実じつ際さい値ね段だんに見合ったクオリティを持っているのだ。


　──つまりっ！


　ナーガのことばが本当なら、この店の品物だけでひと財ざい産さんっ!?


　朽くちかけて見える品物の数々も、もしも最初からそういうデザインで作られていたのだと考えれば──


『……秘密だと言うておるのに、べらべらしゃべるし。この小娘は』


　あきれたようなその声は、突とつ然ぜん、あたしの後ろから聞こえた。


「──え!?」


　あわてて後ろをふり向けば──たった今まであたしが入っていた棚の中。その床ゆか板いたがごとりと外れて──


「……よっ……こら……」


　そこからのそのそ這はい出てきたのは、ひげもじゃの小男だった。


「店長！」


　目にしてナーガが声を上げた。するとこの男が──


「ふむ」


　男はあたしのそばに立ち、値ね踏ぶみするようにこちらを見上げる。


　決して大おお柄がらとは言えないあたしより、さらに頭半分低い。ごわごわの赤毛にごわごわのひげ。古びてはいるが手入れの行き届とどいている毛皮の服。


　その姿すがたは、かつて魔道士協会にある本のさし絵で見たドワーフそのままの姿だった。


　……以前出会ったことのある、某ぼう国こくの王位継けい承しよう者しやを縮ちぢめたら、たぶんこんな感じになるだろう。


　彼はあたしに目をやったまま、


「名は？」


「リナ。リナ＝インバース。山にキノコ狩がりに来て、ここを見つけたんで、ちょっと入ってみたんだけど」


「なるほど。


　わしはガント。この店の主じゃ。


　そっちの娘は──」


　と、ナーガを目で指して、


「山の中で行き倒れておったのでな。


　……しかしまさか知り合いとはな」


　ガントは、鋭するどいまなざしをあたしに向けて、


「確たしかにこの店のことは、人間には秘密じゃが、まあ、知れてしまったものは仕し方かたない。


　悪いが口くち封ふうじのため──


　おぬしにも、店のバイトをやってもらうぞ」


　………………………………


「え？」


　あたしは思わず聞き返す。


「店のバイト……？」


　口封じ、と言われた時には、てっきり一戦交えることになるものと、思わず身構えたのだが──


　彼はあごひげをなでながら、


「おぬしら人間からしてみれば、ゴブリンやミノタウロスに武器を売るなどけしからん、ということになるんじゃろうな。


　わしらドワーフにとっては、何者であろうと客は客。人間だけに力を貸かせ、などという言いぐさの方がよほど勝手に聞こえるんじゃが……


　ともかく、こういう店のことが人間たちの間に伝わると、少々うるさいことになる。


　かと言うて、店を見た人間は殺す、などという物ぶつ騒そうなことをやっていては、いつかは人間と戦争じゃ。


　そこで。


　ここを見つけてしもうた人間には、しばらく店を手伝ってもらい、ちゃんとその報ほう酬しゆうも渡す。


　人間の社会に戻もどってから、この店のことを他の者に話せば、自分がそこでゴブリンだの何だのに武ぶ器きを売る手伝いをしていた、と明るみに出ることになる」


「……なるほど」


　あたしは苦く笑しようした。いわば、言い方は悪いが共きよう犯はん者しやに仕し立たて上げてしまうわけである。


「そこまではわかったけど、一つだけ質問。


　なんでこの店、こんなファンシーな外見なわけ」


「そこはそれ、商しよう業ぎよう戦せん略りやくという奴やつじゃ」


　あたしの問いに、ガント店長は得とく意いげににやりと笑い、


「女性客層そうの取り込みを狙ねらっておる」


「女性客っ!?」


　あたしは思わず声を上げた。


　……んーむ……飲食店とかでは、女性客を意い識しきしたつくりにすると売り上げが伸びる、とゆー話を聞いたこともあるが……


　ミノタウロスの女性客とか……あんまし見たくないなぁ……


「ともあれ、バイトの返へん事じをまだ聞いておらんが？」


　問うガントさんに、あたしは笑みを浮うかべると、


「バイト料はでるんでしょーね？」


　問いに、彼は握にぎった右手をつき出して、


「一日でこのくらいかの」


　言って開いた手のひらの上には、小さな金きん塊かいが乗っていた。





『いらっしゃいませーっ[image: ]』


　ドアベル鳴らしてやって来た、ゴブリンの団だん体たいさんたちに、あたしとナーガの声がハモった。


　結局のところ、あたしは素す直なおにバイトの話を引き受けた。


　バイト料も決して悪くはないし、ゴブリンとかを相手に商売するなど、そうそうできる経けい験けんではない。


　……ま、つまりは面おも白しろ半分ということでもあるのだが……


　ともあれ──制服のエプロンドレスに身を包つつみ、ナーガとともにアルバイト開始。




[image: ]


　店がにぎわいを見せはじめたのは、陽ひが落ちてからのことだった。


　ガント店長の話によれば、ゴブリン、オークやコボルトたちの中には、夜にやって来る連れん中ちゆうが多いらしい。


　幸いあたしもゴブリン語ならなんとか話せる。ゴブリンならば接せつ客きやく可か能のう。


　……けどガント店長の話だと、今来てるゴブリンの大半も女性だということに……


　そう思って会話を意い訳やくしてみると──


『わー[image: ]　この片かた手て斧おのチョーかわいい[image: ]』


『でもそれちょっとサイズ大っきくない？


　それよりあんた、こっちのウロコ鎧スケイルメイルの方がゼッタイ似に合あうー』


『えー。でもぉー。あたし的には武ぶ器きの方がぁー』


　……やめよう。考えるのは。


　支し払はらいはもっぱら、植物やら狩かりの獲え物ものやら。つまり、ドワーフたちが暮くらす地下では手に入らないもの。


　ま近で見れば、店内にある商品の古びた外見が、もとからそういうデザインなのだと見て取れた。


　そうやって、ナーガと二人でお客様たちの対たい応おうをしていると──


　ギュゲッ？


　お客さまのうち一人が、いぶかしげに眉まゆをひそめるのと同時に──


　……ゴ……ゴゴゴゴゴ……


　大地が、そして建物が揺ゆれた！


　──地じ震しん!?


　だが、あたしがそう声を上げるより早く。





　どごパぁっ！





　店の床がはじけて散ちった！


　重なる悲ひ鳴めいと破は壊かい音おん！　カウンター内にいたのが幸いしてあたしは被ひ害がいを受けなかったのだが──


　見れば、店の床に、ぽっかりと大おお穴あなが開いていた。


　片かた隅すみにナーガがいるのは見えたが、お客さまたちの数が減へっている。まさか、この穴に落ちたのか──？


「何なに事ごとだっ!?」


　今の音を聞きつけて、棚の地下から飛び出してきたガント店長は、店の惨さん状じようを目まの当たりにして小さく呻うめく。


「……い……一体何が……」


『ふはははははは！　すまんなガント！』


　店内に響ひびくくぐもった声。


「貴き様さまっ！」


　吠ほえる店長がにらみつけたのは、店の床に開いた大穴。


　その奥から──


　何かがゆっくりとせり上がって来る。


　まず見えたのは一本の角。それを生はやした玄くろ鉄がねの兜かぶと。その顔には悪あつ鬼きを模もしたフェイスガード。


　黒い全身鎧フルプレートに身を包つつんでマントを纏まとい、堂どう々どうと腕うでを組んだ──体たい格かくからして、一人のドワーフ。


　だが。それで終わりではなかった。続いて見えたのは、穴に落ちたはずのゴブリンたち。そしてそれらを上に乗せた──


　一匹の、鎧よろいを纏った巨大なモグラがその鼻はな面づらを床から上に現あらわした！


　黒くろ騎き士しは、モグラの鼻の高みから、ガント店長を睥へい睨げいし、


「我わが愛あい騎き、この大土竜オオモグラゲンエンゴンブの手た綱づなを少々過あやまってな」


「噓うそをつけっ！　わざとじゃろっ！　露ろ骨こつないやがらせをしおって！」


　顔を怒いかりで朱しゆに染そめて、ガント店長は声を上げる。


「……知り合い？」


　店の隅すみでナーガが漏もらしたつぶやきを、ガント店長は耳にして、真っ向黒騎士を指さすと、


「奴は我がライバル店『万魔殿パンデモニウム』店長、暗黒騎士アビスフレイム！」


「……店長の名前じゃないし。それ」


　あたしの力ないつぶやきは、ゴブリンたちが暗黒騎士に向かって上げたブーイングにかき消された。


「しかし、ものは考えようだぞガント！」


　そんなゴブリンたちのブーイングさえも凌りよう駕がして、暗黒騎士は声をはり上げる。


　圧おされて静まるゴブリンたち。


「こんな、女子供に媚こびを売る武・防具屋などやめてしまえばいいのだ！」


　ふたたびゴブリンたちのブーイング。


「武器とは戦うためのもの！　覇は道どうの気き概がい無なき者に武器を手に取る資し格かく無し！」


「護まもるための武器もあろう！」


　うそぶく暗黒騎士に向かってガント店長が吠ほえる。しかし。


「笑しよう止し！　おためごかしを並ならべたところで、しょせん武器とは即すなわち力！


　我わが『万魔殿パンデモニウム』は惰だ弱じやくな貴き様さまと違い、覇道を志こころざす者たちのためにひらかれた店！


　我われ等らの武器を掲かかげた者が、やがて人間たちをも排はいして世界を制せいす！　それこそが我等の野や望ぼう！」


「なーにをえらそーに」


　響ひびいた声に全員の視し線せんが集まった。


　──あたしに。


「……ほう。人間か」


　たった今気づいたかのように、暗黒騎士は言い放つ。


「自らの権けん勢せいを脅おびやかす者は非ひ難なんするか。傲ごう慢まんにして暗あん愚ぐなり！」


「どやかましいっ！　ひとのバイト先モグラでぶち壊こわしといて、えらそーに寝ね言ごと並べるなって言ってんのよっ！」


「ふははははははははは！」


　響いた豪ごう快かいな笑い声は、ガント店長の上げたものだった。


「この娘の言う通り！　一本取られたのぅ。アビスフレイム！」


　言って、あたしと暗黒騎士との間にずいっと割わって入り、ちらりとこちらに目をやってから、


「だがそれならばこそ、これはわしとアビスフレイムとの問題！


　ここはわしに任まかせてもらおう！」


　彼にそう言われれば、こちらとしてもこれ以上食い下がるわけにもいかない。あたしがうなずき口をつぐむと、店長は暗黒騎士をにらみつけ、


「ならば勝負じゃアビスフレイム！　明日から十日間の売り上げ勝負で、わしが勝てば、その兜、脱ぬいでもらうぞ！」


「よかろう！　ただし我が勝利した暁あかつきには、この店の外装内装、ともに闇やみの色に塗ぬりつぶさせてもらおうか！」


「もしそうなれば、貴様なんぞの手を借かりるまでもなく、わしがこの手で黒塗りしてやるわいっ！」


　二人の視線が火ひ花ばなを散ちらす！
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「ふ！　後こう悔かいさせてやるぞガント！　せいぜい十日後を楽しみに待っておるのだな！


　ゆくぞゲンエンゴンブ！　ふはははははははは……！」


　アビスフレイムと哄こう笑しようを乗せて、巨大モグラはゆっくりと地面の中に沈しずんでゆく。


　あとには、あたしとナーガと店長と、客のゴブリンたちだけが残された。


　耳が痛くなるような静せい寂じやくの中──


「よおおっし！」


　店長は、ぱんっ！　と手と手を打ち鳴ならし、


「そういうわけだお客さんがた！　明日っから……いや、ケチなことは言わねえで、今日からしばらくは全品二割わり引びきだ！


　知り合いの皆みなにも言っといてくれよ！」


　ギュゲーッ！


　店長の割引宣せん言げんに、ゴブリンたちは歓かん声せいを上げると、床の穴のことなどすっかり忘れて買い物に興きようじはじめたのだった。





　一夜明けると──床の大穴はきれいさっぱり消えていた。


　昨さく夜やは真ま夜よ中なか頃ごろに閉店し、店内地下にある従じゆう業ぎよう員いん寮りようでひと眠り。朝やや遅おそくに目がさめて、店に顔を出してみると、すでに床の穴は消えていたのだ。


　店長にそのことを言うと、さらりと返って来たのは『直した』のひとこと。


　……うぅむ……ドワーフの工作能力恐おそるべし……


　遅い朝食兼けん昼食をとり、昼すこし前に店を開ける。


　客入りは、昨日よりも圧あつ倒とう的てきに多かった。


　ゴブリンたちの口コミか、ゴブリンはもとよりコボルト、オーク、客はほとんどとぎれることなくやって来る。多い時には、あたしとナーガ二人がかりでも、対たい応おうしきれないことさえも。


　オークやコボルトのことばを知らないあたしはもっぱらゴブリン担たん当とう。他の客はナーガの担当である。


『鋼はがねのウロコ鎧スケイルメイルお買い上げですね。代金の鹿しか二頭お預あずかりします[image: ]』


「ほーっほっほっほ」


『ご贈ぞう答とう用ですかご自じ宅たく用ですか？　包ほう装そうのリボンの色はいかがいたしましょう？』


「ほーっほっほっほ」


　品物を売った、動物とか植物とかの『代金』は、ぽんぽんとカウンター奥の棚にほうり込んでいく。


　そこには戸棚が四つ並んでおり、床が開くようになっている。一つは店長のプライベート通路。一つは従業員用地ち下か寮りよう。一つは在ざい庫こ品ひん倉そう庫こで、一つは代金……というか品物の貯ちよ蔵ぞう庫こになっている。


　いそがしいと、モノをほうり込む棚をうっかり間違えることもあり、昨日きのうも寮に下りてみると、イノシシの死体が転がっていて、イヤな気分になったものである。


　ガント店長はひっきりなしに倉庫と店とを往おう復ふくして、商品補ほ充じゆうや『代金』整せい理りに追われている。


　いそがしいままに時は過すぎ、夕方に、夜になるにつれますます客は増ふえてゆき──


　やがて。


　ブグゴッ？


　お客さまのうち一人、オークがいぶかしげに眉をひそめるのと同時に──


　……ゴ……ゴゴゴゴゴ……


　大地が、そして建物が揺ゆれる！


　──まさか……この展てん開かいは……？


　予よ感かんがあたしの背を駆かけて──





　どごパぁっ！





　予想通り。店の床がはじけて散ちった。


　それはまさに昨夜の再さい現げん。重なる悲ひ鳴めいと破は壊かい音おん。違うのは、穴から出てきたのが暗黒騎士とモグラではなく、人間を丸飲みできるほどの太さがある大ミミズ！
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「これはっ……！　おそらくライバル店のいやがらせじゃっ！」


　その光こう景けいに、ガント店長が声をはり上げる。


「お客さん方！　手近な武器をお貸かしする！　撃げき退たいにご協力を！」


　宣せん言げんに、客たちの雑ざつ多たな雄お叫たけびが一つになって──


「氷の槍アイシクル・ランス！」


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　こきかきぱきぃぃぃぃんっ！


　だが客たちが動くより早く。


　ナーガの冷れい気き呪じゆ文もんが瞬しゆん時じに大ミミズを凍こおらせて、それをあたしの放った一いち撃げきが粉ふん砕さい！


　あまりの手て際ぎわの良さに、客たちと店長も拍ひよう子し抜ぬけして動きを止める。


「ほーっほっほっほ！　この程てい度どの相手、お客様たちの手をわざわざわずらわせるまでもないわっ！」


「そーゆーことっ！」


　……だが、暗黒騎士むこうがそーゆーつもりならば上等。どーしても売りたいケンカなら喜んで買うっ！


　あたしとナーガは視し線せんを交わし、同時に大きくうなずくと、


「店長っ！　ちょっと向こうに苦く情じよう言ってきますっ！」


　言った時にはあたしはすでに身をひるがえし、ナーガとともに、ミミズの開けた穴へと飛び込んでいた！


「……ち……ちょっと待……！」


　ガント店長の声が頭上で響ひびくが──


「浮遊レビテーシヨン！」


「明りよライテイング！」


　その時すでに、あたしとナーガは肩を組み、空中浮ふ遊ゆうと明あかりの術じゆつをそれぞれ唱となえて、大地の奥へと進んでいた──





　大ミミズが暗黒騎士のさしがねならば、穴を辿たどって行きさえすれば、自然と相手のアジトに着く──はずだった。


　だが。


「……これは……考えてなかったわね……」


　長い穴あなを通り抜け出た先の空くう洞どうで、あたしはナーガと顔を見合わせてつぶやいた。


　半はん球きゆう状じようの空洞には、あたしたちが今やって来た以外にも、上や左右にいくつもの穴が開いていたのだ。その数、ざっと見たところ十ばかり。


　これは、へたに進むと間違いなく迷まよう。


「一いつ旦たん戻もどってガント店長に、相手の店の場所をちゃんと聞いた方が……」


「ほーっほっほっほ！　何を弱気なことを言ってるのかしらっ！　リナ＝インバースらしくもないっ！」


　あたしの提てい案あんに、しかしナーガはバカ笑いをこだまさせ、


「第一あの店長のことよ！　相手の居い場ば所しよを教えてくれるどころか、『これはわしの問題だ、お前たちは店番をしておれ』とか言われるのがせいぜいよっ！」


「たしかに言いそうね……」


「もしも店長に止められたら、示じ談だんって名目で相手を倒たおして奪うばい取ったドワーフ製せい品ひんを地上で売ってまるもうけ、っていうわたしたちの夢はどうなるのよっ!?」


「いつそんな話になったっ!?


　そもそも、いくらドワーフの製品だからって、見た目おんぼろでゴブリンやコボルト用の武・防具なんて、誰も買って……どころか、ドワーフ製だってことすら信じてもらえないわよっ！」


　一いつ気きにまくし立て、ナーガを沈ちん黙もくさせてから、


「──とはいえ──


　相手には、やらかしたことのツケはちゃああんと払はらってもらわなくちゃあね。


　問題は──


　どうやって相手の居場所をつき止めるか、なんだけど……」


　魔ま力りよくの明りが照てらす中、あたしはぐるりとあたりを見回す。


　上には、あたしたちがやって来た、やや大きな穴の他にも穴が二つ。四方にはそれぞれの方へと向かう大小の──


　………………そっか。


「こっちよ」


　言うとあたしはナーガの返事も待たず、横手に開いた穴の奥へと入って行く。


　ナーガはあたしのあとをあわててついて来ながら、


「ちょっとリナ、なんでそんなことがわかるのよ？」


「穴が大きいからよ」


　かがんで進みつつ、あたしは言った。


　比ひ較かく的てき大きな穴とはいえ、さすがに立ったままだと頭を打ちそうになる。


「大ミミズくらいの大きさなら、他の穴でも通れるだろうけど……


　昨日来た大モグラとなれば話は別よ。


　これくらいのサイズは必ひつ要ようってわけ」


「ふっ。なるほど」


「それに、今日のミミズを暗黒騎士とやらがけしかけたって証しよう拠こはないけど、昨日のモグラは間違いなくあいつのせいなんだから。


　あとはこの穴を通って行けば──」


　言いかけて、あたしは沈ちん黙もくした。


　目前に続く長い横穴。そのはるか先の闇やみの中に、何かの気け配はいが存そん在ざいした。


　ほどなく──


　低い地じ鳴なりの音と共に、何かがこちらに向かってやって来る！


　大モグラか大ミミズか!?　しかしどっちにしろ、凍りつかせてぶち砕くだく！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ、


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　放った一いち撃げきは前方の闇で、確かに何かにぶち当たる！


　おしっ！　手ごたえありっ！


　だが──


　……ど……どどどどどっ……！


　地じ鳴なりは一いつ瞬しゆん滞とどこおったものの、すぐさま再び近づいて来た！


　ばかなっ！　まさか効きかなかった!?


「ナーガっ！　明りを前にっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


　ナーガはコントロールしていた魔力の明りを、あたしの肩かた越ごしに前へと放つ！


　その光に照らされて──


　見えたのは、こちらに向かってなだれ来る、普ふ通つうサイズの無数のミミズたち！


「み、みぃぃぃぃぃぃぃぃぃッ!?」


　あたしとナーガと絶ぜつ叫きようを、ミミズ雪崩なだれが呑のみ込んだ！







（地底王国の脅きよう威い：つづくっ！）
















　次回予告





　今回のラストを書いててふと思い出す。


　作者が子供の頃ころ、実じつ家か近くの田んぼでボール遊びをしていてボールが溝みぞに。


　ヘドロの上に落ちたボールを取ろうと手を伸のばし、気づく。それがヘドロではなく、びっちり集まったダンゴ虫の群むれなのだと。


　っうあああああぁぁぁぁぁぁッ！


　あーもーせっかく忘れてたのにっ！


　次回予告!?　どうでもいいじゃないかそんなもん！（逆ギレ）


　次回、『地底王国の脅威』後編。


　予告内で大変お見苦しい点があったことを深くおわびするから待て！




地底王国の脅威［後編］













　あらすじ





　人ひと里ざと離はなれた山の中、リナが偶ぐう然ぜん見つけたのは、ファンシーな外見の店と店員をやっているナーガ。


　聞けばそこは、ドワーフのガントが経けい営えいする、モンスター用装そう備び品ひん専せん門もん店てんだという！


　いろいろあってナーガとともに、店員のアルバイトをはじめるリナ。


　だがその夜、店の床ゆかをつき破やぶって現あらわれたのは、大モグラを駆かるライバル店の店長、暗あん黒こく騎き士しアビスフレイムだった！


　行きがかり上売り上げ勝負をすることになった二店てん舗ぽ。


　そして次の日、また店の床をつき破り、暗黒騎士が送りつけたとおぼしき大ミミズが現れる！


　怒いかりに燃えたリナとナーガは、大ミミズの穴あなを逆ぎやくにたどって、相手の店を目指す！


　しかしその途と中ちゆう、あるトラブルがリナたちを襲おそったのだった！







　ぼんやりとした明りが見える。


　次に感じたのは、しめった土のにおい。


　あたしは数すう度どまばたいて、ようやく、自分があおむけに寝ねていることに気がついた。


「お。気づいたか」


　男の声に目をやれば、そこにはツナギを着た、黒くろ髪かみにゴーグル姿すがたの見知らぬ──ドワーフがひとり。


　決して広いとは言えぬ部屋。天てん井じように埋うめられた小さな光石フロウストーンが、部屋の中をぼんやりと照てらしている。


「……あれ……？」


　つぶやいて身を起こす。


　一いつ体たい……なんでこういうことに……？　いまひとつ頭がはっきりしない。


「いやぁ。まさかあんな所に誰だれか……しかも人間がおるとは思わんかったぞ」


　言いながらドワーフは、あたしの方に歩み寄よる。


　あたしが寝かされていたのはベッドの上。ドワーフ用のものなのだろう。普ふ通つうのよりもひと回り小さい。


「……あたし……一体……？」


　それでも少しずつ頭がはっきりしてくる。


　店の床に開あいた穴から、ナーガといっしょに地ち下かに降おりたのはおぼえている。そしてそのあと……


　……あれ……？　そのあと……？


「憶おぼえておらんのか？」


　ドワーフは、伸のばした黒ひげをなでながら大おお真面まじ目めな顔で、


「お前さん、ミミズ雪崩なだれに巻き込まれたんじゃよ」


「ミミヅ……？」


　わけのわからない発言に、あたしは思わず問い返す。


「おう。大モグラのエサを集めるための、ミミズ追い込み猟りようをしておってな。


　そこにあんたは巻き込まれたってわけだ。


　服は一いち応おうざっと拭ふいておいたが。


　憶えておるか？」


「はっはっはっは。何を意い味み不ふ明めいな冗じよう談だんをおっさっているのですか。みミズに巻き込まれるなどというそんなナンセンスなこと、現げん実じつにあるわけないじゃあないですか」


　ドワーフ殿どのの冗談に、いつもと全く変わらぬ調ちよう子しで言うあたし。しかし全ぜん身しんのふるえが止まらないのはなぜだろう。


　そんなあたしに、ドワーフは気の毒どくそうな目を向けて、


「……あー……ショックで記き憶おくがな……」


　小さなつぶやきは、あたしの耳にかろうじて届とどいた。


　一体何を言うのやらこのドワーフ様は。


　これではまるで、あたしが何かの理り由ゆうで、部ぶ分ぶん的てきに記憶を失っているように聞こえてしまうではありませんか。まったくもう。


　あたしとナーガは地下に入り──えーっと……そう！　落らく盤ばん！　思い出した！　落盤に遭あって気を失ったのだ！


　そーよ落盤ビバ落盤！　落盤ならすべての謎なぞに無む理りなく説明がつくっ！


　あたしは余よ裕ゆうを取り戻もどし、ベッドから降りつつ笑みを浮うかべて、


「……なるほど。あたしが落盤に遭ったところを、あなたが助けてくれたのね。


　ありがとございます」


　礼れいを言うあたしに、ドワーフは、なぜか病人を気づかうかのような視し線せんを送り、


「……ああ。そうじゃな。落盤じゃ落盤」
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　ほらやっぱしそうだった[image: ]


　すべての真しん実じつが無ぶ事じ解かい明めいされたところで。


「えっと、そういえばまだ名な乗のってなかったけど、あたしはリナ。リナ＝インバース」


「わしはブドゥドじゃ」


　名乗り合ったところで、あたしはふと、どーでもいーことを思い出す。


「ところでブドゥドさん、あたしを見つけた時、他にもう一人いませんでした？」


「いや。わしが見つけたのはお前さん一人じゃったが……


　まさか、他に誰かおったのか!?」


「いや。いーですいーです。別に」


「いい、って……よくないじゃろ!?　まあ確たしかに、ミミ……ゴホッゲホッ……あの程てい度どの落盤で死んだりはせんとは思うが」


「あたしもそう思います」


　ことに、相手がナーガとあっては。


「たぶんまた、どこかでひょっこり出会うでしょうし。


　それでその……助けてもらったお礼れい……」


「あー。いらんいらんそんなもん」


　あたしのことばを遮さえぎって、ドワーフはぱたぱた手を振ふると、


「お前さんがた人間は、取とり引ひきや礼に、金や銀でできたコインを使うという話を聞くが……　正直、そんなもんをもらってもあんまり有あり難がたくはないからの。


　わしらにとっての金や銀は、無む価か値ちとは言わんが、掘ほる所を掘れば出てくるモノじゃ。


　細さい工く師しならば材ざい料りように使うんじゃろうが、わしのような大モグラ飼がいにとっちゃあ、あまり意い味みはないからの」


「そうですか……ならおことばに甘えさせてもらいます」


　あたしは頭を下げて一礼すると、


「ところで──大モグラ飼いって言いましたけど、やっぱり牧ぼく場じようみたいなところで飼し育いくしてるんですか？」


　一体どんなふうになっているのか。好こう奇き心しんを抑おさえきれずに尋たずねると、


「なんなら見けん学がくに──あ。しかし、エサ用のミミズ槽そうとかがあるが……」


「見学はえんりょします。」


　気がつけば、あたしはなぜか即そく答とうしていた。


「あ。いや。


　考えてみたらあたし、やらなきゃあならないことがあるんです。


　このあたりに……アビスフレイムってひとがやっている、万魔殿パンデモニウムっていう武ぶ・防ぼう具ぐ店ってあります？」


「おう。知っとる知っとる」


　ブドゥドさんはうなずきながら、


「結けつ構こうがんばっとるよなあの店も。チェーン店展てん開かいとかいうのか？　なんでも最近も新しい店を出したとか噂うわさを聞くし。


　いやぁ。たいした繁はん盛じようぶりだ。できればうちもあやかりたいもんさ」


　言ってがはははと声を上げて笑う。


　なるほど。裏うらで他店へのいやがらせをやっているのは知られていないわけか。


　とはいえ今ここで、そんなことを訴うつたえたところで仕し方かたない。


　あたしはにこやかな笑みを浮かべ、


「じゃあ、アビスフレイムさんのいる……本店、になるんですか？


　そこまでの道って教えてもらえます？


　ちょっと用があって」


　もちろん、『これから店を荒らされたおかえしをしに行きます』などとはさすがに言えないが。


「本店……本店……おう、あそこか。


　それなら大モグラでちょっと行ったところにあるが……


　なら、うちの大モグラで送ってやるよ。歩いて行くにはちとあるからな」


　言って彼は、にかっ、と豪ごう快かいに笑ったのだった。





　家を出ると、あたしは思わず吐と息いきを漏もらした。


　そこにひろがるドワーフ世界の光こう景けいに。


　実じつは家そのものも、巨大な一つの岩をていねいにくり抜いて作られているという、かなり驚きよう異い的てきなものだったのだが──


　外の景色けしきはそれ以上だった。


　浅いすり鉢ばちを上下に合わせたような、広大な空くう間かん。


　大きさは──小さな町くらいなら、丸々すっぽり入ってしまうだろう。


　その全体が薄うすい光を放っていた。


　地下空くう洞どうの天と地とを、繫つなぎ支ささえる何本もの柱はしらは、あきらかに何者かの手によって作られていた。


　つまり。


　この地下世界、すべてがドワーフの手によって作られたものなのである。


　すり鉢のまわりにそって道が走り、その道に面して家々の玄げん関かんが並ならんでいる。


　道の壁かべすべてにヒカリゴケが生えて──いや、植うえられている。ゆえにこの地下空洞そのものが薄く光って見えるのだ。


　さらに通りの角ごとに光石フロウストーンが埋うめ込まれ、街がい灯とうの役やく割わりを果はたしている


　あちこちの道を、ドワーフを乗せた大モグラが走り回っており、何かの工事かはたまた鍛か冶じか、遠く近くで槌つち打うつ響ひびき。


「ここでちょっと待ってな」


　ブドゥドさんは家を出ると、少し先の角を折おれて姿を消す。


　おそらくモグラ牧場だか何だかに、大モグラを取りに行っているのだろうが。


　あたしがその場で、しばしおとなしく待っていると──


　……どど……どどどどドドドド！


　重い響きはだんだんその大きさを増まし──


　ずドドドドドドざざしゃぁぁぁぁぁっ！


　轟ごう音おんは、そばの角から、土つち煙けむりを引きずる黒い巨体となって飛び出した。


　直ちよつ角かくに曲がって突っ込んで来ると──あたしの目の前で急きゆう停てい止し。


　ずんぐりと太い前足後ろ足。背までの高さはあたしとほぼ同じ。全長となるとその倍ばいくらいはあるだろう。


　毛むくじゃらの巨体は、普ふ通つうサイズのものとは多少体のバランスが違ちがってはいたが、どこから見てもそれはモグラ以外のものには見えなかった。


「待たせたな」


　その背せ中なか──モグラにつけた複ふく座ざの鞍くらにまたがって、ブドゥドさんはにかりと笑う。


「わしの愛あい騎き、バルダイズじゃ。


　さあ、乗れ」
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　さしのべられた手を取って、あたしが鞍に乗るのを待って──


「行けバルダイズ！」


　号ごう令れいとともに手た綱づなが鳴なって、そしてモグラは走り出す！


　大地が揺ゆれて風が鳴る。あたしはあわてて奥おく歯ばをかみしめ、ブドゥドさんに後ろからしがみつく。


　スピードもすごいが揺れもすごい。荒れ地を全力疾しつ走そうする馬車のよう、と言えばわかってもらえるだろうか。


「ちょいとばかり揺れるが我が慢まんしてくれ！


　それと、迂う闊かつにしゃべると舌したぁ嚙かむから注意しな！」


　やたら激はげしい揺れの中、ブドゥドさんは平へい然ぜんと声を上げる。


　あたしの方は、うー、と、返へん事じというより呻うめきに近い答えを返すのがせいいっぱい。


　大モグラはしばらくすり鉢の周りに沿そって走り、やがて十じゆう字じ路ろで二本ほど底そこ側がわの道に下りると、また円えん周しゆうに沿って走り出す。


　……曲がる時にもほとんど減げん速そくしないのは、かんべんしてほしいところだが。


　しばらく駆かけて──やがて、大空洞から離はなれる横よこ穴あなへと入る。ヒカリゴケが壁のところどころに植えてあるだけの道をしばらく走り──ほどなく。


　大地に爪つめをつき立てて、大モグラが停止する。つんのめるあたしに、ブドゥドさんの声がかかる。


「着いたぞ」


　そこは──普通の洞どう窟くつだった。


　大きな洞窟ではあるが、ただそれだけ。


　岩いわ肌はだも、今出てきた穴を除のぞけば、人の手が加わった跡あともない。


「ここからはもうパンデモニウム本店の敷しき地ちじゃ。


　こっちにまっすぐ行けば玄関じゃ」


　言って彼は、洞窟の一方を指さした。


　そちらの方に目をやれば、確たしかにヒカリゴケとは違う明りが見てとれた。


　あたしはモグラから下りると、ブドゥドさんにぺこりとおじぎ。


「ほんっと、いろいろありがとうございました」


「うむ。達者でな


　──行くぞバルダイズ！」


　彼は笑みを浮かべると、手た綱づなを操あやつり大モグラを方向転てん換かんさせると、そのままもと来た方へと去って行った。


　後ろ姿を見送って、あたしは大きく息をつく。


　──よーし。


　いよいよこれからが本ほん番ばんである。


　あたしはくるりときびすを返し、歩みはじめる。


　暗あん黒こく騎き士しアビスフレイムの支し配はいする、パンデモニウムを目ざして──





　扉とびらが重い音を立て、開く。


　店の中にいるものたちの視し線せんが、一いつ斉せいにあたしに集まった。


　瞬しゆん間かん、空気が凍こおりつく。


　店の広さは、ガント店長の店、頭蓋砕きスカルマツシヤーに比くらべると、三倍近くはあるだろう。


　ダークブルーの色しき調ちようで、おどろおどろしい内ない装そう。光石フロウストーンの照しよう明めいもあるのに、雰ふん囲い気きを出すためだろう、わざわざあちこちにかがり火が焚たかれている。


　店内にいるのはオークにオーガにミノタウロス、ゴブリンコボルトトロルに、なぜかエルフの女性まで。かなりのはんじょうっぷりである。


　その全員があたしを見ていた。


　──なぜ人間が──


　そんな視線で。


　あたしは臆おくせず、


「店長のアビスフレイムは!?」


　問いかけに、ワンピース水着同どう然ぜんの赤い革かわ服ふくを着た女エルフの一人が、ちらりと視線を走らせた。


　カウンターの奥に並ならんだ棚たなの一つに。


　あたしはそれを見逃さなかった。


　まっすぐ店を駆かけ抜けて──


「あっ……あのっ……！」


　後ろで女の声がするが、とーぜんそんなものは無む視し！


　カウンター乗り越こえ棚を開け──要よう領りようは、ガント店長の店でわかっている。そこの床ゆか板いたをはね上げて──


　開いた穴に向かって、あたしは迷まよわず身を躍おどらせた！


　降おり立った先はまっすぐな通つう路ろ。そこに面してドア二つ。


　耳をすませば、そのうち手前の部屋の方から、声が聞こえる。


　ドアノブに手をかけ、ゆっくりと回す。幸い手入れがいいのか、ノブは音もなく回った。


　ドアを小さく開き──その奥に、あたしは二人の人ひと影かげを見た。


　一方は、上にいたのと同じような、露ろ出しゆつ度どの高い革服を着た女エルフ。


　そしてもう一方は──


　前に見たのと全く同じ、顔すら見せず、全身を鎧よろいに包んだ、暗黒騎士アビスフレイム！


　二人はテーブルにさし向かいで腰こし掛かけていた。


　一体何を話しているのか──


　息を殺せば、女エルフとアビスフレイム、その会話があたしの耳にも届とどいて来る。


「……私だって仕事を続けたいんです。家に閉じこもってばかりだと世せ間けんが狭せまくなりますし。


　けど彼は、自分の稼かせぎで食べさせてやるからバイトなんてやめろ、って……


　やっぱり彼って、私を家に閉じ込めたがってるんじゃないかと思うんです……」


「……うーむ……しかし、どういうつもりなのかは、彼に確たしかめてみんとな」


　アビスフレイムは、テーブルに置いたドリンクのストローをフェイスガードのすき間にさし込み、ひと口すすると、


「確かにひょっとしたら、おぬしを専せん業ぎよう主しゆ婦ふにしたがっているのかもしれん。あるいはおぬしが働くことで、自分の稼ぎが少ないと暗に言われているような気分になっておるのかもしれん」


「そんな……」


「あるいは、うちのその制せい服ふくが気に入らず、おぬしにその格かつ好こうをしてほしくないだけなのかもしれん。


　しかしいずれにせよ、彼がおぬしを思うてくれておることに変わりはあるまい。


　まず必ひつ要ようなのは、よく話し合い、お互たがいの気持ちを確かめ合うことじゃ。


　店をやめるやめんは、その後で考えればいい話じゃろう？」


「……はい……ありがとうございます店長」
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　……じ……


　従じゆう業ぎよう員いんの相談受けてるぅぅぅぅっ！


　暗黒騎士が人生相談受けてやがりますよ!?


　それもなんだかめっちゃ親切に！


　………………どぉしよう。これ。


　ここで例えば、『むっふっふワシの女にしてやろう』『あれぇぇっ！　やめてぇぇっ！』などという典てん型けい的てきな悪あく事じシーンが展てん開かいしていれば、『そこまでよっ！』と颯さつ爽そう乗り込むこともできたのだが……


　この状じよう況きようで『そこまでよっ！』なんぞとぬかして乱らん入にゆうすれば、あたしの方が人間失しつ格かくである。


　……さてはてどーしたものやら……


　困こまって戸口で固まっていると──


　たまたまか、あるいは気け配はいを感じたか。いきなりアビスフレイムがこちらを向いて──


　視し線せんが合った。


　そのまま二人の動きが止まり──


「？　どうしたんです店長？──あっ！」


　女エルフがこちらに気づき、非ひ難なんがましい声を上げた。


　気まづい。


　めっちゃ気まづいですよ。


　仕し方かたなくあたしは、ドアを開いて、あいそ笑いなど浮かべつつ、


「え、えっと、アビスフレイム……店長に用があって……」


「聞いてたんですかっ!?　今の話っ!?」


　顔を怒いかりと恥はずかしさで真っ赤に染そめて、うっすら涙なみだすら浮かべながら女エルフが声を上げる。


　あたしはあわててぱたぱた手を振ふり、


「いやいやいや。聞いてない聞いてない。今来たところ今来たところ」


　その巧こう妙みような噓うそを、しかし彼女はあっさり噓だと見み抜ぬいたらしく、


「……最さいっ低てい……」


　小さく吐はき捨てると、そのままダッシュであたしのそばを通り過すぎ、店の方へと駆かけてゆく。


　あとは──


　あたしとアビスフレイムと、気まずい空気が残された。


　……なんか……すっごい罪ざい悪あく感かんが……


　そんな空気を変えようと、アビスフレイムは、ごほんっ、とひとつセキをして、


「あー……お前は確か、ガントの所の従業員……だな」


「……あ……はい……」


「まあ今のことは……こっちの事じ情じようなんぞわからんかったのだろうし、気にするな」


「……すいません……」


　……なんかなぐさめられてるし。あたし。


「すると今日は──」


　アビスフレイムのことばをそこでさえぎって。





　ずドンごぉぉっ！





　盛せい大だいな爆ばく発はつ音おんは、店の方から聞こえたのだった！





「ほーっほっほっほ！　出てくるがいいわ暗黒騎士アビスフレイム！


　この白蛇サーペントのナーガが直じき々じきに話をつけに来てあげたわよっ！」


　あたしとアビスフレイムが店に戻ると、そこではほぼ予よ想そう通りの光こう景けいが展開していた。


　攻こう撃げき呪じゆ文もんを受けたのだろう。店の出入り口は吹っ飛んで、もうもうと土つち煙けむりが立ちこめている。


　店の中央近くにある商品展てん示じ台だいの上には、エプロンドレスで仁に王おう立だちになったナーガの姿！


　ほら。やっぱしひょっこり出てきた。


「ナーガっ！」


　あたしが駆かけ寄より、声をかけると、彼女はこちらを見下ろして、


「あらリナ、あなたも来てたの？


　あの鉄砲水でよく無ぶ事じだったわね」


　わけのわかんないことを言う。


「鉄てつ砲ぽう水みず？　落盤でしょ？」


　眉まゆをひそめてあたしが問うと、ナーガの方もいぶかしげに、


「何言ってるのよリナ。あれは──」


　言いかけてことばを区く切ぎったナーガの瞳ひとみに、一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふの色が揺ゆれた。


　──ああ……そうか──


　その瞬しゆん間かん、あたしは悟さとった。


　きっとナーガは、落らく盤ばんに遭あったショックと恐怖でその時の記き憶おくを意い識しきの奥に封ふう印いんし、かわりに、鉄砲水に遭ったという噓うその記憶を自分で作ってしまったのだろう。


　いつものあたしなら、そのへんのことをじっくり責せめてつついてみたい気になるところだが、今回に限かぎってはなぜかそーいう気になれない。


　きっと人間がひとまわり大きくなって、より寛かん大だいになったとかに違ちがいない。成せい長ちようしたなぁ。あたし。


「まあそんなことはどうでもいいけどっ！」


「そうねっ！」


　とりあえずその話はお互たがい切り上げて、あたりに視し線せんを走らせる。


　こちらに敵てき意いのまなざしを送る、並なみ居いる『客』たち。あわてて店の隅すみに走って逃げるエルフの店員たち。そして。


「おのれ！　さてはスカルマッシャーの妨ぼう害がい工作か！」


　自分のやらかしたことを棚に上げ、暗黒騎士アビスフレイムが声をはり上げる。


「女子供に媚こびを売る店の正体が、すなわちこれか！


　ならばこちらも受けて立つまで！


　パンデモニウムに集つどいし者たちよ！


　今こそその手に武ぶ器きを取れ！


　そして我われらが敵を打ち砕くだくのだ！」


　ウオォォォォォォォォォォッ！


　客たちの雄お叫たけびが響き渡る。


　ゴブリン、オーク、コボルトが。オーガがトロルがミノタウロスが。ダガーを剣をスピアを斧おのを。


　それぞれが、手近にあった思い思いの武器を手に取り、こちらに向かって身み構がまえる！


　なるほど。一方的にあたしたちを悪役に仕し立たてて始し末まつしよう、というわけか。


　従業員や客にとってはいい店長でも、やはり悪あく党とうは悪党か。


　ならばこっちも手かげんの必要はなし！


　地下ゆえに、あまりメチャな無む差さ別べつ広こう範はん囲い型がたの攻撃呪文は使えないが、この程てい度どの敵が相手ならじゅーぶんっ！


「ゆけぇっ！」


　アビスフレイムの号ごう令れい一いつ下か、吠ほえて客たちは駆けて来る！


　だが──いかんせん、連れん携けいも何もなっていない！


　あたしは口の中で呪文を唱となえつつ、逆ぎやくに相手のまっただ中に突つっ込こんで行った！


　まさかそう来るとは思っていなかったのだろう。あわてたミノタウロスが、ふりかぶっていた斧を横向きに大おお振ぶりする。だがそんなものが当たるはずもなく。


　あたしは身を低くしただけで、風切る斧の下をかいくぐり、さらに走る。


　突っ込まれ、算さんを乱みだしてオークとコボルト一匹ずつがぶつかり、もつれ合って転ぶ。


　ミノタウロスはあわててきびすを返し、あたしの背を──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　だがそこに。ナーガの放った冷気呪文、十数条が降ふりそそぐ！


　ききかきぃぃぃぃぃぃんっ！


　ミノタウロスが、そしてそのそばにいた、コボルトやオークたち何匹かがまとめて凍こおりつく。


　ちなみにあたしは、ミノタウロスが盾たてになっていて被ひ害がいなし！


　まわりの連れん中ちゆうが動けぬその機に、あたしは横に飛び出して──


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　同じ呪文で、今度はナーガの方にかかって行こうとしていた連中を氷づけに。


　これですでに、客たちの半数近くが片づいた。


「馬ば鹿かな!?　攻撃呪文だと!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるアビスフレイム。しかし今さら驚おどろいたところで遅おそい！


　客たちの中には、なおも襲いかかって来る者もいたが、武器を振り回して別の客にかち当てたり、かるく身をかわしただけで、氷で滑すべって自じ滅めつしたりと、もはやすでに相手にならない。


　ちょっとやっかいそうだと思っていたトロルは、しかし、見た目ほどの根こん性じようはなかったらしい。


　同じヘビー級のミノタウロスがあっという間にやられたのを見て取ると、でっかいこん棒ぼう抱かかえたままで、店のすみっこに陣じん取どって、じっと息をひそめている。


　さらにナーガが冷れい気き系けいの呪文を一発ぶっ放し──


　それで、客たちの抵てい抗こうは完全に止やんだ。


「……どっ……！　どういうことだっ！」


『……は？』


　怒いかりに声をふるわせるアビスフレイムを、あたしとナーガはにらみつけ、


「ほーっほっほっほ！　『どういうこと』とはまた笑わせてくれるわね！　暗黒騎士アビスフレイム！」


「そもそも先にいやがらせをしてきたのはそっちの方でしょーが？


　それとも何？　あなたが大モグラの手た綱づなさばきを間ま違ちがって、よその店に突っ込むのはよくても、あたしたちがあなたの店で、うっかり攻撃呪文をぶっ放すのはダメだと？」


「そんなうっかりがあるかぁぁぁぁっ！


　……というか、お前たちまさか……」


　アビスフレイムが何かいいかけたその時。


「──っおあああああああああっ!?」


　玄関の方で上がった絶ぜつ叫きように、あたしとナーガはふり向いた。


　声に聞き覚えがあったのだ。


　見ればそこには──ナーガがぶち開けた穴から店内を眺ながめるガント店長。


　状じよう況きようがよくわからないのか、呆ぼう然ぜんとした表情で、あたしたちとアビスフレイムを交こう互ごに見ている。


　あたしたちのことを心配して、やって来てくれたのかもしれないが──


「だいじょーぶですよ。もーすぐ話はつきますから」


　言ってあたしはウインク一つ。ガント店長はぼーぜんとあたしを見やり──


「ガントぉぉぉぉぉぉっ！」


　アビスフレイムの怒ど声せいが響く。フェイスガードのせいで表情まではわからないが、怒いかりのオーラを全身に纏まとい、ガント店長の方を目ざして一歩踏ふみ出す。


　あたしが間に割わって入ると、さすがにアビスフレイムは足を止め、それでも怒りのオーラは漂ただよわせたまま、ガント店長に向かって声をはり上げる。


「ガント！　まさか貴き様さま、この臨りん時じ雇やといたちに教えていなかったのか!?


　あの『いやがらせ』が販はん売ばい促そく進しんキャンペーンのイベントなのだと！」


「……す……すみませんオーナー……」


　蚊かの鳴なくようなガント店長の声……


　……って……


「……イベント……？」


「……オーナー……？」


　あたしとナーガはつぶやいて、その場に固まったのだった。





「まあ、見ての通りこのパンデモニウムは、こういう雰ふん囲い気きの武・防具屋だ」


　パンデモニウムの店てん舗ぽ下した。さっきアビスフレイムが従業員の人生相談を受けていたあの部屋で、あたしとナーガとガント店長を前にして、彼は語りはじめた。


「戦せん乱らんを好む混こん沌とんの軍団、といったノリのデザインコンセプトで、従業員やわしの制服も、そのイメージで統とう一いつしておる」


　……制服のつもりなんか……その鎧よろいは。


「実のところ……ここだけの話だが、暗黒騎士アビスフレイムという名前も、わしの本名ではない」


「それはわかってる。」


　こらえきれずにツッコむあたし。どこの世界にンな本名の奴やつがいるとゆーのか。


「ともあれ、その狙ねらいが当たって店は繁はん盛じよう。


　いくつも支店を出したのだが……


　どうも女性層そうに受けがよくない」


「そう？　悪くないと思うけど」


　と、横からナーガ。


　まあ、ナーガにセンスを認みとめられるとゆー時点でかなり絶ぜつ望ぼう的てきだが。


「ありがとう。


　しかしこのセンスをわかってくれん女性が多いことも事じ実じつだ。


　そこで、別の名前、別コンセプトの女性向けチェーン店を出そうと思い立ち、わしの片かた腕うでだったこのガントを店長に据すえた。


　それの一号店が、お前たちの勤つとめるスカルマッシャーというわけだ」


「いやあの。


　事情はわかったけど、『スカルマッシャー』って名前はあんまし女性向きじゃないよーな気が……」


「何を言っておる」


　あたしの意見に、しかしアビスフレイムは笑いさえ含ふくんだ口く調ちようで、


「青春の甘いほろ苦さというか、そういうのを含んだ、いかにも女性受けしそうな名ではないか。


　わしのような歳としになると、名前を口にするのも少々こそばゆいものがあるが。


　まあ、人間の感かん覚かくでどう感じるのかまでは知らんが」


　……ほろ苦いんだ。頭蓋砕きスカルマツシヤーって。


　人間とだいぶセンスが違うなぁ……


　どこか納なつ得とくできないあたしの気分などおかまいなしに、彼は話を続ける。


「それで、新チェーン店の広告を兼かねたイベントとして思いついたのが、『互いの店が対たい立りつしている』という設せつ定ていだ。


　お互いに『いやがらせ』をして、売り上げ勝負を挑いどむ。


　つまりこれが、期き間かん限げん定ていバーゲンのお知らせになっているわけだ。


　その期間中、互いの店は『次のいやがらせ』として、客がいる時に相手の店に大ミミズを送り込む。


　居い合あわせた客たちに、実じつ際さいに武器を使ってもらうお試ためしイベント、というわけだ」


「……つまり……全部……客寄せのヤラセ!?」


　あたしの上げた声に、ガント店長はこくりとうなずき、


「ヤラセというよりイベントショーじゃな。


　このあたりのことは、実は客たちも承しよう知ちしてくれておるからな」


「でも、負けたら兜かぶとを脱ぬぐとか店をまっ黒に塗ぬりつぶすとか……」


　ナーガのつぶやきに、アビスフレイムは平へい然ぜんと、


「兜を脱ぐ時は下に覆ふく面めんをしておればいい。


　店は何日かしたら、またもとの色に塗り直せばいい。それだけの話だ。


　で、勝った側がそれに文もん句くをつけて、またまた対立続ぞつ行こう……という筋すじ書がきだ」


「けど……それならそれで、最初っからそう説明してくれれば……！」


　あたしのぼやきに、ガント店長は、こちらではなく、アビスフレイムの方に申もうし訳わけなさそーな視し線せんを送って、


「……事前に話しておいた場合……


　芝しば居いっ気けのない従業員だと、しらじらしい演えん技ぎで雰囲気を台だい無なしにしてしまいかねませんからな……


　そう思って、彼女たちには話しておらんかったのですが……


　まさか、二人とも攻撃魔法の使い手で、大ミミズを瞬しゆん殺さつしたあげく、ここに乗り込むなんぞと……」


「まあ確たしかに、普ふ通つうは思わんがな」


　と、苦い口く調ちようでアビスフレイム。


「じゃあ何？　全部誤ご解かいってこと？」




[image: ]


「まあ、そうなる」


　ナーガの口調に、アビスフレイムはうなずいて、


「そもそもはこちらの連れん絡らく不ふ行ゆき届とどきが原因。


　それに──本店に来たおぬしを──」


　と、ナーガに目をやって、


「イベント用のやられ役と早はや合が点てんして、客たちに攻撃を命じたのはわしだからな。


　詫わびとして、バイト料は多目に出させてもらう」


「……そういうことなら……」


「まあ……文もん句くはないけれど……」


　アビスフレイムの提てい案あんに、あたしとナーガは、視線を交わして言ったのだった。





　結けつ局きよくのところ。


　その事件のあと十日ばかり、あたしとナーガは、スカルマッシャーでのアルバイトを続けた。


　またまた大ミミズが襲ってきたことも二度ほどあったが、今度は勝かつ手て知ったる状じよう況きよう。


　あたしとナーガは迫はく真しんの演技で場を大いに盛もり上げた。


　まるで本当にミミズにおびえているかのようだと、ガント店長も大だい絶ぜつ賛さん。


　──まあ、あたしやナーガが、ミミズごときにおびえる理由など、断だん固ことして何一つないのだが。


　そんな生き物の話はさておいて。


　──世界は、あたしたちの見ている地上だけがそのすべてではない。


　日ひ頃ごろなにげなく歩む地面の奥深く、そこにも誰だれかが日々息づいて、暮くらしている。


　想そう像ぞうをたくましくすれば、空の上にだって海の中にだって、やはりあたしたちの知らない何かの世界がひろがっている可か能のう性せいはあるのだ。


　今回の一件は、あたしにそのことを教えてくれた。


　もしもまたいつか──


　人里離はなれた山の中で、場ば違ちがいな店を見つけたら。


　あたしはまた、その玄関をくぐってみようと思っている。







（地底王国の脅きよう威い：おわり）





スレイヤーズすぺりおぉる



今　そこにいる女房








　ぱん！　というかわいた音は、潮しお風かぜを通り抜けて響ひびいた。


　反射的にあたしはそちらに目をやった。


　船乗りたちやら通つう行こう人にんやら。昼の港にはそれなりの人出があって。


　そんな港の一角で、向かい佇たたずむは男と女。歳としは親子ほどに離はなれていて──なおかつあたしはそのどちらにも見おぼえがあった。


　よく見れば、二人のそばに佇んだ、一見やじ馬ふうの男たちも知った顔。


「しっかりしなよ船長おやじさん！　らしくない！」


　陽ひに焼けた赤毛女の呼びかけに、対する五十がらみの男はしかし、無む言ごんのまま、頰ほおを張はられた拍ひよう子しに落ちた船せん長ちよう帽ぼうを拾ひろい上げる。


　目前の女から視し線せんをそらし──その目がたまたまあたしと合った。


　疲れ果てていた男の表か情おに、希き望ぼうの明りがかがやき灯る。


「あ──あんたは──」


　つられて赤毛もこちらに目をやり──


「リナ！　リナじゃないか！」


　まわりの男たちのうち何人かも、おお、と小さく声を上げる。


「あんたなら──！　おやじさん！　ひょっとしたら」


「うむ！　あるいは！」


　……なんだかめんどーな予よ感かんを胸に抱いだきつつ──


「ひっさしぶり。……で、何があったの？」


　仕し方かたなく、あたしはそう尋ねたのだった。





　あれはどれくらい前だったろうか。


　こことは違ちがう港みなと町まちで、あたしは、沈ちん没ぼつ船せんのおたから引き揚あげの手伝い、というしごとを受けたことがあった。


　その時の依い頼らい人にんが、五十がらみのこの男、ビルゴ船長、というわけだった。


　ちなみに赤毛女のタニアと、まわりの男たちは船員の皆みな々みな様さまである。


　結けつ局きよくおたから引き揚げは、いろいろあって、金貨やら何やらをちょっとだけ見つけた時点で中ちゆう断だんすることになったのだが。


　考えてみたら、ビルゴ船長と仲間たちは、もともと宝探し屋トレジヤー・ハンターではなく船で商売をやっていたはず。ならばこうして、前とは別の港町で出会うことだってあるだろう。


「あの時は世せ話わになった」


　港ぞいにある、柱はしらの芯しんにまで潮風がしみ込んだような安やす酒さか場ばで。あたしと一同はテーブルを囲んでいた。


　とはいえ小さなテーブルに船員全員が座すわれるはずはなく、あたしと船長が向かい合って腰かけ、船長の後ろに船員様方ご一同、という構こう図ず。


「もしあの時あんたがいなければ、わしらは無ぶ事じでは済まなかった」


　ビルゴ船長はそう言うと、運ばれてきたエールのジョッキを一気にあおり──


「また、あんたの力を借りたい」


「……って、まさかまたしょーこりもなく、おたから探しにつきあえ、なんて言うんじゃないでしょーね」


　トマトジュースをちびりとひと口。あたしはやや身を引きながらそう問いかける。ぶっちゃけ言って、もうあんなのはごめんだった。


　しかし船長は弱々しく左右に首を振ふり、


「いや。今回は……その……わしの身を守ってくれんか、と、そういうことだ」


「狙ねらわれてるの？　誰だれかに」


　船長はしばし沈黙してから──左の義ぎ手しゆを、ごとりっ、とテーブルの上に乗せ、


「この腕のことは知っているか」


「すまないおやじさん。あたしが少し、話した」


　と、船長の後ろからタニア。


　そう。かつて彼女に聞かされ、あたしは知っている。船長の左腕うでを奪うばったのは──前に別れた奥さんだった、と。


　……って……まさかこの展てん開かい……


「いや。いい。話が省ける」


　船長はタニアに言うと、あたしを、ひた、と見つめて、


「今、わしを狙っておるのは、かつて別れた女によう房ぼう──」


「じゃ。あたしはこのへんで。」


「ちょっと待てぇぇぇいっ！」


　トマトジュースを一気に飲み干ほし、席を立とうとするあたしのまわりを、船長の待ったの声と共に船員たちが取り囲かこむ。


「なぜ帰る気まんまんか!?」


　あたしはしぶしぶ、ふたたび席につきながら、


「いや、根こん拠きよとかはないんだけど……なんか、かかわっちゃあいけない事件のよーな気がしたんで」


「根拠もなしに決めんでくれっ！


　……ともあれ。


　あんたも知っての通り、おたから引き揚げは、金貨などいくつかを見つけたものの、最終的には中止。黒字が出るかどうかも怪あやしいもんだった。


　ところが世せ間けんの噂うわさでは、なぜか、わしらは皆みなに内ない緒しよでおたからをたんまりと引き揚げた、ということになっていてな」


「ま、噂に尾ヒレはつきもんだし」


「そのたっぷりと尾お鰭ひれのついた話が、どうやら別れた女房の耳に入ったらしくてな……　いくらかよこせ、と脅きよう迫はく状じようを送ってきよった」


「──って、ちょっと待ってよ。奥さんの方が悪くて、勝かつ手てに出ていった、ってあたしは聞いたんだけど。なら別に払はらう義ぎ理りなんてないでしょ」


　問えば船長はむずかしい顔で、


「そうではあるのだが……


　人間関係というものは、一方的にどちらかのみが悪い、ということはむしろ少ない。


　わしの方にも多少なりとも至いたらぬところはあっただろう。それは認みとめねばならんことだと思うのだ。


　それに──なんというか──」


　額ひたいにうっすら汗にじませて、


「……道どう理りが通じる女房じゃないし」


　うわぁ……


「そもそも、見つけてもいないおたからを見つけたはずだから金を払え、って言われても無む理りな話さ」


　と、横からタニアが船長を援えん護ご。


　他の船員たちも口々に、


「そうそう。けどあの奥さん、そんなこと言ったって聞いてくれるタマじゃねえ」


「なあ、頼たのむよ。このままじゃあおやっさん殺されちまうよ」


　言うのにあたしは視し線せんを送り、


「……ってことはみんな、船長の奥さんを知ってんの？」


　……しん……


　なにげなく発したあたしの問いに、一同が沈ちん黙もくした。


　ごくりっ、と誰かののどが鳴る。


「……五日前……あたしたちはラバントの港で荷にを積つんで、このディジスへと旅立ったのさ……」


　ぽつり、ぽつりとことばをこぼすように、タニアは語りはじめた。


「あれはおとといのことだった……夕ゆう暮ぐれ時から霧きりが出はじめて、あたしらはかなりピリピリしてた。


　なにしろ陸おかに近づきすぎて、暗あん礁しようにでも乗り上げりゃあことだし、かといって沖おきに出で過すぎて迷まい子ごになっちまっても困る。とはいえ納のう期きってもんもある。船足を遅おそめて見み張はりを立てて……夕食後、見張りに立ったのはこのハンスの奴やつさ」


　言って船員の一人をしぐさで指す。


「何か見えた、って声がして──何人かを残してみんなが甲かん板ぱんに出て海を見た。


　日はとっくに沈しずんで霧が出てる。月の光なんて届とどきゃしない。船のまわりにありったけのランプをぶら下げてたけど、見えるのは近くだけ。


　けど。よーく見てみると……


　霧の下、黒ぉい黒い水面に、船と並んで、いくつものいくつもの、ぬめぬめとしたまっ黒なコブみたいに見えるものが、ずらっと一直線に連つらなってたんだ！


　長さは……霧の中に消えてたから正確にはわかんないけど、少なくともうちの船の倍はあったね。


　間ま違ちがいない。


　ありゃあ……おやじさんの奥さんだよ……」


「ンな奥さんがいるかぁぁぁぁぁぁっ！」


　怪かい談だんじみたタニアの語りに、すかさずあたしはツッコミ入れる。


「じゃあ何？　船長の奥さんは船よりデカい海蛇竜シーサーペントか何かなわけ？　で、それが慰い謝しや料りよう要よう求きゆうして来たと!?」


　まなじりつり上げ言うあたしに、タニアは即そく座ざに、


「そんなわけないじゃない」


　うわなんか腹立つ。


　あたしはばんばんテーブル叩たたきつつ、


「だってあんた今──」


　抗こう議ぎの声をさえぎって──


「女房はシャチ使いでな」


　船長がつぶやいたことばに、あたしはぴたりと動きを止めて、


「シャチ使い？……って、獣使いビーストマスターみたいなもん？」


　世の中には時々いるのである。特とく定ていの──あるいは何種類もの動物と妙みように相あい性しようが良く、そんな動物たちをある程てい度ど意いのままに操あやつってしまう連れん中ちゆうが。


　すなわちそれが獣使いビーストマスター。魔ま道どう士しのうちでは、彼らと獣けものたちとの間に何らかの魔道的な関かん連れん性せいがあるのではないか、という推すい論ろんがされてはいるが、原げん理りも何もいまだ全く解かい明めいされてはいない。


「獣使いビーストマスターがどういうものかは知らんが、女房が何匹ものシャチを、ある程度自じ在ざいに動かすことができるのは事じ実じつだ」


　と、ビルゴ船長。


「いや、奥さんがシャチ使いなのはわかったけど……


　それとどーゆー関係が？　シャチってそもそもそんなにおっきくないだろーし、背中にいくつものコブなんてないし」


「コブみたいに見える、って言ったろ」


　と、タニア。


「シャチの群むれが一列にずらりと並ならんで背中を見せてりゃあそう見える、って話さ。もちろん、野や生せいのシャチがそんなふうに行ぎよう儀ぎ良く並ぶことなんて、絶ぜつ対たい……とは言わないけど、まずないからね。


　なら、誰かがシャチを操ってた、って考えるのが自然だろ？」


「あー。そーゆーことね」


　水面に、ずらりとまっすぐ並んだシャチの背中を想像し、あたしはよーやく納なつ得とくした。


　確たしかにそれは一匹の巨大な生き物のコブのように──海蛇竜シーサーペントの上下にうねる背中に見えるかもしれない。


「ともあれ、だ」


　船長は、真剣そのもののまなざしで、あたしを、ひた、と見すえて、


「これからわしらは、ここで荷の一部を下ろし、残りの荷を、今度は北にあるトゥブロードの港へ運ぶことになっておる。


　前回、女房はこちらの様よう子すを窺うかがっておっただけのようだが……


　おそらく今度は、必ず何かをしかけて来る。


　もはや助かるまい、と絶ぜつ望ぼうしておったところで、おぬしとこうして再会した。


　都つ合ごうのいい話だとはわかっておる。依い頼らい料りようも、奮ふん発ぱつできるとは言えん。が、せめて……せめてトゥブロードに着くまでの三日だけでも頼たのめんか？」


　……正直、安い依頼料でめんどうなことになんぞかかわりたくないが、とりたてて旅の目的があるわけでもなく、これで知らないと突っぱねて、万一本当に船長にもしものことがあった場合、心の底からあと味が悪い。


　結局。


「……で？　依頼料は？」


　あたしはため息混まじりにそう尋たずねたのだった。





　内ない陸りく部ぶに住む人たちの中には、海イコール魔ま海かいイコール行ったら死ぬ、というイメージを持ってる人もいるようだが、もちろんそんなことはない。


　そもそも魔海については、よくわかっていないことの方が多いのだ。


　遠く沖おきへと出ていった船が一いつ隻せきたりとも戻って来ずに──それでいつしか誰言うとなく、魔の棲すむ海、魔海と呼ばれるようになったわけである。


　戻って来なかった船に一体何があったのか、それは誰にもわからない。


　魔族に呪のろわれ沈んだのだ、と信じる者が多いが、そんな根こん拠きよや証しよう拠こがあるわけではなく、はっきし言ってただの想そう像ぞう。大おお渦うずとかで沈むのかもしれないし、ひょっとしたら、実は船はみんな無ぶ事じに外洋に出ていて、ただ潮ちよう流りゆうなどの関係で戻って来られなくなっただけだという可か能のう性せいもある。


　とーぜん海上に『ここから魔海』と書かれたブイがぷかぷか浮かんでいるはずもなく、本土の岸から見えるあたりまでがふつーの海、その先がたぶん魔海なんだろうなー、といった共通認にん識しきがある程度。


　岸に近ければ安全地ち帯たい。海辺に住んでいるみなさんは、暑ければ海かい水すい浴よくを楽しむし、漁りよう師しさんは海に出て魚をとってくる。


　とーぜん荷を運ぶ商船も行き来しているわけで。


　青い空とかがやく水面みなもを眺ながめていると、ここが魔の海に続いているというのが噓うそのようにさえ思えてくる。


　潮風が肌はだに心地ここちよい。


　そんな心地よさをぶち破やぶり──


「聞けぃ！」


　響くは男の大だい音おん声じよう！


　ふり向けば、天にかざした義手のかぎ爪づめが、昼の陽を受けぎらりと光る。


　ビルゴ船長は、甲板の乗組員全員をぐるりと見渡し、


「これからトゥブロードまで三日の航こう海かい、いつ女房の襲しゆう撃げきがあっても不ふ思し議ぎではない！


　お前たちの命、このわしが預あずからせてもらうぞ！」


　応おうッ！　と船員たちのときの声。


「不ふ意いをつかれればどうなるかわからん！　奴やつがしかけてくる前に、こっちが奴を見つけることができるかどうか！　それが勝負の分かれ目になる！


　そこで、だ！」


　船長は右手で、ふところから一枚の金貨と小さなクギを取り出すと──


　──カーン！　カーン！　カーン！


　それを義手の鉄の部分を使って、やおらマストにうちつけて、


「わしの女房を最初に見つけた奴には、褒ほう美びにこの金貨をくれてやる！」


　うおおおおおおおおおおッ！　と盛もり上がる船員たち。


　……しっかし……大だい怪かい獣じゆう扱あつかいだなぁ……船長の奥さん……


　とはいえこの扱いを、あたしはナンセンスだとは思わない。


　なぜならあたしも知っているから。世の中には、ほんっとに大怪獣みたいなひとがいるのだと。


　たとえば、あたしの郷く里にの姉ねえちゃんとか。


　実のところ──あたしが心配しているのはそこなのだ。


　もし船長のもと奥さんが、そのテの人だったりしたらどぉしよう、と。


　万まん一いちそんなんだったりした日には、はっきし言ってやってらんない。寝ねざめが悪かろーが約やく束そくを破ることになろーが、呪じゆ文もん使って空飛んででも逃げ出すのが一番である。


　ともあれ、奥さんがどんな人だったか、船長からくわしく聞いておく必要はあった。


「──船長」


　乗のり組くみ員いんにハッパをかけて、船室に戻ろうとしていたビルゴ船長をつかまえると、あたしは声を低くして、


「くわしく聞かせてほしいの。奥さんのこと」


　奥さん、ということばに反はん応のうし、船長の眉み間けんにかすかなシワが寄る。その口が開く前に、


「相手のことを知らないと、対たい策さくの立てようもないわ。


　話しにくいことだとは思うけど、だからって話さないままでいて、いざという時に何もできませんでした、なんてことになったら、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうでしょ？」


「……………………」


　船長は、しばし口をつぐんでいたが──


「──来い」


　あわただしく動き回る船員たちから離れ、甲板の片かた隅すみへ。


　あたしが隣となりに佇むと、


「昔わしが、気楽な一人暮らしで好き勝手をやっておった頃。


　ある日、遠とお縁えんの叔お父じが亡くなったとの知らせが入ってな。屋や敷しきや遺い品ひんを整せい理りするのに行った、さびれた漁師町で、わしははじめてあいつと出会うた」


　海原遠くに向けられたそのまなざしは、一体何を見つめているのか。


「その時あいつは──サバと話しておった」


「サバ」


「そうサバ。魚の。


　不ふ思し議ぎな少女だった──」


　そりゃあまあ……不思議っちゃあ不思議だが……


　一体どんな状じよう況きようでどんな話をしていたのやら。聞きたいよーな聞きたくないよーな。


　しかし何にしろ、関係ないなれそめ話に長くつきあうつもりはない。あたしは話の先をうながす。


「で、好きになった、と？」


「うむ。それまでわしのまわりにはいなかったタイプだったからな」


　そりゃあまあ……とゆーか、今後もたぶん二度とそのタイプは現あらわれんと思うが。


「けど、ずっと仲良く暮らしました、めでたしめでたし、とはいかなかった」


　船長は、苦く悩のうのシワを眉間に刻きざみ、


「そう。わしは気づいてしまった。


　五年ほど前だったか──女房が、夕食の焼きサンマと話をしている光こう景けいを見て。


　これはひょっとして──不思議というより、変なんじゃないだろうか、と」


「気づけもっと早く」


　思わず声に出た。


「む……いや、今にして思えば、結けつ婚こん後約三十年間、なんか違うような気はしていたというか、かすかな違い和わ感かんはあったのだが」


　かすかなんだ。


「自分は焼き魚とお話をするくせに、わしが沈没船のおたからのことを話すと、そんなものはあるわけないとバカにする。


　……死ぬほど腹が立ってな」


「そりゃあ腹立つわ。


　──けど焼き魚と話ってことは……奥さん、単に会話のふりをしてたってだけで、別に海のいろんな生き物たちと意志の疎そ通つうができてるってわけじゃあなさそうね」


「うむ。さすがに焼き魚に意志があるとは思えんからな。


　しかしシャチを自在に操るのだけは、わしもこの目で見ておるから間違いはない。他の生き物を操ることができるのかどうかはわからんが」


「なるほど」


　ただ──可能性は否ひ定ていできない、ということか。


　いずれにしろ、この船に奥さんの接せつ近きんを許すか否いなかが勝負の分かれ目になることだけは確かく実じつだろう。


　相手もそれはわかっているはず。ならば──


「たぶん相手は夜にしかけて来るはずよ。


　せめて夜の間は、どこかの港に寄よって過ごす、ってことにすれば、危険はかなり減へるはずなんだけど──」


　ダメモトでそう言ってみれば、


「悪いがそれは聞けんな」


　帰ってきたのは予想通りの答え。


「港に寄ればあれやこれやの出しゆつ費ぴもある。


　何よりそれでは期き限げんまでにトゥブロードに着かん。


　女房の襲しゆう撃げきということを抜きにしても、夜に陸からあまり離れておらんところを船で行くのは安全とは言えん。


　とはいえ、わしらのような規き模ぼの小さな商船は、夜にも進んで荷運びの早さを売りにするしかないからな。売りにしている期限を破るわけにはいかん。


　それに──」


　にやりっ、と笑ってみせて、


「何かあっても、あんたがなんとかしてくれるだろう？」


「……ま、がんばってはみるけどね」


　あたしは、言って苦笑するしかなかった。





　目をさましたのは声のせい。


　誰かが上げたその声が含ふくんだ緊きん張ちよう感かんと恐怖とがあたしを覚かく醒せいさせたのだ。


　狭せまい船室。潮のにおい。甲板を駆かけゆく船員たちの足音が、頭上を右に左に走る。


　まだ昼のはずである。襲撃はおそらく夜と読み、それに備そなえてコンディションを整えようと船室で午ご睡すいをしていたのだ。


　ベッドからはね起きドアくぐり。廊ろう下かとも呼べない短い廊下を数歩駆ければ細い階かい段だん。そこを昇のぼれば──


　海。


　右手に遠く陸が見え、左はただただ水の連なり。


　船員たちは左の方に集まって──


「リナ！」


　あたしの姿すがたをみとめて、タニアが声をかけて来る。


　そちらに駆け寄り、同じ方へと目をやれば、船から離れた海の上、こちらと併へい走そうするように走る一本の白い波。


　何かが水面下の浅いところを泳いでいるのだ。


「船員なかまが見つけたんだ」


　言うタニアのすぐそばには、中腰で隠かくれるように船べりから沖に目をやったビルゴ船長が、がくがくぶるぶるふるえつつ、


「女房か!?　女房なのか!?」


　……んーむ……魔海のそばでのおたから探しにも動じなかった船長が、このおびえようとは……


　そんなにコワいのか……奥さん……


「わからないけど──」


　タニアは白波に目をやったまま、


「併走しているように見えるけど、ちょっとずつこっちに近づいてる」


「女房だぁぁぁっ！　やっぱり女房なんだぁぁぁぁっ！」


　取とり乱みだしまくる船長を、タニアは困った目で見ると、あたしに向かって、


「アレが何にしろ、おやじさんがこれじゃあ困るし……悪いけど、なんとかできる？」


「仕方ないわね」


　船長の肩を、ぽんっ、と叩くと、その身がびくりっ！　と大きく跳はねて、


「船長！　今からあれを倒すわよ！」


　宣せん言げんに、船長は揺ゆれる瞳ひとみをあたしに向けて、


「倒す……？　倒してくれるのか!?　女房を!?」


「いやあれが奥さんかどーかは知んないけど……


　とにもかくにも先せん手て必ひつ勝しよう！　でかいのぶっ放すから波が来るけど、船の方はよろしく」


「……あ！　あの術を使うのか!?」


「そーいうこと」


　ビルゴ船長は知っている。あたしの使う術のことを。とーぜんである。以前にもみんなの前で使ったことがあるのだから。


　船長の瞳に希望の色が戻る。


「しかし……直撃させられるのか!?」


「このへんの海はあんまし深くもないし、たぶんだいじょーぶっ！」


「術なら、あるいは女房も……！　わ、わかった！」


　立ち直り、船員たちに指し示じをはじめた船長のそばで、あたしは呪文を唱となえはじめる。


　船が針しん路ろを変え、帆ほを下ろし──


「いいぞ！　やってくれ！」


　ビルゴ船長のことばを合あい図ずに、


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　どぉんッ！





　一いち撃げきに、海が爆ばく発はつする！


　吹き上げられた海水は刹せつ那なの後に驟しゆう雨うとなって降りそそぎ、爆発で生まれた風と波とが船体を大きくうねらせる。


　そしてあたしと船長は見た。


　爆発の時。一瞬、海水とともに宙ちゆうに浮うき上がった影かげを。


　それは、長く巨大な影。


「……なんだ。ただの海蛇竜シーサーペントか……」


「ったく……おどかすんじゃないわよ……」


　いまだ揺れる船の上、船長とあたしはほっとひと息。


「いや！　十分おおごとだって！」


　横からタニアがツッコむが、船長は彼女に目をやって、


「何を言っておるタニア！　海蛇竜シーサーペントなど、わしのもと女房に比くらべれば、まるでカレイとヒラメ！」


　いや。そのたとえもよくわかんないけど。


「とにかく奥さんじゃなかったわけね」


「今のは、な」


　船長の声のトーンが低くなる。


　今のは船長の奥さんではなかったが──逆に言えば、奥さんはいまだ健けん在ざいということでもあるのだ。


　船長はその目に不安の翳かげりを落とし、遠い水面みなもに視線を向ける──





　海での夜ははじめてではない。


　以前みんなと沈没船のおたから引き揚げをやった時にも、ひと晩ばんを船上で過ごしたこともあった。


　だが、やはりこういうのはどうにも慣なれない。


　甲板から見渡せるそのほとんどは黒。


　空には無む数すうの星がかがやき──しかしかがやきは、水すい平へい線せんの位置でぶつりととぎれ、そこから下はいちめんの──黒。


　月でも出ていれば水面に映はえて、波のゆらぎを見せたりもするのだろうが、今日はあいにくと新月。


　水の連つらなりはただただ黒く、陸があるはずの方を見やれどやはり黒。陸があるのだということだけは、星空との境きよう界かい線せんでかろうじてわかるのだが、そこには光の一つも見えず。


　明りらしい明りといえば、船の舳へ先さきやまわりに吊つるされたランプが、船上ではなくそばの水面を照てらすだけ。


　波が船を打つちゃぷるちゃぷるという音だけが、ただただ夜を埋うめていて。


　本当なら、船室で横になり、いざという時に備そなえて体力を温おん存ぞんしていた方がいいのだろうが──部屋というよりでっかい箱といった方がいいような、狭い船室で眠れぬままじっとしているのにも飽あきて、こうして甲板に出てきたのだ。


　──とはいえ結局、気晴らしになるようなものが見えるわけでもないのだが。


「眠れないのかい？」


　声ははるかな頭上から。


　見上げれば、星空を背に、帆柱マストの上からこちらを見下ろすタニアがいた。


　──もちろんこの暗さと距きよ離りで、タニアの顔かたちがはっきりと見えるわけではない。声やシルエットなどの雰ふん囲い気きでそうわかるだけで。


　向こうもたぶんそうだろう。今この船に、マントをつけている者なんぞ、あたしくらいのもんである。


「眠れないんじゃなくて起きてるのよ」


　と、笑いながらあたし。


「何かあるならたぶん夜だろうと思って。午後は寝てたし」


「ああ。どうりであの海蛇竜シーサーペントさわぎの時以外は姿を見なかったわけだ」


　あたしは黒い海に視線を戻し、


「──来ると思う？」


　何が？　とは聞かれなかった。


「おやじさんのところに来た脅迫状には、おたからのことは聞いた、一人でいい目は見させない、とかってことが書いてあったらしいよ」


　タニアの声が天から降ふってくる。


「で、霧の夜に、姿を見せるだけ見せて消えて。


　──あたしは、もと奥さんを直ちよく接せつ知ってるわけじゃない。


　けど、おやじさんからだけじゃなく、いろんな人から話を聞いててさ。


　聞く限りだと、そういうのやりそうな人なんだよ。


　で、おやじさんの恐怖をさんざんあおり立ててから──


　来るね。絶ぜつ対たいに」


　……ヤな奥さんだなぁ……


「……そーゆーのに使う労ろう力りよくとか気力とかがあるんだったら、もーちょっと他のことに使った方が──」


　言いかけたあたしがことばを切ったのは、かすかな違和感のせいだった。


　今。


　船を打つ単たん調ちようだった波の音に、それとは違う波音が混まじったように聞こえたのだ。


　タニアもそれを聞いたのか、はたまた別の理由からか沈黙しており──


「──左さ舷げんに波あり！」


　緊張の声が夜に響き渡る。


「リナ！　おやじさん呼んで来て！」


「わかった！」


　答えた時にはあたしはすでに駆け出していた。


　だが、甲板下の船長室にあたしがたどり着くより先に。


「ににに女房か女房なのか!?」


　駆けるあたしの足音で異い常じようを感じ取ったのか、ビルゴ船長の方から、船長室のドアを開け、ふるえる足で飛び出して来る。


「わかんないけど！」


　あたしはくるりと回れ右。ふたたび甲板の上へと向かいつつ、


「タニアが何か見つけたの！」


　上に出て海を見る。


「左舷後方！」


　マストの上にいるタニアの声に、そちらの方を見てみるが、あたしの目に、そこはただの黒い海としか映うつらずに。しかし。


「──むぅっ!?」


　海に生きる男の目は何かを捉とらえたらしく、ビルゴ船長は呻うめきを漏もらす。


「──もう一つ波が！　左舷ま横からこっちに向かって！」


　再びタニアの声が響く。


　二方向から!?


「はさみうちかっ!?　どうする!?」


　船長がこちらに目をやるが──あたしは隠かくさず、


「正直、あたしにはその波っていうのが見えない。呪文をぶっ放すにしても、正せい確かくに狙うのはまず無む理りよ。


　とはいえ──ぶっ放せば、牽けん制せいにくらいはなるはず！」


「わかった！　なら、合図したら──」


　と、船長は、かすかにふるえる指先で、船のま後ろの方を指さし、


「その時船の向いている方のま後ろ──あれくらいの距離を狙ってぶっ放してくれ！　船の方はこっちでなんとか操る！


　わかっていると思うが波が来て船が揺れる！　ぶっ放したあとは、手近なものに摑つかまって振り落とされんようにしろ！」


「りょーかいっ！」


　船長は操そう舵だ室しつに向かいつつ、大きな声で、


「タニア！　降りて来い！　野や郎ろうどもを叩き起こせ！」


「おうっ！」


　さすがは勝手知ったる同士。船長の命令が終わる前には、タニアはするするとマストをすべり降りていて、威い勢せいのいい返事とともに駆けだしている。


　そして船が目を覚さます。


　起き出して来た船員たちが、あわただしく船を操る。


　舵かじのきしみが小さく響き、張はられた帆がその向きを変え。


　波音が高まり船が向きを変え、帆が畳たたまれて──


「──今だ！」


　ビルゴ船長の声を機きに、あたしは唱えた呪文を解とき放はなつ！


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　ヅどおォォォォォォォォンッ！





　夜を、海を、閃せん光こうが灼やく！


　魔王の力を借り受けた、竜をも殺す一撃は、闇やみ夜よを刹せつ那な昼に変え。


　ゴざぁッ！


　一撃は、昼間海蛇竜シーサーペントにぶっ放した時より近くで炸さく裂れつした！　爆発が生んだ波と風、吹き上げられた海水によるにわか雨が、おんぼろ商船を翻ほん弄ろうする！


　あたしも放り出されぬように、そばの手すりにしがみつく。


　揺れは少しずつ小さくなって、海水の雨もおさまって──


「──どうだ!?　やったか!?」


　おびえと期待が半なかばずつ混まじった船長の問いに、


「──わかんない」


　あたしは正直に答えた。


　水は衝しよう撃げきを伝えやすいが、反はん面めん、相手の姿をこちらの目から隠す役やく割わりも果たしている。


「手ごたえは──なかったわ。直撃はしていないと思う。けど水の中で、あれを至し近きん距離に食らえば、ただですむとは思えない」


　ともあれこの状況では何も見えず。


「誰か！　何か見えるか!?」


　船長の呼びかけに、皆は思い思いの場所からしばし海を見て──


「──何も見えません」


　タニアが言ったのを皮切りに、他の船員たちも口々に、こちらも何も、と同じことばをくり返し。


　ひととおり全員がそう言ったあとには、はりつめた沈黙。


　波の音だけが夜風に染しみて。


「──もし仕し留とめていないなら──」


　言うビルゴ船長の声は震ふるえていて。


「必ず、また来る」


　まるでそのひとことを待ってでもいたかのように。


「左舷後方に波！」


　船員の一人が声を上げる。


「──！　海上にコブのようなものが見えます！　三つ！」


　夜であるにもかかわらず、船長の顔色が変わるのがはっきりとわかった。


「奴だ！　うちの女房だ！　に……逃げろ！」


「落ち着いて！」


　取り乱す船長をあたしは叱しつ咤たし、


「逃げ切れる相手だと思う!?　やるしかないでしょ！」


「う……おう、す、すまんっ……！」


「やるわよっ！　操そう船せんと合図よろしくっ！」


「お……おうっ！」


　あたしはふたたび呪文を唱え、船員たちは駆け回り──


「今だ！　あそこへ！」


　船長が叫んで指さすそのあたりに、


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」


　あたしはふたたび一撃をぶち食らわせる！


　風と波と揺れとしぶき雨。今度もどうやら直撃はなし。


　そもそもの問題は、あたしに相手が見えていないことだった。とはいえこの状況で、相手が見える距離まで引きつけて竜破斬ドラグ・スレイブなんぞぶっ放した日には、間違いなく爆風か波でこの船が沈む。


　放った術の生み出す波がおさまるより早く。


「後方に──！」


　タニアの声はもはや悲ひ鳴めいに近かった。


「くそっ！　そんなっ！　そんなっ！」


　絶望に染まる船長の声。船員たちの間にも動どう揺ようの色はひろがって。


　──まずい。パニックが伝でん染せんしかけている。


　かくいうあたしとて油ゆ断だんすれば、胸の奥に生まれたざわつきが表に飛び出しそうになっている。


　もし乗っている者全員がパニックにとりつかれたりしようものなら絶ぜつ望ぼう的てき。


「大だい丈じよう夫ぶ！」


　あたしは虚きよ勢せいの声をはり上げた。


「手はあるわ！　説明してるヒマはないけど！　動いて！　指し示じを！」


　言い放ち呪文を唱えれば、船長も船員たちも、なんとか正気を取り戻し、ふたたび船を操りはじめる。


　あたしは船の後ろに立ち──


「今だ！」


　船長が声をはり上げた！


　だが、あたしは術を放たない。


　船長は焦あせって、


「──どうした!?　早く──」


「おやじさん！」


　あたしの意い図とを察さつしてか、タニアが船長のことばを制せい止しする。


　生まれた沈黙は、しかし決して無む音おんではない。


　船体のきしむ音。風がマストを撫なでる音。波が船を洗う音。そして──


　──ちゃぷり──


　それと異ことなる波音は、船のはるか後方から！


　そこかっ！


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」


　海が光に染められて。


　その光の中、あたしは見た。


　術の直撃を受け、空中にはね上げられつつ崩ほう壊かいしてゆく黒い影を。


　波風の洗礼がひとしきり済んだあと──


「──海蛇竜シーサーペントだと……!?」


　あたしと同じものを見ていた船長は、愕がく然ぜんと声を上げていた。


　そう。


　竜りゆう殺ごろしの術を受け、光の中に消えたのは、シルエットから見て間違いない。それほどの大物というわけではないが──一匹の海蛇竜シーサーペントだった。


「まさか──昼間と同じ奴？」


　タニアの声に、あたしは、それが見えたあたりに目をやったまま、左右に首を振り、


「ありえないわ。昼間のは確かく実じつにしとめたはずよ。


　……このへんってひょっとして、たまたま海蛇竜シーサーペントがよく出る海かい域いき……とかってことは……ないわよね……」


「そんなわけがあるか」


　あたしの疑ぎ問もんには船長が即そく答とう。


「陸もそう遠くはないしそれほど深いわけでもない。そもそもそんなものがしょっちゅううろついているなら、商船の航こう路ろになぞならん」


　そりゃあそうだろう。


　前に書物で読んだところによれば、海蛇竜シーサーペントがこんな場所に出ることなんぞ、かなりまれなことのはず。


　なら──まさか──聞くのはちょっぴりコワいけど──


「念のために……聞くけど……まさか、ま・さ・かとは思うけど──


　奥さんはシャチだけじゃなく、海蛇竜シーサーペントも操れる、なんてこと、ないわよね？」


　問いに──


　沈黙が落ちた。


　……をい……まさか……


「……そんなこと……聞いてはおらん……」


　船長の声はひどくふるえていて。


「聞いてはおらんが……もし、できたとしても、わしはおどろかん……」


　船上の空気が凍こおりつき──


「──後方に波──」


　疲れ切ったタニアの声。


　…………………………………………おーし。


　わかった。よーっくわかった。


「こぉぉなりゃあたしもヤケクソよっ！　撃うって撃って撃ちまくるゥゥゥゥゥッ！」


　ブチキレて吠ほえるあたしに、船長と船員たちはただただ従したがった。





　──がんばれば──


　奇き跡せきというのは起きるのだと、あたしたちは知ったのだった。


　船員船体ずたぼろになりつつ、それでも全員欠けることなく、船がトゥブロードの港に入ったのは、ディジスの港を出た三日後の朝のことだった。


　予定通りと言えば予定通りなのかもしれないが──とーぜん、とことん予定外のことはあったわけで。


　シャチ使いのもと奥さんが来たら退しりぞける、というつもりでもともと港を出たのに──この三日間でけし飛ばした海蛇竜シーサーペントの数は、はたしてどれくらいになるか。


　倒しても倒してもあとからあとからやって来て。


　こーいう場合とーぜんながら、操っている者を倒すのが早いのだが、結けつ局きよく奥さん自身は姿を見せず。


　──一体彼女はどこにいたのか──


　ねちりねちりとなぶられる気分をたっぷり味わって、心身ともにへろへろになり、それでもようやく目的地へと。


　──さすがにこれで船長に、帰りも頼むと言われれば、今度はきっぱり断ことわるぞ。


　朝の港は活かつ気きに満ちていて。船と人々が行き交かって。


　船を港に停てい泊はくさせて、船員のみなさんが残る気力と体力かき集め、荷下ろし作業をはじめる中、あたしは一人、甲板の端はしからみんなの作業や港の様よう子すをぼんやりと眺めていて。


「──おお。この船だこの船だ」


　聞こえた声になんとはなしに目をやると、荷馬車一台と見るからに体力しごとの男が二人、でもって黒マントの、ひょろひょろ中年魔道士一人がこちらの船のそばまでやって来た。


　積つみ荷の受取人らしい。魔道士が船長と何か話して、荷物運びらしき男二人が、受け取った荷を馬車に詰つめ込みはじめて──


「──おい！」


　突とつ如じよ怒ど声せいを上げたのは、その魔道士だった。


「荷が濡ぬれてるじゃないか！」


　見ればたしかに、白い布で包つつまれた、ひとかかえはあろうかという荷物の一部が水に濡れ、薄茶色いしみを作っていた。


　ビルゴ船長はあわてて船員を呼び、叱しかりつけて事じ情じようを問いただす。


　船員いわく、いつの間にか、船底にわずかな水漏れがあった、とか何とか。


　そんなやりとりをあたしは聞き流しつつ、気のないまなざしを送っていて。


　ま、もともと古い船ではあるし、ここ数日、近距離で竜破斬ドラグ・スレイブずっかんばっかんぶっ放しまくったのである。そりゃあ水漏れくらいはするだろう。


　というかむしろ、それで沈まなかったのがラッキー、くらいの気持ちで。


　もちろん、こっちの事情なんぞ知ったこっちゃない魔道士は、あやまる船長と船員に向かって、成せい分ぶんが薄まるだの何だのと、ぐちだか文もん句くだかをえんえんと──


　………………ん………………？


　その瞬間。


　疲れ切っていたはずのあたしの脳のう裏りに、ある考えが閃ひらめいて。


「──ちょっと待って！」


　気がつけば、あたしはそちらに向かっていた。


　あたしの格かつ好こうでご同どう業ぎようとわかったのだろう。中年魔道士はやや面めんくらった顔で、


「な、なんだあんたは？」


「この船にたまたま乗った者なんだけど。それより──」


　と、あたしは濡れた荷を指して、


「これの中身って、ひょっとして何かの薬草？」


「まあ……そうだが」


「効こう果かは？」


　重ねて問うのに、中年魔道士はややムッとして、


「そんなことをなんでいちいち──」


「ある種の動物とか魚とかが好む薬の材料？」


　ひょっとして、と思ったかまかけに、魔道士は小さく息を呑のみ。


「あんた……！　なんで……！　まさか私の研究を盗ぬすむ気か!?」


　──そういうことか──


　頭の中で、さまざまなことがつながってゆく。


　中年魔道士に一歩近づき、声を低めて、


「そーじゃないわ。何の研究か知らないけど忠ちゆう告こくしといたげる。この研究はもーちょっと考えた方がいいわよ。


　でないと、海蛇竜シーサーペントが寄って来るから」


「……なに……？」


　眉まゆをひそめる魔道士に、あたしは続けて、


「水漏れのせいで薬草の袋ふくろが濡れちゃって……


　でもってこの船ね、ここに来るまでにさんざん何匹もの海蛇竜シーサーペントに襲おそわれたの。幸いあたしが乗ってたんで、なんとか撃げき退たいしたけど。


　言ってる意味、わかる？」


　問いに魔道士は冷れい笑しようを浮うかべ、


「脅きよう迫はくしているつもりか？　だがな。私はそんな──」


　言いかけたその表情が凍こおりつく。


「……まさかっ……!?」


　どうやら理り解かいできたようである。


　あたしはそれを見上げて、


「言っとくけど。作り話とかじゃあないわよ。


　最初に荷物が濡れたのは、たしかにこの船がおんぼろで、ちょっとだけ水漏れしてたせいかもしんない。けど──


　それで、何が起こったか」


「……そ……そんな……！」


　魔道士は絶ぜつ望ぼうの表情で、がくがくひざを震ふるわせて。


「──？　すまんが、一体どういう──？」


　わけがわからず問いかけるビルゴ船長に、魔道士は無む言ごんのまま、のろのろとした動どう作さで料金を渡し、やはりわけのわからぬ顔をした荷物運び二人を連れて、うなだれたまま去ってゆく。


「……なんじゃ？　あれは」


　その後ろ姿を見送り、つぶやく船長に、


「船長。ちょっと聞きたいんだけど……


　最初に届いた脅迫状って持ってる？」


「いや……読み終えるなり処しよ分ぶんしたが」


「その脅迫状、なんで奥さんからのものだ、ってわかったの？」


　問えば、当たり前のことを聞くなと言わんばかりの顔で、


「なんでも何も。女房の書いた字かどうかなど見ればわかる」


　──やっぱり──そういうことか──


　この瞬間。仮か説せつは確かく信しんに変わった。


「──みんなを集めて。大だい事じな話があるの」


　あたしはビルゴ船長に、決けつ然ぜんとそう言ったのだった。





　潮風の吹く甲板の上。


　船員たちは、一体何がはじまるのかと、互たがいに顔を見合わせていた。


　全員が集まるのを待ってから、あたしは朗ろう々ろうと宣言した。


「みんなに集まってもらったのは他でもない。


　事件の真しん相そうがやっとわかったのよ」


　──真相──


　そのことばに、全員がざわついて。


「どういうことだ？」


　代表して問う船長に、あたしは大きくうなずいてから、


「ずっと疑問だったのよ。


　奥さんは一体どこにいたのか。


　一連の襲撃を奥さんが指し揮きしていたなら、こっちのことが見える距離にいたはずよ。


　でも、あたしたちは誰一人、奥さんの姿を見ていない。


　身を隠す場所なんてない海の上。奥さんだって一応人間のような気がするから、ずっと海に潜もぐったり、なんてこともできないはず。


　なら、どこにいたのか？」


「ま──まさか──！」


　あたしのことばにタニアは顔色を変え、恐怖のまなざしで一同をぐるりと見回して、


「このパターンって……！　まさか、『奥さんはこの中にいる！』って奴!?」


　ことばに一同がざわめいて──


「いやいやいやいやいや！　そーじゃないそーじゃない！」


　あたしはあわててぱたぱた手を振り、否ひ定ていする。


「いないからいないから。


　──とゆーか。


　最初から奥さんなんていなかったのよ」


　──しん──と一瞬、一同静まり返り、


「……何……？」


　かすれた声を漏らしたのはビルゴ船長。


　あたしはその船長に向かって、


「最初、脅迫状を受け取った時、それを奥さんの字だと確信した」


「う……うむ」


「つまり言い換かえれば、差出人として奥さんの名前が明めい記きされてたわけじゃない」


　ふたたび全員がざわついて。


「し、しかし！」


「みんなは霧の夜、海に連なるコブを見た」


　抗こう議ぎの声を上げようとする船長を制せいし、あたしは続ける。


「船長の奥さんから脅迫状が来たこと、奥さんがシャチ使いだということを知っていたみんなは、それを奥さんのしわざだと思いこんでしまった」


　大きくなるざわめきを無む視しし、あたしはさらに続ける。


「そんないきさつがあって。


　海蛇竜シーサーペントの襲撃が連れん続ぞくした時、あたしはつい、奥さんはシャチだけじゃあなく海蛇竜シーサーペントも操るんじゃあないか、って口走ってしまった。


　たしかに、こんな陸近くに海蛇竜シーサーペントが連続して出てくるのは異い常じようよ。だからこそ、あたしを含めた全員が、この説を半ば信じてしまった。


　けど──


　もしも、他の原げん因いんがあったとしたら？」


「……他の原因……？」


　タニアがつぶやき──そばでビルゴ船長が、思い当たったのか、小さく呻うめく。


「こっちも仮説っていえば仮説なんだけど。


　──この船ってけっこー古くって。どーやら底に、ちょっとした水漏れがあったみたいね。船に深しん刻こくな被ひ害がいが出るってほどじゃあなかったけど、荷物を濡らしちゃうくらいに。


　たぶんそれは、みんなが気づいてなかっただけで、今回の荷を船に積み込んだ頃からあったんじゃないかと思うの。


　でもって積んだ荷物の中に、魔道士が実験用に積つみ込んだ薬草があった」


　皆はもはや黙ったまま、あたしのことばに聞き入っていた。


「注文した魔道士は全然知らなかったみたいだけど……どーやらその薬草、海蛇竜シーサーペントが好む成分が入ってたみたいなのよ。味だかにおいだかは知らないけど」


　あたしは特に意味もなく、左右にゆっくり行き来しながら、


「漏れた水で濡れた薬草から、その成分が溶とけ出して、水漏れの箇か所しよから少しずつ少しずつ海に流れて潮に流れて。


　それに呼ばれて、海蛇竜シーサーペントたちが寄ってきていたのだとしたら。


　つまりは──


　奥さんと筆ひつ跡せきの似た脅迫状を、船長が奥さんからのものだと思い込み。


　薬につられてやって来た、最初の海蛇竜シーサーペントのコブを見て、みんなはそれを、奥さんが操るシャチの群れだと思い込み。


　襲い来る海蛇竜シーサーペントの群れを、あの奥さんならそれくらいするかもしれないと、あたしをはじめ、全員が思い込み。


　結局この事件そのものが、いもしない奥さんに対する恐怖と想像がふくらみ、起こったものってことになる。


　もう一度言うわ。


　奥さんなんて、いなかったのよ」


　甲板の上に沈黙が降りる。


　海鳥の声と波の音。波は止と場ばの喧けん噪そうが耳に染み込み──


「……し……しかし……」


　かすれた声で言う船長の瞳には、さまざまな感情が混まじり合い、ただ混こん乱らんの色を成なし。


「仮説……なのだろう？」


「仮説よ」


　あたしは認めた。


　魔道士が持ち込んだ薬草に、本当に海蛇竜シーサーペントが好む成分が含まれていたのか。船の水漏れは本当に最初からあったのか。確かめられているわけではない。


「けど冷静に考えてみて。


　脅迫状が奥さんのもので、霧の夜に見たコブは奥さんの操るシャチで、奥さんはシャチだけじゃなく海蛇竜シーサーペントを操る力を持っていた──


　これもみんな仮説なのよ」


　船員たちの口から一いつ斉せいに呻きが漏れる。


「それに。


　もしこの件に奥さんがからんでいるとするなら──


　お金がほしいなら、海蛇竜シーサーペントをけしかけて、船ごと船長を沈めたりしちゃあ意味がないし、逆に脅おどしをかけたいのなら、海蛇竜シーサーペントに対抗できるあたしが船に乗っている時には効こう果かが薄い。


　そもそも、もしも船長の奥さんが、みんなの思っているような人なら──


　直接船長の前に現れて、金よこせ、って言うか、時々遠くから船長に姿を見せて、にやりと笑って去って行く、とかって手を使うんじゃない？」


　船員たちが大きくざわつき、


「……た……！　確かに……！」


　船長は愕がく然ぜんと声を漏もらした。その瞳は希望の色にかがやいて。


「と、いうことは──」


　問われてあたしは大きくうなずき、


「奥さん──


　それは、あたしたちの心の闇が生み出す幻まぼろしに過ぎなかったのよ。実在しないそんなものを、あたしたちが勝手に、さも今そこにいるかのように錯さつ覚かくしていただけ。


　薬草も船から下ろした今。残る心配は船の水漏れのことくらい。


　もう、他に心配することは何もないわ」


　宣言に──


　船長船員一同は、港じゅうに響くような歓かん声せいを上げたのだった。





　かくて一つの事件は──


　……いや。これはそもそも事件と呼べるのだろうか。


　確かに、積み荷の薬草の成分が漏れ、海蛇竜シーサーペントたちの襲撃を受けた、というのは大事件ではある。


　そういう意味もあって、船を守った礼として、あたしは船長から事前に決めた通りの依頼料を受け取った。


　だが、あたしをはじめ一同が、最初から思い描いていた、大怪獣みたいな奥さん襲撃事件などというものは、実際にはどこにも存在しなかったのである。


　人は──


　目に見えぬもの、わからぬものに恐怖する。


　疑うたがう心が生み出す闇。それはある意味、生きてゆく上で必要なことでもあり、一生ついて回るものなのだろう。


　だが人よ、心せよ。


　自らの心が生み出す幻に、自らの足もとをすくわれてはならないと。


　そんなことを思いつつ。


　あたしは海辺の港町で、依頼料をつぎ込んでカニとか食べたりするのだった──







（今　そこにいる女房：おわり）







　あとがき
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作：春が来た来た本も出た！


　　というわけでっ！


　　スレイヤーズすぺしゃる二十四巻、『地底王国の脅きよう威い』をお送りしますっ！


Ｌ：……まあ……出ちゃったものは仕し方かたないけど……ちゃんと責せき任にん取るのよ。


作：何の責任っ!?


　　つうかなんでそんな『ついうっかり出ちゃった』って感じなのかっ!?


　　うっかりで本が出るなら編集も作家も苦労せんわぁぁぁぁぁっ！


Ｌ：その怒おこりよーからすると、また締しめ切きりには苦労したみたいねー。


作：い……！　言うなぁぁぁぁぁぁぁっ！　その呪のろわれた二文字は口にするなぁぁぁっ！


Ｌ：締切に困こまるなら早めに原げん稿こうに取りかかればいーのに。


作：何マリー・アントワネットみたいなこと言いますかこのひとはっ!?


　　それができたら苦労はありませんよ！


　　こっちは考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えてまああとでいいやとか思ってゲームし倒たおしてダラダラＴＶ観みてガンプラ作ってマンガ読んで二度寝ねしてさすがにそろそろヤバいんじゃないかと思って考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて！


　　考え抜ぬいてやっとお話を作ってるんですよっ！


　　疲つかれ果ててサブキャラの名前とかいい加か減げんになったりしますよ！


　　ああどうせ大モグラの名前のモトネタは丸まる大だい豆ずと減げん塩えん昆こん布ぶですよ！


Ｌ：……今……なんか途と中ちゆうに同情の余よ地ちがカケラもないもんが混まじってたよーな気がするんだけど……


作：さて今年の年ねん賀が状じようはっ！


Ｌ：うわロコツに話題変えやがったよこいつっ！


　　まあいいけど……


　　で……（年賀状の絵え柄がらを見て）


　　……あたしが倒とう木ぼくか何かの上に座すわってる、ってだけの絵だけど……


　　ひょっとして前の年の「さる」みたいに、どこかに「トリ」が隠かくれてるとか？


作：いや。今年のにはそーゆーのはなし。


　　当たり前のことなのですが、年賀状のネタや絵を考えたのは去年のわけで。


　　去年、トリといえばまっ先に思い浮うかぶのはトリインフルエンザ事じ件けんですよ。


Ｌ：…………うわぁ…………


　　あったわねー……そーいえば……


作：さすがにソレ関係で黒いネタはいろいろまずかろーと。


　　けどどう考えても黒い方向にしか行かなさそーで。


Ｌ：で、トリは外してふつーにあたしの絵、と。


作：うむ！　題だいして！


　　『Ｌ、遭そう難なん十日目主食は倒木！』


Ｌ：そんな極きよく限げん状じよう況きようかっ!?


作：手て前まえに存そん在ざいしないはずのオトモダチとか見えはじめてます！


Ｓ：ううっ……だからあれほど山をなめるなって言ったんですよ……


Ｌ：ひさしぶりに出てきたと思ったらご家族のコメントをっ!?


作：いるんですよねー。のどかなハイキングコースとあなどって、つい近道しようと考えたり、道に迷まよって『こっちのはずだから』と、もと来た道とは違ちがう道を行く人。けどこれは、山歩きでは絶ぜつ対たいやっちゃあいけないことなんですよねー。


　　事じ故こに遭あう人っていうのは、『これって事故るかも』と思っていた人より、『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫』って思っていた人の方が圧あつ倒とう的てきに大多数なんですよね。


Ｌ：くっ……！　今度は識しき者しやの意見かっ……！


Ｓ：きっとＬ様はご無ぶ事じです！　カブトムシだって木の汁しるで生きてるんですから！


Ｌ：カブトムシとまでっ！


　　いやたしかにあたしもデパートのおもちゃ屋さんとかで売ってるカブトムシゼリーはちょっぴりおいしそうかなー、とか思ったことあるけど！


　　けどここまで言われちゃあだまってらんないっ！


　　ならばこの屈くつ辱じよく、カブトムシゼリーにて晴らさせてもらうっ！


Ｓ：ま、まさか！　カブトムシゼリーとはあの……！


作：そんなもので一体──!?


Ｌ：こーするのよっ！





（編集部注：犯はん罪ざい防ぼう止しの観かん点てんおよび全日本カブトムシゼリー普ふ及きゆう委員会様への配はい慮りよにより以下描びよう写しや十五行を割かつ愛あいさせていただきます。読者の皆みな様さまにおかれましてはその旨むねご理り解かいのほど宜よろしくお願いいたします）





　　（風の吹ふく廃はい墟きよ。直径二百メートルほどのクレーターを前に佇たたずむＬ）





Ｌ：これが……カブトムシゼリーの真の力……


　　ふっ……これを虫のごはんとしてしか見ていなかった時点で、あんたたちの末まつ路ろは決定的だったのよ──


　　……とはいっても……この世にスレイヤーズのあとがきある限かぎり、作者はいつの日にか必ず復ふつ活かつする……


　　前回の予想通り、今回も眉まゆ一つ動かさずにしゃあしゃあと復活したし。


　　きっと次回もそうなんだろーなー。


　　もーちょっと根本的な対たい策さくが必要な気もするわねー。


　　あー。どっかの薬品メーカーが『しつこい作者を根こそぎ抹まつ殺さつ！　混ぜなくても危き険けん作者キラー』とか出してくんないかなー。


　　けどっ！


　　何度作者が蘇よみがえろうと、あたしが必ず倒してみせるっ！





（こぶしを握にぎりしめ、よくわからない決意を新たにするＬ。カメラ、回り込みながら引いてゆき、画面は少しずつブラックアウト。下からスタッフロール。


そしてエンドマーク。




あとがき：おしまい）
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魔の海のほとりにて［前編］　月刊ドラゴンマガジン２００３年７月号


魔の海のほとりにて［後編］　月刊ドラゴンマガジン２００３年８月号


ゴースト・ライフ［前編］　　月刊ドラゴンマガジン２００３年９月号


ゴースト・ライフ［後編］　　月刊ドラゴンマガジン２００３年10月号


地底王国の脅威［前編］　　　月刊ドラゴンマガジン２００４年１月号


地底王国の脅威［後編］　　　月刊ドラゴンマガジン２００４年２月号


スレイヤーズすぺりおぉる


今　そこにいる女房　　　　　書き下ろし




スレイヤーズすぺしゃる[image: ]


地ち底てい王おう国こくの脅きよう威い





神かん坂ざか　一はじめ
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